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　プロローグ








二○二[image: えっくす]年三月六日

有ゆう楽らく町ちよう中央口　駅前広場






　牧まき落おちマイは迷まい子ごだった。

　正確に言えば、彼女は自分が迷子であることさえ認識していなかった。生まれて五年、その大部分を北関東の田い舎なか町まちで過ごしてきた彼女にとって、初めて見る東京の町並みはひたすらまばゆく物もの珍めずらしいものだった。

　立ち並ぶ高層ビル群、行ゆき交かう無数の人々。休日の町には音と光が溢あふれ、彼女の五感を絶え間なく刺激してきた。マイは興味を引かれるままショーウィンドウを覗のぞき込こみ、ビラ配りの着ぐるみを追いかけ、露ろ店てんから漂う香りに鼻をひくつかせた。

　彼女の脳のう裏りからは母親の言葉──「買い物をすましてくるから、パパと一いつ緒しよに待ってるのよ」という注意は消え失せていた。もちろん、競馬新聞に夢中になっていた父親が娘の不在に気づき血けつ相そうを変えている事実など知るはずもなかった。

　空は抜けるような快晴で、ガラス張りの高層ビルに群ぐん青じよう色いろの大気が写り込んでいた。遮さえぎるもの一つない空を流りゆう線せん型けいの広告飛行船が横切っていく。マイはきらきらと目を輝かせ、蒼あお空ぞらを仰あおぎ見みながら広場を歩いていった。

　不ふ意いに、彼女の耳が騒そう々ぞうしい音を捉とらえた。拡声器で増幅された野の太ぶとい男性の声。

　なんだろう、疑問に思うマイの脳のう裏りに去年訪れた遊園地の光景が蘇よみがえる。園内中央の特設ステージ──回転木馬とコーヒーカップの間で人気アニメのキャラクターがショーを繰り広げていた。

（きっと、あんなのがやってるんだ）

　胸の奥からふつふつと期待がこみ上げてくる。こんな素す敵てきな町なんだもの。遊園地よりずっとずっとすごいものが見られるはず。どこから聞こえてくるんだろう？　あっち、駅の方……？

　きょろきょろと視線を巡めぐらすマイの目に駅前の雑ざつ踏とうが映った。周囲を幾いく重えもの人ひと垣がきに囲まれて白いバンが停車している。派手な色調の幟のぼりや横断幕、バンの屋根に設置されたメガホンからノイズ混じりの声が吐き出されていた。

　マイは人混みに潜もぐり込こみ、林立する足の間を縫ぬって先頭にたどりついた。

　バンの前に壮年の男性が立っていた。仕立ての良いスーツを着込み右手にマイクを握っている。彼は太い眉を吊つり上あげ、聴衆を威い嚇かくするように声を張り上げていた。

「──しかるに、政府与党の対応はどうでしょう。度たび重かさなる請せい願がん、署名に応こたえることもなくアポストリ達を放任している。もし彼女たちが真の意味で我々の良き隣人であることを望むなら、あの恐ろしい〈十じゆう字じ架か〉を捨て、独自の政体など持つことなく、一市民として生きていくべきでしょう。それがなされないのはなぜか？　言うまでもありません、アポストリ達のオーバーテクノロジーに伴ともなう利権のためです。言うなれば我々は一部企業、官かん僚りよう達たちの利益のために国土の一部を彼女達に売り渡しているわけです」

　男の横には「衆議院議員、───」と記された幟が立てられていた。その後ろに『居きよ留りゆう区く返還に国民の声を！』、『平和のために。アポストリは即そつ刻こく武ぶ装そう解かい除じよを』などと書かれた垂れ幕が掲かかげられている。

　もちろん、昨年ようやくカタカナを読めるようになったマイにとって、記述の大半は意味不明な代しろ物ものだった。彼女の両親は自宅であまりテレビをつけなかったから、マイは男が反アポストリ派の論客として有名な野党の議員であることも知らなかった。

　彼女はしかつめらしい顔で男の言葉を聞いていたが、やがてこくりと首を傾かしげた。

（何言ってるのかぜんぜんわかんない）

　音楽もなく、歌や踊りもない。なぜ周まわりの人々が興味深そうに聴きいているのか理解できなかった。

　彼女はそれでもしばらく耳を傾かたむけていたが、数分も経たたないうちに集中力が途と切ぎれた。むぅと可愛かわいらしい唸うなり声ごえが桜さくら色の唇から漏もれる。彼女は眉まゆ根ねを寄せ、落らく胆たんも露あらわに引き返そうとした。

　その時だった。

　ふっと周囲の音が途と絶だえた。男の声が途切れ、あたりを静せい寂じやくが満たす。

　マイは振り返った。

　いつの間に現れたのか、男の前に高校生くらいの少女が立っていた。

　冷えた光を放はなつ漆しつ黒こくの瞳、鼻はな筋すじの通った端たん整せいな容よう貌ぼう。細い身体からだを濃のう紺こんのダッフルコートに包み襟えり元もとを赤のマフラーで覆おおっている。後頭部にはプラスチック製の髪かみ留どめ、癖くせのない黒髪をハーフアップにまとめ背中に流している。

　少女はコートのポケットに手を入れ、ただ一人雑ざつ踏とうから離れ男と対たい峙じしていた。

「なんですか、君は」

　怪け訝げんそうな声が男の口から漏もれる。

　返事はない。少女は無機物でも見るような眼まな差ざしで、じっと男を見み据すえていた。

　男の目に戸と惑まどいの色が浮かんだ。異常を察さつしたスタッフが駆け寄ってくる。男は片手を上げてスタッフを押おし止とどめると、気さくな笑えみを浮かべた。

「質問ですか？　それならあとで受けつけます。だから今は──」

　最後の部分は言葉にならなかった。

　ゴキリと、妙みような音が周囲に響き渡った。

　木の幹を力ちから任まかせにへし折ったような音、何が起きたのか、注視するマイの前で男がぺたりと崩れ落ちる。その首がありえない方向に捻ねじれていた。面おも長ながの顔が身体と直角になっている。口元に笑みを貼りつかせたまま、男の瞳どう孔こうから光が失われていった。

「な……」

　周囲のスタッフが喘あえぐような声を漏らした。視線の先に片手を伸ばした少女の姿がある。腕の一払いで男の頸けい椎ついをねじ切ったのだ。異常な光景に周囲が凍こおりつく。その中を少女はもう用がすんだとばかりに踵きびすを返し歩み去ろうとした。

「ま、待て！」

　我に返ったスタッフの一人が少女に追いすがる。

　赤のマフラーが宙ちゆうを舞う。

　白い拳こぶしがスタッフの鳩尾みぞおちをえぐった。軽々とゴムまりのように大柄な身体が弾はじけ飛とぶ。タイル敷きの地面に叩たたきつけられたスタッフは口から鮮血混じりの泡を吹き、小こ刻きざみに痙けい攣れんした後動かなくなった。

　悲鳴が上がった。恐怖が伝染し聴衆が我われ勝がちに逃げ出す。足音が雷鳴のように轟とどろき、マイの周囲で暴風が吹き荒れた。

　マイは倒れた議員とスタッフをきょとんとした表情で眺ながめていた。

　ある意味、彼女は幸運だった。彼女の精神は目の前の光景をありのまま受け止めるには幼すぎた。もし周囲の人々と同様に恐怖を覚え逃げだそうとしていたら、彼女は荒れ狂う人波に押おし潰つぶされていただろう。

　理解できない光景を目にした彼女は、自分にとって一番分かりやすい認識を採用した。

　これはショーなのだ。遊園地で行われたのと同じヒーローやヒロインが活躍するお芝居。あの女の人は正義の味方で男の人達は悪役。だからやられてしまった。そう、きっとそうだ。

「警けい察さつだ！　動くな！」

　怒ど鳴なり声ごえに視線を向けると警察官が二人、銃じゆうを構えて立っていた。表情を強こわばらせきつい視線で少女を睨にらみつけている。一人は無線機を手に何かを早口で怒鳴っていた。

　少女は一いつ瞬しゆんだけ眉をひくつかせた。瑪め瑙のうのような瞳がきゅっとすぼまる。彼女は警官に向き直ると、躊ちゆう躇ちよすることなく距離を詰め始めた。

「な……」

　警官達の顔が驚きよう愕がくに彩いろどられる。

「おい、止まれ！　止まらんか。撃うつぞ！」

　銃口が少女の胸元に向けられる。だが少女は気にした様よう子すもなく警官の前に立ち、銃口をコートの胸で塞ふさいだ。そのまま呆ぼう然ぜんとする警官に向けて手刀を振り下ろす。

　ゴキリと鈍い音、警官の腕が関節とは異なる場所で折れ曲がった。野の太ぶとい絶叫、苦痛と驚愕に顔を引きつらせ警官がしゃがみこむ。

　破は裂れつ音おんが響き渡った。

　少女は不ふ思し議ぎそうに肩口を見た。コートの表面にぽつぽつと黒い穴があいている。離れた所に立つ警官の銃口から白い煙がたなびいていた。

　痛みを感じていないのか、少女の表情に変化はない。警官はぎりっと歯を食いしばると、今度は少女の顔に銃口を向けた。

　銃声。

　鈍い音とともに少女の頭が揺ゆれた。黒髪が舞い彼女の顔を隠かくす。だが、それだけだった。呆然とする警官の前で少女がゆっくりと向き直る。こぼれた髪の間から真しん紅くの光が漏もれた。左目は闇やみを塗り込めたような黒、だが右目には炎のような煌きらめきが灯っている。

「あ、アポストリ……!?」

　悲鳴は中ちゆう途とで遮さえぎられた。少女が警官の顔を鷲わしづかみにすると力ちから任まかせに首をへし折ったのだ。

　どうと、重苦しい音をたてて警官が崩れ落ちる。

　いつの間にか広場に立っているのは少女とマイ、二人だけになっていた。聴衆は既すでに逃げ去ったか、あるいは遠巻きにこちらをうかがうのみとなっていた。

　真紅の視線がマイの上で止まる。マイは眩まぶしげに目を細めた。青空の下、背せ筋すじを伸ばし周囲を圧する少女の姿はひどく凛りんとして見えた。

　彼女は無表情にマイを見み据すえていたが、やがてすっと距離を詰めてきた。細い身体からだが陽光を遮り、長く伸びた影がマイに落ちる。

「嬢ちゃん、逃げろ、逃げるんだ」

　喘あえぎ声ごえに視線を向けると、腕を折られた警官が必死の形ぎよう相そうで訴うつたえかけていた。マイはぱちぱちと目を瞬またたいた。

　逃げる……？　なんで？

　もう一度少女に視線を戻もどす。黒と赤、非対称の瞳がじっと彼女を見下ろしていた。だらりとぶらさがった腕が持ち上がりマイの顔に伸びる。

　遠くで悲鳴が上がった。

　ふっと、冷たい指先がマイの肌に触れる。息詰まるような沈黙の中、少女は掌てのひらで包み込むようにマイの頰ほおを撫なでた。切れ長の瞳がすぼまる。その顔に何かを懐なつかしむような色が滲にじんだ。

「マイ！　マイ……！」

　金切り声が背後で響いた。

　ふりむくと周囲の制止を振り切り、母親が走り寄ってくるところだった。すぐ後ろに父親が続いている。マイは相そう好ごうを崩し大きく手を振った。

「ママー、お姉ちゃんにほっぺたなでてもらったー」

　言いながら首を正面に戻す。だが、そこにもう少女の姿はなかった。

　マイは小首を傾かしげる。一いつ瞬しゆんだけ赤いマフラーが視界の端はしで翻ひるがえったように思えた。怪け訝げんな表情で視線を巡めぐらせていると、強い力で肩を抱きすくめられた。

　母親の匂いが鼻び腔こうを満たす。嗚お咽えつ混まじりに名前を呼ばれながら、マイは涙目になった母親を不ふ思し議ぎそうに見つめていた。

　遠くからパトカーのサイレンが響いてくる。

　凍こおりついた空気が急速に動き出した。騒そう然ぜんとした駅前広場の中、マイはどうすれば母親が泣きやんでくれるのかじっと考え続けていた。







　第一話







「判決──。禁止兵器の隠いん匿とく、及び公こう安あん危き害がいの罪により、被告人葉は桜ざくらの評ひよう議ぎ員いん候こう補ほ資し格かくを剝はく奪だつ、許可あるまで〈十じゆう字じ架か〉への立ち入りを禁ずる」

　裁判官の言葉はナイフのように鋭く学まなぶの心をえぐった。

　彦ひこ根ね城じようの脇わき、居きよ留りゆう区く裁判所内に設もうけられた合同法廷は厳げん粛しゆくな空気に満ちていた。雛ひな壇だんの上にはガウンをまとったアポストリ高こう等とう法ほう院いんの裁判官、傍かたわらに人間側の判事が並んでいる。壁には大きなディスプレイが設置され〈十字架〉の長老達が映し出されていた。彼らの視線の先には金きん髪ぱつの少女──葉桜がいる。

　傍ぼう聴ちよう席せきに背を向けているため、その表情はうかがいしれない。だがケープに包まれた細い背中に動どう揺ようの色はなかった。彼女はただ黙もく然ぜんと証言台に立ち尽くしている。

　学はぎゅっとズボンの膝ひざに爪を立てた。

　事前に聞いていた通りだ。既すでに覚悟は出来ていたはず、今さらショックを受けることなどない。そう自分に言い聞かせてみるが動揺は収まらなかった。

　一体あいつはどんな思いでこの宣告を聞いているのだろう。母親のような評議員になりたい、評議員になって人間との相互理解を深めたい。そう言っていたあいつの気持ちは。

「評議員記き章しようを」

　裁判官の声に応こたえて法服姿の廷てい吏りが前に進み出る。葉桜のもとにたどりつくと、一いつ切さいの断ことわり無く襟えり元もとの記章をむしり取った。

　証言台の前に机が運ばれ、その上に花と王おう冠かんを象かたどったバッジが置かれる。正せい議ぎ員いんのように宝石をあしらった物ではない、金一色の候補者記章。だがそれは葉桜にとって宝物に等しい存在のはずだった。

　もう一人の廷吏が木き槌づちを持って机の横に立つ。

　何をするつもりなのか、固かた唾ずを吞のみ見守る学の前で、廷吏は木槌を振り上げた。

「……っ！」

　くしゃりと、何かの潰つぶれる音が法廷に響き渡る。続けて二度、三度。木槌の先端が記章に向かって振り降ろされた。そのたびに美しい装飾は砕くだけ、ただの無む味み乾かん燥そうな金属の板に戻っていく。

　学の血が沸ふつ騰とうする。怒りのあまり視界が真っ白になった。

　なぜここまでやる必要があるのか。評議員候補資格を剝奪するだけなら普通にバッジを返させれば良いだろう。満場注視の中で屈くつ辱じよく的てきな扱あつかい。だめだ、黙っていられない。

　彼はぎりっと奥歯を嚙かみしめ席を立とうとした。

「座ってください」

　強い力で右腕をつかまれた。

　眉まゆ根ねに皺しわを刻んだまま視線を落とす。茉まつ莉り花かの代理人──〈夏エスターテ〉氏し族ぞくの連絡官と目が合った。

　腰を浮かせかけたまま彼女を睨にらみつける学まなぶに、連絡官はゆっくり首を振ってみせた。

「落ち着いてください。これはパフォーマンスです」

「パフォーマンス？」

　連絡官はうなずいた。

「今回の件──ラパーチェ事件で茉莉花評ひよう議ぎ長ちようは居きよ留りゆう区く議会や他氏族に大きな借りを作りました。ここで評議長の親族……つまり葉は桜ざくら様がけじめをつけることで、今回の件は不問にする。そういう筋すじ書がきになっているんです」

　筋書き？　これが？

「……葉桜は知ってるんですか、そのことを」

「もちろんです。分かった上でこの屈くつ辱じよくを耐えてくださっているんです。だから学様、こらえてください。あの方なら、葉桜様なら大丈夫ですから」

　学はもう一度葉桜に視線を戻もどした。

　大丈夫──本当にそうだろうか。確かに証言台の葉桜は小こ揺ゆるぎ一つしていない。だがそれは見かけ上の話だ。どれだけ巧たくみに役を演じても、心まで台本通りには動かせない。

　ぎりっと歯を食いしばり腰を下ろす。

　連絡官の言うとおり、葉桜が納得ずくでこの茶ちや番ばんに耐えているのなら、自分が口を挟はさむ筋合いはない。だが木き槌づちの音が響く度たび、彼は自分の心がバラバラに砕くだかれていく気がした。

　ややあって音が止んだ。無む味み乾かん燥そうな円えん盤ばんとなった記き章しようを布で包み、廷てい吏りが引きあげていく。

『この程度ですんだことを幸運に思うのだな、〈夏エスターテ〉の葉桜』

　巨大なディスプレイから声が降ってくる。暗い画面の奥に黒服のアポストリが腰掛けていた。高い鼻び梁りようと切れ長の目、長い指を顎あごの前で編んでいる。確か──〈冬インヴエルノ〉氏族の長老と名乗っていた。

『ラパーチェ事件で失われた同どう胞ほうの命、自衛隊侵入で汚けがされた一族の名誉。どちらも、あなたの記章程度で償つぐなえるものではない。あなたがもう少し早くラパーチェの存在を明らかにしていたら、この事件は防げていたかもしれない。そのことをよく認識しておくのだな』

「……はい」

　葉桜の声は凪ないだ湖こ面めんのように静かだった。

「今回のことは全すべて私の責任です。居留区議会、及び高こう等とう法ほう院いんの寛大な処置に感謝します」

『分かっているのならいい。しばらく身を慎つつしみたまえ。〈十じゆう字じ架か〉に戻れなくても、なすべきことはあるだろう』

　葉桜がすっと頭を下げる。わずかな沈黙の後、裁判官の「それでは閉廷」という声が法廷内に響き渡った。

　室内の空気が弛し緩かんする。戒いましめをとかれたように周囲の人々が動き出した。学まなぶは今度こそ腰を浮かし、葉は桜ざくらのもとに行こうとした。

『一つ言い忘れた』

　ディスプレイから声が響き渡った。学は視線を上げる。〈冬インヴエルノ〉氏し族ぞくの長老が鷹たかのような眼まな差ざしで葉桜を見下ろしていた。

『〈夏エスターテ〉の葉桜、あなたの身み柄がらはしばらく高こう等とう法ほう院いんの監かん察さつ下かにおかれる。居きよ留りゆう区くで普通に生活している分には問題ないが、もし一般人の権限を越えた行動に出ようとした場合、なんからの注ちゆう意い喚かん起きが入ると思ってもらいたい』

「監察……ですか？」

　葉桜の表情が曇くもった。これについては事前に聞かされていなかったのか、大きな瞳に不安の色が浮かんでいる。

『具体的な処置の内容については追って通達する。以上だ』

　ぷつりと、音をたててモニターの画像が消える。学は立ち尽くす葉桜を横目に傍ぼう聴ちよう席せきを出た。監察や注意喚起という言葉の意味など、どうでもよかった。あいつのそばにいてやりたい、少しでもあいつの不安を受け止めてやりたい。その思いだけが彼を駆り立てていた。

　学は法廷を出ると、裁判所の一階、葉桜が戻もどってくるであろう待合室に向かった。




　三ヶ月越しの裁判は終わった。

　昨年の暮れ、居留区を震しん撼かんさせたラパーチェ事件は、表向きテロリストの破壊工作ということになっている。反アポストリ主義の工作員が居留区に入り込み、警けい察さつとやりあったのだと。

　だがその裏では、事件の原因と責任の所在について激しい非難の応おう酬しゆうが行われていた。なぜ禁止兵器であるラパーチェが放置されていたのか、管理主体は誰だれなのか。四よん・一いち八はち時の運用──システムメンテナンス・バグのチェックに問題はなかったのか。壊こわれたラパーチェを見つけた時、葉桜の母親──白びやく夜やが届け出を行わなかったのはなぜか。同じく、葉桜がラパーチェの存在を隠かくしていた理由。自衛隊の侵入をなし崩しに許してしまった茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちようの責任。

　〈夏エスターテ〉氏族と〈秋アウトウンノ〉氏族は、今回の事件を格かつ好こうの材料として互いの政治的領土を削けずろうとした。両者とも、少しでも自分の有利になる情報が欲しかったのだろう。彼らは事じ情じよう聴ちよう取しゆの名目で連日のように葉桜を責め立てた。その様よう子すは苛か烈れつ極きわまりなく、聴き取りと言うより尋じん問もんと呼ぶ方がふさわしかった。

　脅きよう迫はくと懐かい柔じゆう、威い嚇かくと交換条件。精神をヤスリで削るような責せめ苦くに、だが葉桜はありのままの答えを返し続けた。自分の行為になんら政治的意図はなく、裏で手を引いていた者もいないこと。ラパーチェについてなんの前提知識もなかったこと。母親に対する思いが、公人としての自分を見失わせたこと。

　望むような答えを得られなかった両氏し族ぞくは、しまいに本件を政治闘争の材料に使うことを諦あきらめた。当然だろう。亡き母親に対する憧しよう憬けいなど、どれだけ装飾しても評ひよう議ぎ会かいの議事に取り上げようがなかった。だが、責任の所在は明らかにしなければならない。政治的な背景や落ち度がなければ、あとは個人の責せきを問うしかなかった。

　その結果が今回の裁判、葉は桜ざくらに対する罪ざい科か──。

　学まなぶは険けわしい表情で裁判所の廊下を歩いていった。

　すれ違う人々がぎょっとしたように道を空ける。それだけで自分が今どんな表情をしているか分かるというものだった。

　胸の奥に何とも形容しがたいしこりがある。気を抜けば、大声で叫びだしてしまいそうだった。何が筋すじ書がきだ。何がパフォーマンスだ。ラパーチェの存在を忘れていた軍、正体を見抜けなかった病院、ロクな装備も対策もなしに人員を投入した警けい察さつ上じよう層そう部ぶ。その全員が有罪だろう。十七の少女一人に全すべての咎とがを押しつけて、それで安あん穏のんとしているのが政治か、公正な審判なのか。

　階段を下り、待合室に続く廊下を覗のぞき込こむ。そこに眩まばゆいブロンドの煌きらめきが見えた。細い肩を包むベージュのケープ、白く透すき通とおった横顔は彫像のように整い凄すごみさえ感じられる。ストッキングに包まれた足は折れそうに細い。全すべてが計算され極きよく限げんまで作り込まれたような容よう姿し──葉桜だった。

「葉桜！」

　彼女は今まさに待合室を出ようとしているところだった。誘われるように顔を上げ学の姿を認める。ふっと、強こわばっていた表情が弛ゆるんだ。

「学」

　その笑えみは蕾つぼみが開くように可か憐れんで、学は一いつ瞬しゆん毒どく気けを抜かれた。どくりと心音が高鳴り顔が熱を帯びる。彼は小さく首を振った。何を呆ほうけてるんだ自分は。

　鼻から息を吸い込み肺に空気を送り込む。学は探さぐるような眼まな差ざしで葉桜を見つめた。

「大丈夫なのか？　おまえ」

「？　大丈夫って何が？」

「だから……その、あんなことされて」

　葉桜はぱちぱちと目を瞬またたいた。ややあって「ああ」とつぶやき声を上げる。彼女は腰に手を当て吐と息いきを漏もらした。

「平気よ全然。事前に段取りは聞いていたし、バッジも取れやすくしておいたから服の生地も傷いたんでないし」

「で、でも評議員記き章しようっておまえの夢とか目標みたいなもんだろ。それをあんなふうにされて腹が立たないのかよ」

「まったく平気ってわけじゃないけど──」

　葉は桜ざくらは困ったように肩をすくめた。

「でも、伯お母ば様さまに迷めい惑わくがかからないようにするにはこうするしかなかったのよ。評ひよう議ぎ長ちようの姪めいがここまでやれば、〈秋アウトウンノ〉としても文句はつけにくいわ。これ以上厳しく追及するなら、逆にラパーチェに対する軍の管理責任を問われかねないし。誰だれにとっても、一番いい落としどころだったのよ。私個人の問題として処理するのが」

「それは……そうかもしれないけど」

「それに」

　葉桜は声の調子を明るくした。曇くもり一つない真しん紅くの双そう眸ぼうが学まなぶを見み据すえる。

「評議員候こう補ほ資し格かくが無くなったからって、これからずっと評議員になれないわけじゃないわ。もう一度実績を積んで候補資格を取り直せばいい。前例がない話じゃないし、二回目の審しん査さなら一回目の経験も活いかせるし──」

　そう、そうよと葉桜は自分に言い聞かせるようにつぶやいた。続けて「取れる私は取れる」と呪じゆ文もんのような声が薄うす紅べに色いろの唇から漏もれる。

　学は眉をひそめその様よう子すを眺ながめていたが、ややあって疑わしげにつぶやいた。

「おまえ……やっぱ結構凹へこんでるだろ」

「………！　な、なんでよ」

「……いや、見れば分かるっていうか。分からないと思ってるのが変というか」

「失礼ね！　私は納得して今回の処分を受け入れたの。凹んでなんかいるもんですか」

　断ち切るように言って葉桜は背を向けた。瞬しゆん間かん、ゴンと鈍い音が響き渡った。

　半開きの扉とびらに葉桜が額ひたいを打ちつけていた。待合室のドアを閉め忘れていたのだ。片手で顔を押おさえて葉桜が数歩後退する。

「お、おい大丈夫か」

　慌あわてて駆け寄ろうとする学を、葉桜はもう一方の手で押おし止とどめた。

　広げた指の間から強こわばった笑えみが漏れる。葉桜は「大丈夫、全然大丈夫」とつぶやいて後ろに下がっていった。

「ちょっと疲れてるのかも。ここのところずっと気を張ってたし。だから、そう、別に動どう揺ようしてるわけじゃないのよ。私は全然これっぽっちもショックなんてうけてな……きゃう!?」

　壁かべ際ぎわの椅い子すにつまずいて葉桜が転倒した。けたたましい音とともに隣の椅子が倒れ、椅子と椅子の間に葉桜がはまりこむ。派手にめくれあがったスカートから学は慌てて視線を逸そらした。

　葉桜の弱々しい呻うめき声ごえが廊下に響く。

　学は深いため息をついて、指先を髪の中に潜もぐり込こませた。




　どうにも危なっかしい葉桜を連れて車に乗り込み、帰宅した頃にはもう正午を過ぎていた。

　〈夏エスターテ〉の連絡官は茉まつ莉り花かの欠席を繰り返し詫わび、「葉桜様をよろしくお願いします」と言い残し去っていった。

　状況が状況なだけに茉まつ莉り花かも訪れづらいのだろう。今は葉は桜ざくらに対するどんな配慮も反省の欠けつ如じよ、けじめをないがしろにするものと受け取られかねない。ほとぼりが冷めるまで大人おとなしくしている他なかった。

　額ひたいを赤くした葉桜をソファに座らせ、洗面所で濡ぬれたタオルを絞しぼった。

　リビングに戻もどると、彼女は両足を投げ出しぼんやりと天井を眺ながめていた。長い睫まつ毛げで縁ふち取どられた目に普段の輝きはない。力なく背もたれに身体からだを預けた様よう子すは、まるで捨てられた子犬のようだった。

（どこが凹へこんでないんだよ……）

　学まなぶはため息をついてリビングの灯りをつけた。眩まぶしそうに目を細める葉桜に濡れタオルを差し出す。彼女は困こん惑わくしたように眉まゆ根ねを寄せた。

「使えよ。冷やさないと腫はれるだろ」

「腫れないわよ、ドアに頭ぶつけたくらいで」

「いいから冷やしとけって」

　半なかば強引にタオルを彼女の額に載のせる。葉桜は「きゃっ」と小さな悲鳴を漏もらし身体をすくめた。ややあって、肩の力を抜く。

「……気持ちいい」

　すっと白い目ま蓋ぶたが降りる。彼女は形の良い唇をわずかに綻ほころばせ吐と息いきを漏らした。

　その表情にぞくりとするような色いろ香かを感じて学は視線を逸そらす。なんだろう、今のこいつはひどく無防備で──そして危あやうい。

　口元をぎゅっと引き結んで学は上体を起こした。ぼんやりした表情の葉桜を後しり目めに、台所に向かう。

「なにか食べるか？　朝から何も口にいれてないだろ」

「おなかすいてない」

「夜まで保もたないぞ」

　学は冷蔵庫を開け中身を確認した。レタスにトマト、卵に生ハム、ピクルス。おあつらえ向きにサンドイッチを作れそうな具材が揃そろっていた。一口サイズに作れば今の葉桜でも食べられるだろう。バター……もあるな。よし。

　適当に取り出してテーブルの上に並べていく。食器洗い機から包丁を取り上げ水道の水に通した。とりあえずトマトから刻むか、そう思ってまな板を準備した時だった。

「……なんで、そんなに優しくしてくれるの？」

　探さぐるような声が学の背中にかけられた。

　後頭部に視線を感じながら学は平静を装よそおう。包丁の切きっ先さきがすいこまれるようにトマトを切り裂さいた。

「別に……いつも通りだろ」

「噓うそ」

　こん、と包丁がまな板を叩たたく。割れたトマトがまな板を転ころがっていった。

「普段の学まなぶなら、こんなふうに気を遣つかったりしない。優しくしたりしない。どうしてここまでしてくれるの？　私が気の毒だから？　夢も目標も全部無くして可哀かわい想そうに見えるから？」

「馬ば鹿かなこと言うな」

　強い口く調ちようで言った。我われ知しらず、声こわ音ねに怒りが混じっている。

「おまえが評ひよう議ぎ員いん候こう補ほだろうがそうじゃなかろうが、おまえはおまえだ。だいいち、候補者資し格かくなんかすぐ取とり戻もどせるって言ったのは自分だろ。俺がおまえを哀あわれむ理由も筋すじ合あいもないはずだ」

「それは……そうかもだけど」

　葉は桜ざくらの声にはまだ躊躇ためらいがあった。

「……でも、だったらなおさら今の学は変よ」

「気のせいだよ」

「気のせいじゃない」

「気のせいだって言ってるだろ、しつこいな」

　ぶっきらぼうに言うと、葉桜は沈黙した。それきり問いかけが止む。学は鼻から大きく息を抜いてまな板に視線を戻した。不ふ揃ぞろいに刻まれたトマトを一いち瞥べつしてピクルスを手に取る。

　背中に人の気け配はいを感じた。

　シャツの生地越しに、自分のものでない体温が感じられる。はっとなって振り向くと、すぐそばにこちらを見上げる大粒の瞳があった。鮮やかな輝きを放はなつ見事な金きん髪ぱつ、白い額ひたい、陶器のような頰ほおがほのかに上気している。

「は、葉桜？」

　彼女は唇を引き結び、思い詰めた表情でこちらを見上げていた。

　学は背中を流し台に押しつけた。鼓こ動どうが激しい。手に持った包丁に気づき、慌あわててまな板の上に置く。

「気のせいなんかじゃない」

　葉桜は先さき程ほどと同じ内容の台詞せりふをもう一度口にした。

　一字一句を嚙かんで含めるように繰り返す。

　プレッシャーに耐えきれず目を逸そらそうとして、だが学は葉桜の視線に捕とらわれる。双そう眸ぼうに炎のような煌きらめきが灯っていた。紅くれないの灯りが誘ゆう蛾が灯とうのように学の意識を惹ひきつける。

「答えて。なんでそんなに気を遣ってくれるの？　どうして私なんかのために学は──」

　どうして……？

　学は胸中に疑問を投げ込む。大人おとな達に対する怒り、反感、共きよう棲せい者しやとしての義務感、気遣い。外向きの言い訳が次々に浮かぶ中、彼は心の奥に本当の理由を見出していた。

　三ヶ月前、ラパーチェのもとに行こうとした葉は桜ざくらを学まなぶは引き留めた。その時感じた焦しよう燥そう、混乱。一年前ならどう考えてもありえなかった感情を学は葉桜に抱いている。

　年が明け、冬休みが終わり三学期が慌あわただしく過ぎていく中、彼はまだ自分の感情をどう扱あつかってよいか考えあぐねていた。葉桜の裁判で忙しかったこともある。とりあえずとりあえずと結論を先送りするうち今日きようまで来てしまった。

　怖かったのかもしれない。自分が本心を露あらわにした瞬しゆん間かん、今まで築いてきた何かが崩れるのではないか。二人の間に漂う空気が変ってしまうのではないか──と。だから意識して接し方を変えないようにしてきた。

　だが今、すぐ前に彼女がいる。少しでも手を動かせば、身じろぎすれば触れられそうな距離に葉桜が立っている。

　細い肩、華きや奢しやな首、不自然なほどに整った顔、開いた襟えり元もとから覗のぞく白い肌、瑞みず々みずしい唇、繊せん細さいな指先。

　言ってしまえばいい。思いの丈たけをぶつけ彼女の本心を聞けばいい。幸い周囲には誰だれもいない。装よそおう理由も繕つくろう必要もなかった。

　こみあげる衝しよう動どうに、だが理性の一部が警けい鐘しようを鳴らす。仮に自分の思いが受け入れられたとして、それでどうするのだ？　彼女は人間ではない。共きよう棲せい体たい──、アポストリだ。時期が来れば学のもとを去り〈十じゆう字じ架か〉に帰って行く。茉まつ莉り花かも言っていた。日本の法律は人間とアポストリの婚こん姻いんを許さないと。そんな状態で思いを告つげ果たして何になるのか。いたずらに自分達の仲を混乱させるだけではないか。

「学」

　ついと、葉桜が一歩踏み出す。息がかかる程の距離、スカートの生地が彼の手に触れる。押されるままに後あと退じさろうとして、学はそれ以上逃げ場がないことに気づいた。流し台が彼の背中を押し返す。目の前には真しん紅くの双そう眸ぼう。

「は……ざくら」

　混乱が脳のう裏りを満たす。自分でも何を言おうとしているのか分からないまま、焦燥に駆られて口を開こうとした時だった。

　唐とう突とつに、電話の着信音が鳴り響いた。

　はっと顔を上げリビングを見渡す。扉とびらの脇わき、戸棚上の電話機がダイヤルボタンを明めい滅めつさせていた。学は躊躇ためらうことなく葉桜の脇をすり抜け、電話機に向かった。

「はい……南みなみ方かたです」

　受話器を耳に当てつつ答えた。葉桜の追及から解放されたことに、どこかほっとしている自分がいる。だが次の瞬間、つんざくような声が学の耳じ朶だを打った。

『千ち紗さでございます！』

　一いつ瞬しゆん、声が頭を突き抜けたかと思った。それぐらいに甲かん高だかい大だい音おん声じようが学まなぶの耳元で響き渡った。

『あぁ、よかった。まだお帰りになられていなかったらどうしようかと思いました。裁判のことが気になって気になって私、昨日きのうから一いつ睡すいもしていないんですよ。あ、それは少し大げさで実際には二時間、いえ三時間、さっきうたたねしてしまったのでもう少し寝ているかもしれませんけれど。とにかく生まれてこの方規則的な睡眠を欠かしたことのない私が、睡眠不足になるくらい心配しておりました。ですが色々取り込み中でしょうし、携帯にかけてもお邪じや魔まかと思いご連絡をお待ちしていましたが、もうどうにも辛しん抱ぼうたまらなくって、裁判も終わった頃合いかと思いこちらからお電話させていただきました。それで学さん、葉は桜ざくらお嬢様はどうなりましたか？　勝しよう訴そですか？　逆転無罪ですか？』

　一気に言い切って学の答えを待つ。

　学は目をすがめつつ、耳から離した受話器を近づけた。

「とりあえず無事だよ。今まで通り家にいられる。具合も──まぁ悪くなさそうだし」

　何をもって無事と言うかだが。学は台所の葉桜を一いち瞥べつしながら独ひとりごちた。だが千ち紗さは微妙なニュアンスに気づいた様よう子すもなく安あん堵どの息を漏もらした。

『それは──、本当に……よかったです。お嬢様に何かあったら私どうしようかと思っておりました。あんなにいつも努力して、精せい一いつ杯ぱい励はげんでいる方が罰せられるのなら、この世には神も正義もないと考えてしまいそうでした。色々、本当に色々ありましたけれど、結果的に全すべてが元通りになったのでしたら……何よりです』

「………」

『ということであれば今日きようはお祝いですね。腕によりをかけて料理を作らせていただきます。夕方前にはうかがうつもりですが──学さん、今日は？　外出のご予定は？』

「いや……、今のところ特にないよ」

『承知しました。それでは後ほど、葉桜お嬢様にもよろしくお伝えください』

　うん、と短く答えると電話が切れた。室内に静せい寂じやくが戻る。受話器を置き振り向くと葉桜はまだ台所に立ち尽くしていた。

「千紗さんだよ。おまえのこと心配してた」

「……そう」

　つぶやくような口く調ちよう。紅くれないの双そう眸ぼうにはまだ思い詰めたような光がある。学は視線を逸そらした。張り詰めた空気を和やわらげようと話題を探さがす。

「……そう言えば裁判の最後でなんか変なこと言われてたよな。なんだっけ、監かん査さ──査さ察さつ？」

「監かん察さつ？」

「そう、あれ具体的な話は後でって言ってたけど、あの後なんか説明あったのか？」

　葉桜は首を振った。眉まゆ根ねに小さな皺しわが寄る。

「高こう等とう法ほう院いんが監察を行うなんて聞いたことないわ。普通、監察官と言ったら軍や警けい察さつに所属しているものだけれど。あれは組織の内部に対するチェック機構だから、私みたいな個人をどうこうするものじゃないと思う」

「……じゃあ、一体どうするつもりなんだ？」

「知らないわよ、私に聞かないで」

　すねたような口く調ちようで言い返す。話を逸そらしたことに気づかれたのか、不ふ機き嫌げん極きわまりない表情でそっぽを向いている。

　学まなぶは頭を搔かいた。どうにも扱あつかいづらい。今の空気も気まずいが、かと言って先さき程ほどのやりとりを繰り返すのも躊躇ためらわれた。

　どうするべきか。料理を続けようにも流し台の前は葉は桜ざくらが塞ふさいでいる。まさか押おし退のけるわけにもいかない。考えあぐね、電話機の横に立ち尽くしていた時だった。

　ピンポーン。

　チャイムの音が鳴った。

　今度はなんだ。口元を歪ゆがめインターフォンに向き直る。何かさっきから振り回されてばかりいる気がした。こんな昼時に一体誰だれだろう。セールスなら怒ど鳴なりつけてやる、そう思いインターフォンのボタンを押す。

『南みなみ方かたさん？』

　流れてきた声は女性のものだった。

　低くもなく高くもない平へい板ばんな口調。外国人が覚えたての日本語を喋しやべっているような抑よく揚ように乏とぼしい声。

　声は問いかけを発したまま沈黙した。名乗りを上げず問いを繰り返すこともしない。学は警けい戒かいも露あらわに問い返した。

「どちら様ですか？」

『──高こう等とう法ほう院いんの依頼で参りました。こちらは南方さんのご自宅で、〈夏エスターテ〉の葉桜殿どのがいるとうかがっていますが』

「………！」

　学は息を吞のんだ。

　高等法院の依頼、さっき話に出た監かん察さつ官かんだろうか。いきなり家に押しかけてどういうつもりだろう。まさか──葉桜を連れて行くつもりか。

　不安が胸の奥に広がっていく。学は葉桜に背を向けると声を潜ひそめた。

「今行きます。ちょっと待っててください」

　返事を待たずにインターフォンを切った。

「誰だれ……？」

　葉桜が不ふ審しんげに問いかけてきた。学は努つとめて何なに気げない表情で振り返った。

「なんか近所の人みたいだけど、よく分からないからちょっと見てくるよ。おまえはここにいろ」

　状況次第では葉は桜ざくらを不在と偽いつわり、出直してもらうことも考えている。葉桜は何も言わなかった。

　学まなぶはリビングのドアを明けて廊下に出た。玄関に近づく度たび、緊張で心音が高鳴っていく。

　監かん察さつ官かん、どんな人物だろう。裁判で見た厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きのアポストリ達、モニター越しに見かけた〈冬インヴエルノ〉氏し族ぞくの長老。彼の知るアポストリとは明らかに異質な空気をまとった人々。

　唐とう突とつに苦にがい記憶が蘇よみがえる。東京で出会った一人のアポストリ、黒のベレー帽ぼうと白のブラウス、薄い唇に柔やわらかな笑えみを浮かべ、瞳に冷たい光をたたえた人物。軍ぐん務む省しよう参さん事じ官かん──〈秋アウトウンノ〉の灯とう籠ろう。

『またお会いしましょう。今度は壁の中で、できれば〈夏エスターテ〉の邪じや魔まが入らないところでね』

　学は渋じゆう面めんを作る。できればあの手て合あいとは二度と顔を合わせたくなかった。心を削けずるような交渉戦。ブラフに脅きよう迫はく、互いの手札を二手先三手先まで読み合うような心理戦。あの時はなんとかなったが、もう一度うまくやれる自信はなかった。

（まぁとりあえず用件を聞いて、あとのことはそれからか）

　玄関にたどりつき息を整える。

　表情を引き締め、ドアノブに手をかけ扉とびらを開けた。




　そこに──異い装そうの少女が立っていた。




　シニヨンにまとめた銀ぎん髪ぱつ、長い睫まつ毛げ、隈くま取どりのように濃いアイシャドウ。編み上げの施ほどこされた黒のパニエつきワンピース、厚底の靴、フリルをふんだんにあしらったハーフコート。右手に黒レースの傘を携たずさえ、もう片方の手に巨大な旅りよ行こう鞄かばんをぶら下げている。

　なんと言うべきか、古典ホラーに出てくる女おんな幽ゆう霊れいのような出いで立たちだった。あるいはビジュアル系バンドの追っかけか。

「………」

　扉を閉めた。

　瞬しゆん間かん、扉向こうで「いやいやいや」と声が上がった。

「ちょっと待ってください。なんで閉めるんですか。あれ？　えっと言葉間ま違ちがった？　えーっと、高こう等とう法ほう院いんの依頼で来たんですけど……」

「噓うそつけ！」
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　学は怒ど鳴なった。

　想定外にも程ほどがある。どこの世界にこんないかれた格かつ好こうをした役人がいるのか。

「噓じゃないですよ。なんでそんなふうに思うかな。ああ……、確かに私、最近あなた方の言葉をあまり喋しやべってませんでしたから、聞き苦しい点があるかもしれませんけど。なんでしたらもう一度最初から用向きの説明を」

「いや、そういう問題じゃないだろ。どう考えても」

　学まなぶのつっこみに声が途と切ぎれた。まさか本気で分かっていないのか、何かを考え込むような沈黙の後、少女は言葉を続けた。

「とにかく私は正しよう真しん正しよう銘めい、正規のルートで葉は桜ざくらの監かん察さつを依頼されています。扉とびらを開けて彼女と会わせてください。これは高こう等とう法ほう院いんの正式な命令です」

「命令って……じゃあ、何か書類みたいなものはあるのかよ？」

「書類……？」

「あんたが葉桜の監察を依頼されたっていう証しよう拠こ。命令書とか令状とか、そういうのあるだろ」

　再度の沈黙。ややあって固かたさを増した声が答える。

「残念ながら、出先から直接こちらに向かうよう言われたもので。命令書の類たぐいは持参していません」

　学は鼻を鳴らした。

「だったら、なおさら家に入れるわけにはいかないな。事前の連絡も無し、証拠となるような書類も無いじゃ信用しろって言う方が無む茶ちやだ。出直してくれ」

「……困りましたね。こちらも仕事ですから、はいそうですかと引き下がるわけにもいかないのですが」

「なんて言われても同じだ。素す性じようの分からない相手を家に上げるつもりはない」

「どうしても？」

「どうしてもだ」

「なるほど」

　声は得とく心しんしたように言って、それきり沈黙した。

　諦あきらめたのか、固かた唾ずを吞のんで様よう子すをうかがう学まなぶの耳に、ずりずりと重い物を引きずる音が響いた。続いて何かが倒れる音。

　何やってるんだ？

　覗のぞき穴あなから外の様よう子すを見る。黒こく衣いの少女は旅りよ行こう鞄かばんを門の外に引きずっていた。足あし下もとには無む造ぞう作さに投げ出された傘。彼女は道路に出ると旅行鞄を横たえ、その横にへたりこんだ。コートの前を弛ゆるめ、しどけなく肩をはだけさせる。

　は……？

「あら……、どうしたのこんなところで？」

　道行く主婦が声をかける。少女は袖そで口くちですっと目元を覆おおい顔を伏ふせた。

「どうぞお気になさらず。私が悪いんです。あの方の迷惑も顧かえりみず押しかけてきてしまったのですから。……追い出されて当然です」

「あの方……って、あら、ここ南みなみ方かたさん家ち？」

「はい……実は私、こちらのご子息と──」

　思わせぶりなところで言葉を切る。案あんの定じよう、行きずりの主婦は目を丸くして「あらあらまぁ」と声を上げた。

「あら、お隣の奥様どうされたの？」

「いえ、実はこちらのお嬢さんが、南方さんの」

「え？　あの綺き麗れいな金きん髪ぱつの子と暮らしてる息子さん？」

「そうなのよ……、これってどう見ても……ねぇ」

「いやだわ」

「いやぁねぇ」

「まぁまぁまぁ」

　バンッ！

　肩で息をつきながら学は扉とびらを開けた。きょとんとする主婦達を無視して少女の腕をつかむ。そのまま強引に家の中に引っ張りこんだ。

「どういうつもりだ！」

　後ろ手に扉を閉め怒ど鳴なりつける。黒こく衣いの少女は涼しい顔でコートの前を直した。

「正せい攻こう法ほうでは時間がかかりそうでしたので、少々搦からめ手てから攻せめさせていただきました」

「だからって、やっていいことと悪いことがあるだろ！　近所で変な噂うわさがたったらどうしてくれるんだ!?」

「その点については後ほどきちんとフォローさせていただきます。私の身分と目的についてこのあたりの住民にちゃんとした説明を──」

「やめてくれ、話がもっとややこしくなる」

　呻うめくように言って学まなぶは背中を扉とびらに預けた。額ひたいを押え重いため息を漏もらす。少女はついと細い顎あごを持ち上げ、学を見上げた。

「では早速本題を。葉は桜ざくらはどちらですか？」

「あいつは……いない」

「いない？」

「留守にしてる。あんたが来るなんて聞いてなかったからな。しばらく帰ってこないよ」

　すっと、アイシャドウに彩いろどられた目がすぼまる。学は視線を逸そらしつつ言葉を続けた。

「用件なら俺が聞いておくよ。あいつが帰ったら伝えておく。それでいいだろ」

「………」

「それともなんだ？　俺には言えないような話なのか？　あいつの共きよう棲せい者しやである俺にも」

「そんなことは──」

「なら」

　語気を強め押し切ろうとした時だった。背後で扉の開く音がした。

「どうしたの……、学？　さっきから大声で」

　額を押える。

　なんだってこいつはこう──、間まの悪い。

　黒こく衣いの少女は後ろを振り返り、きょとんとした様よう子すの葉桜に会え釈しやくしてみせた。暗色のルージュを引いた唇が開き、耳慣れぬ発音が流れ出す。

「ピアチェーレ」

　彼女はゆっくりと葉桜に向き直った。片手を胸に当て口の端を持ち上げる。

「ミキアーモ・──────、ドラゴーニ・テネンテ」

　葉桜はぱちぱちと目を瞬またたいた。ややあって鼻の両りよう脇わきにわずかな皺しわが寄る。彼女は固い表情で問い返した。

「ドラゴーニ……？　ポリッツィア・ミリターレ？　ミニストロ・デッラ・グエッラ？」

「シ」

　少女がうなずいた瞬しゆん間かん、葉桜の顔から血の気が引いたように思えた。状況がよく飲み込めないまま、学は二人の間で視線を彷さ徨まよわせた。

「おい、なんだ。なにを言ってるんだ？　一体」

　葉桜の口から喘あえぐような声が漏もれる。彼女は視線を少女に据すえたまま、乾いた声で答えた。

「……この人、憲けん兵ぺいよ」

「憲けん兵ぺい？」

「軍ぐん警けい察さつ、普通の警察じゃ対処できないような大規模犯罪、反体制運動を取り締まる人達。……なんでこんなところに。よっぽどのことがない限り、憲兵が〈十じゆう字じ架か〉の外に出てくるなんてないはずなのに──」

　大規模犯罪、反体制運動……？　予期せぬ単語に学まなぶは表情を強こわばらせた。凍こおりつく彼に、黒こく衣いの少女はすっとスカートを摘つまみ上あげてみせた。

「ご挨あい拶さつが遅れました。私、軍務省憲兵隊ドラゴーニ中ちゆう尉い、稻いな雀すずめと申します。高こう等とう法ほう院いんの依頼によりあなたの共きよう棲せい者しや──葉は桜ざくらの監かん察さつに参りました」

　以後お見知りおきを。

　そう言って優ゆう雅がに一礼する。

　学は言葉を返すこともできず、ただ呆ぼう然ぜんと彼女の頭を見下ろしていた。




　　　　＊




　考えが甘かったのかも知れない。

　ペットボトルのお茶をコップに注ぎながら、学は苦い思いを嚙かみしめていた。

　背後のテーブルには、向かい合うようにして葉桜と稻雀が座っている。平然とした様よう子すの稻雀と対照的に、葉桜は先さき程ほどから固かたい表情を崩さずにいた。居い心ごこ地ちの悪い沈黙がリビングを満たしている。口を開いた瞬しゆん間かん、何か最さい後ご通つう牒ちようのようなものを突きつけられるのではないか。そんな懸け念ねんが彼女の口をつぐませているようだった。

　評ひよう議ぎ員いん候こう補ほ資し格かくの剝はく奪だつ──、そこまでする必要があるのかと思う一方で、その程度で済みよかったとも学は考えていた。

　夢や目標こそ挫くじかれたかもしれないが、葉桜は引き続き自分の傍そばにいる。今までと同じ生活を営いとなむことができる。口には出せないが、この程度の処罰なら許容範囲とさえ思っていた。

　だが違ったのかもしれない。彼女に対する処分はまだ終わっていなかった。身内をラパーチェに殺された者達の怒り、恨うらみ、氏し族ぞく間かんの政治的な圧力、軋あつ轢れき、それら全すべてが今から葉桜に降りかかってくるのだとしたら。

　ぎゅっと下唇を嚙かみしめる。

　確かに、異常は判決の時からあった。監かん察さつという処分を葉桜は知らなかった。判決の内容、裁判途中のやりとり、評議員候補資格剝奪のパフォーマンス──全ての段取りが台本のように定められていたにもかかわらずだ。最後の最後で何か番狂わせがあった。〈夏エスターテ〉と〈秋アウトウンノ〉の手打ちにノイズが混じり、予期せぬファクターが混入した。

　それは──一体なんだ。

　学は両手にコップを持ったまま振り返った。稻雀の様よう子すをうかがいながら手前にコップを置く。彼女は「あ、どうも」と頭を下げた。だが口をつけることもなく、無言で葉は桜ざくらと向かい合っている。

　あれこれ考えてても……しょうがないか。

　心を決める。学まなぶは葉桜の横に腰を下ろした。

「あんたに聞きたいことがある」

　学の問いかけに、稻いな雀すずめはふっと目だけを彼に向けた。

「なんでしょう」

「俺が聞いていた話だと、今回の判決は葉桜の評ひよう議ぎ員いん候こう補ほ資し格かく剝はく奪だつ──それで終わりのはずだ。なんでいきなり監かん察さつなんて話になった？　わざわざ人を派は遣けんして、これ以上何を調べるつもりだよ」

　核心を突く。

　隣で葉桜がぎょっとしたように身を強こわばらせる。息詰まるような沈黙の中、だが稻雀はこくりと首を傾かしげた。

「さぁ？」

「さぁ？」

「背景とかはよく分かりません。私はただ葉桜の傍そばにいて行動を監かん視し・監かん督とくするよう命じられただけですから」

「よく……分からないって」

　絶句して学は目を瞬またたく。事情も目的も伝えず派は遣けんなんて、そんなことありえるのか？　呆ぼう然ぜんとする彼の前で、稻雀はコップを口に運んだ。

「疑われるのは当然ですが本当ですよ。まぁ私のような下したっ端ぱに裏の意い図とまで教えるつもりもないんでしょうね、上は。ですが──まぁ想像はできます」

「どういうことだ」

「〈夏エスターテ〉の葉は桜ざくら、あなたは危険人物だ」

　ずばりと言って、稻いな雀すずめは葉桜にコップの飲み口を向けた。

「現げん評ひよう議ぎ長ちよう唯ゆい一いつの血族、頭ず脳のう明めい晰せきにして周囲の信望も厚い。四よん・一いち八はち終結の功労者──南みなみ方かた大たい使しの子息と共きよう棲せい関かん係けいを持ち人間社会にも通じている。次期評議長の座に一番近い人物──それがあなたと言ってよいでしょう。だが、あなたはそのポジション、力に愚おろかなほど無自覚だ」

「む、無自覚？」

　稻雀はこくりとうなずいた。

「自分の行動が何をもたらすか、どんな影響があるのか、それを理解せず感情のままに突つっ走ぱしっている。ラパーチェの件もそうです。もしあなたが評議長の立場で同じ過あやまちを犯していたらどうなっていたと思います？　居きよ留りゆう区く警けい察さつ数十人の死傷だけではすまなかったもしれないのですよ」

「そ……それは。でも……」

「それだけじゃありません。去年の夏、梟ふくろうの会かい事件。あの時あなたは独自の判断で〈片かた腕うで〉を追跡、戦闘を行いましたね。結果的にうまくいったから良かったものの、もし同行した共きよう棲せい者しやに何かあったら、どう責任を取るつもりだったのですか？　日本政府との関係に重大な亀き裂れつを生み出す可能性もあったんですよ」

「………」

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　我慢しきれず学まなぶは声を上げた。

「あれは俺が頼んだんだ。俺が親おや父じと茉まつ莉り花かさんを助けたいから、そう言ってこいつを無む理り矢や理りついてこさせたんだ。葉は桜ざくらの問題じゃないだろ!?」

「そう、そういうところがまずいと言っているんです」

　稻いな雀すずめの声は機械音声のように淡々と響いた。

「共棲者が是ぜといえば是、否ひといえば否ひ。その行動に明らかな過あやまちがあっても疑いを挟はさむことがない。葉桜、もしあなたが一般のアポストリであればそれでも構いませんよ。だがあなたは現元げん首しゆの血族であり、やがて同どう胞ほうの頂点に上り詰める人だ。それがたった一人の人間に逆さからえず、アポストリ全すべてを間ま違ちがった方向に導くとしたら──」

「………」

　言葉を無くした彼らの前で、稻雀はどこからともなく手帳を取り出した。ぺらぺらとめくりながらペンの尻しりでこめかみを叩たたく。

「他にも詳しよう細さいは分かりませんが、あなた方、東京でかなり派手に何かやらかしたらしいですね。軍ぐん務む省しよう内ないではＡＡクラスの要注意人物になってますよ、葉桜。……ああ南みなみ方かたさん、あなたはＳです。ふぅん、その年でここまで注目されるとは。まったく末恐ろしいですね、お二人とも」

　稻雀は手帳を伏ふせた。

「もうお分かりでしょう、お偉えら方がたはあなたの影響力、そして独どく断だん専せん行こうを恐れている。評ひよう議ぎ員いん候こう補ほの資格を奪うばっただけでは安心できない。お目め付つけ役やくをつけて二度とあなたがおかしな真ま似ねをしないよう監かん視しする。そのための監かん察さつ処しよ分ぶんであり、私の派は遣けんということです」

　学は喘あえいだ。

　要注意人物──、葉桜が？　だとしたら、責任の大半は自分にある。〈片かた腕うで〉の時も東京での事件の時も葉桜は終始学の身を案じ危険から遠ざけようとしていた。それを無視し事件の渦か中ちゆうに飛び込んでいったのは自分だ。彼が暴走しなければ葉桜が責められることもなかった。そう思うと、苦にがいものがじわじわと胸にこみ上げてくる。

「──というのが、まぁ私の想像ですが」

　稻雀の声が一転明るくなった。ペンを手帳の上に置き、ぞんざいに椅い子すにもたれかかる。

「そんな深刻に考えることもないんじゃないですか？　あれほどの事件、そうそう何度も起こるものじゃないでしょう。あなた方は普段通り平和な生活を営いとなんでいればいい。もし事件が起きても、その時は警けい察さつなり軍なり適切な機関に連絡すればよいでしょう。そもそもあなた方のような子供が能動的に事件を解決しなければいけない、そんな状況が既すでにおかしいのです」

「それは……まぁ」

　学まなぶは口ごもる。稻いな雀すずめの理屈は正しい。彼も好んで厄やつ介かいごとに巻き込まれているわけではない。命の危険に晒さらされたからこそ日常の大切さが理解できる。周囲の人々が自分達を危険から遠ざけてくれるのであれば、それにこしたことはない。

　学の内心を見て取ったのか、稻雀は表情を弛ゆるめた。

「ね？　正直言うと私も〈十じゆう字じ架か〉から離れてまで、あくせく仕事したくないんですよ。お互い難しいこと考えず気楽に過ごしていけば万事解決、あなた方も私も平和に暮らしていける。互いの利益は一致していると思いませんか？」

　こくりとうなずきそうになる。その時、傍かたわらで固い声が上がった。

「それは──つまり、周囲で何かが起こっても見て見ぬふりをしろということですか」

　ぎょっとして視線を横に向ける。葉は桜ざくらが強い視線で稻雀を見み据すえていた。

「私だって独どく断だん専せん行こうがよいとは思いません。ですがラパーチェの件はともかく、それ以外の事件は私と学が動かない限りどうしようもないものでした。警察や軍の助けを得られる状況なら、確かに中ちゆう尉いの言うことも正論でしょう。ですが周囲に誰だれもいなかった時はどうするんですか？　法に拘こだわるあまり、目の前の問題を放置するのは本ほん末まつ転てん倒とうだと思います。少なくとも私は過去の事件で行った選択を後悔していません」

「お、おい葉桜」

　うろたえる学の前で稻雀が表情を消す。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた目がきゅっとすぼまった。

「では同じような状況になったら、あなたはやはり独断専行すると？　評ひよう議ぎ員いん候こう補ほではない一般人の身で、高こう等とう法ほう院いんの監かん察さつを受けているにもかかわらず？」

「おい。おい、もういいだろ」

　葉桜が口を開こうとした瞬しゆん間かん、学は強い口く調ちようで二人の会話を遮さえぎった。眉まゆ根ねを寄せ、睨にらみ合あう二人を見渡す。

「起きてもいないことを議論してもしょうがないだろ。とにかく、普通に俺達が暮らしている限りあんたの出番はない。そういうことだな？」

　稻雀は小さくうなずいた。学はため息をついて肩の力を抜いた。

「ＯＫ、状況は理解した。で？　具体的に俺達はどうしたらいいんだ。一日一回、その日の出来事を報告すればいいのか？」

「？　なんでそんな面倒なことを？」

「なんでって……、そうでもしなきゃ葉桜の様よう子すが分からないだろ。どうやって監察するつもりだよ」

「それはもちろん、二十四時間一いつ緒しよに行動するんです」

「ああ、なるほどね。二十四時間一緒に……って、なにぃ!?」

　驚きよう愕がくに眼めを剝むく学まなぶの前で、稻いな雀すずめは周囲を見渡した。

「いやぁ、広いお家で安心しました。いくら私でも殿との方がたと同室ってのは抵抗がありますからね。とりあえず空あいている部屋を一つ貸していただけますか。まぁ、葉は桜ざくらと相あい部べ屋やでも私はかまいませんが」

「ふ、ふざけるな！　そんなこと許せるわけないだろ！」

「なぜ？」

「なぜって……ここは俺の家だ。よそ者に入って来てほしくないのは当然だろ」

　断ち切るように言うと、稻雀は悩ましげな表情になった。小こ振ぶりな唇を結び「ふぅむ」と唸うなるような声を上げる。

「では、しょうがないですね。葉桜、荷物をまとめてください」

「は？」

　葉桜が目を瞬またたいた。稻雀はなんでもない口く調ちようで続けた。

「私の方で宿を確保します。そこに移動しましょう。私の目的はあなたと一緒にいることで、南みなみ方かたさんの家に滞在することではありませんから」

「な……、お、おいちょっと待てよ！」

　立ち上がりかけた稻雀を学は押おし止とどめた。「何か？」と振り返る彼女に、苛いら立だちにも似た感情がこみ上げてくる。彼はぎりっと奥歯を食いしばり黒こく衣いの少女を睨みつけた。

　こんな得え体たいの知れないアポストリを家に入れるのはぞっとしない。だが葉桜と引き離される焦りはその不快感を上回った。本来なら父親の了解を得るべきだろうが、彼は今東京だ。一昨日おとといから居きよ留りゆう区くを離れ、あと二日三日は帰ってきそうにない。

「分かったよ、とりあえずどっか適当な部屋をあてがってやる。それでいいだろ」

「結構」

　稻雀はふっと口元を歪ゆがめた。大きな瞳に探さぐるような色を認めて舌打ちする。こいつ俺の反応を試しやがったな。

「では、荷物を取ってきます。外に放ほうり出だしたままですので。誰だれかに盗とられてなければいいんですけど」

　言いながらワンピースの裾すそを翻ひるがえしリビングを出ていく。学はどかりと椅い子すに腰を下ろした。疲労がじわじわと身体からだを満たしていく。荒い息をつきながら学は髪に指を通した。とりあえず当座はこれで凌しのぐとして──、これからどうするべきだろう。まさかずっと家に置いておくわけにもいかない。なんとか監かん察さつの方法を考え直してもらえないか。

　ふっと頰ほおに強い視線を感じた。顔を向けると、葉桜が不ふ機き嫌げん極きわまりない表情でこちらを見ていた。唇をへの字に結び、白い頰をぷくりと膨ふくらませている。

　学まなぶは眉を持ち上げた。

「？　どうした……？」

「ずいぶん簡単に家に上げるんだ……」

「……は？」

「私の時はあんなに嫌いやがったのに、あんなに抵抗したのに。結局綺き麗れいな子なら誰だれでもいいってことなの？　そうよね、東京の時もそうだったし。学、そのへん結構見み境さかい無しだし」

「は……葉は桜ざくら？」

　ぽかんと口を開けて目をしばたたく。なんだ、何怒ってるんだ？　こいつ。

「おい、ちょっと待てよ。俺が好き好んであいつを家に上げると思ってるのか？　しょうがないだろ、そうでもしないとあいつがおまえを連れて行くって言うんだから」

「いいじゃない、別に牢ろう屋やに入れられるわけじゃないんだし。あっちの気が済むまでつきあってあげれば。それとも何？　私が外に出ると学は何か困ることがあるの？」

「何かって──そりゃあ」

　さらりと本音を出しそうになって、学は慌あわてて口をつぐんだ。

　おまえと離れたくないからだなど、口が裂さけても言えるわけがない。沈黙をどう受け取ったのか葉桜はぷいとそっぽを向いた。

「いいわよ、別に無理に言い訳考えなくても。どこでも好きな部屋に住ませてあげればいいでしょ。学の部屋でもいいんじゃない？」

「おい、おいちょっと待てよ、葉桜。待てったら！」

　立ち上がりかけた葉桜の腕を、学はつかんだ。葉桜は学の手を振りほどこうともがいた。

「ちょっと！　何よ、離してよ！」

「いいから人の話を聞けって！　なんで俺があいつと一いつ緒しよに住みたいなんて話になるんだ!?　俺だってあんな奴やつ、一刻も早く出てってほしいと思ってるさ！」

「じゃあそう言えばいいじゃない！　何よおどおどしちゃって。いつもの威い勢せいの良さはどうしたの？　相手が憲けん兵ぺいだからって怖おじ気けづいたの？」

「だからそれは……！」

　おまえの立場をこれ以上悪くしたくないから──。

　耐えきれずそう叫ぼうとした時だった。

　がちゃりと音をたてて扉とびらが開いた。廊下の闇やみに溶け込んで黒こく衣いの少女──稻いな雀すずめが立っていた。片手には巨大な旅りよ行こう鞄かばん、青白い顔に大きな目と唇だけが浮かび上がって見える。

　彼女は凍こおりつく学と葉桜を見回し、こくりと首を傾かしげた。

「どうかされました？」

「……なんでもないよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで言って視線を逸そらす。傍かたわらの葉桜も唇を結びそっぽを向いていた。

　稻いな雀すずめはさして気にした様よう子すもなく「そうですか」と、鞄かばんを扉とびらの脇わきに置いた。

「ところで一つ、お願いがあるのですが」

「……なんだよ、まだ何かあるのか」

　露ろ骨こつに迷惑そうな口く調ちようで言うと、稻雀は「いやぁ」と頭を搔かいた。

「さっき言いましたよね、出先から直接こっちに来たって。で、実は私、日用品の類たぐいを全まつたくもってきてないんですよ」

「………？　そのでっかい鞄には入ってないのか？」

「これは……まぁ別の物でして」

　微妙な言い回しで言葉を濁にごす。学まなぶは眉をひそめながら、「それで？」と続きを促うながした。稻雀は申し訳なさそうに言った。

「大変申し訳ないんですが、私、最近の居きよ留りゆう区くにはあまり明るくなくて。どこか最も寄よりの商店まで案内してもらえませんか？」

「あぁ……？」

　学は呆あつ気けに取られた。一体どこまであつかましいのだろう、このアポストリは。一いつ瞬しゆん断ことわろうと思いかけて葉は桜ざくらとのやりとりを思い出す。どうせこのまま二人で家にいても気まずくなるだけだ。なら少しそっとしておいた方がよいのかもしれない。稻雀を連れて外に出れば、葉桜の頭も冷えるだろう。

（だいたい……こいつときたら人が心配してるのに、その気も知らないで）

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せ毒づいた後、稻雀に向き直る。

「分かったよ、金はあるんだろうな。流石さすがにそこまで面倒みきれないぞ」

「ご心配なく、こちらの通貨は持参していますので」

　言いながら黒一色のクレジットカードをかざす。学はこくりとうなずき、ソファーに置いたコートを取り上げた。ポケットに鍵かぎと財布が入っていることを確認しリビングを出ようとする。だが、稻雀は彼に続くことなく室内に視線を向けていた。

「おい……？」

　怪け訝げんな声で問いかける学を無視して、稻雀はつっと顎あごを持ち上げた。

「何してるんです？　葉桜、出かけますよ」

「え……？　わ、私も？」

「おい、そいつを連れて行く必要なんてないだろ、案内なら俺一人でも──」

「監かん察さつ業ぎよう務むですよ」

　狼ろう狽ばいする彼らに稻雀はさらりと言ってのける。

「二十四時間一いつ緒しよにいるって言ったでしょう？　葉桜のいるところには私も赴おもむく、私が行くところには葉桜もついてきてもらう。あなたに課された処分はそういうことです」

「そ、そんな無む茶ちや苦く茶ちやな！」

　悲鳴のような声を上げる葉は桜ざくらに、だが稻いな雀すずめは涼しい表情を崩さなかった。ソファーに置かれたハンドバッグを取り上げ葉桜に押しつける。躊躇ためらう彼女に稻雀は頰ほおを弛ゆるめた。

「まぁ、そんな難しい顔せず。殿との方がたと一いつ緒しよには買いづらい物もありますし。ここは同どう胞ほうのよしみでつきあっていただけませんか」

　ね？　と気安げに言って稻雀は目を細めた。




　居きよ留りゆう区くの商業地は大きく分けて三つある。

　一つは琵び琶わ湖こ畔はん、大型スーパーを中心とした複合商業施設。

　もう一つは彦ひこ根ね城じようの壕ほり端ばた、芹せり川かわ方面に向かって続く小こ洒落じやれた商店街。

　そして最後が居留区駅前にある、昔ながらの商業地帯だった。

　品しな揃ぞろえでいけば湖畔のショッピングモールが一番だろう。だが学まなぶの家からは若じやつ干かん距離がある。自転車か、彦根港行きのバスを使わないと厳しい距離だった。

　迷った末、駅前へ出かけることにした。小規模な店てん舗ぽが多い分品揃えに不安はあるが、日用品程度なら大丈夫だろう。そもそも稻雀のように目立つアポストリを連れてバスに乗りたくなかった。

　三月の彦根はまだまだ肌寒い。

　日差しこそ春の陽気が感じられるものの、頰を刺す風は冷たく防寒具無しでは外を出歩けない。周囲を行ゆき交かう人々は例外なく厚着で、稻雀の過か剰じよう装そう飾しよく気ぎ味みな服装も思った程ほど目立っていなかった。

　学と葉桜、それに稻雀は無言のまま昼下がりの町を歩いていった。

「で？　何から買うんだよ」

　沈黙の気まずさに耐えきれず学は訊たずねた。

　家を出て以来、葉桜は不ふ穏おんな空気を醸かもし続けている。すっかりへそを曲げてしまった様よう子すだった。朝からのゴタゴタを思えば分からないでもないが、反面不ふ機き嫌げんになったところでどうしようもないだろうと思う。

　葉桜の立ち位置、去年からの活動を考えれば目をつけられるのも当然だろう。今は息を潜ひそめ、周囲の動静を見み極きわめる時期だ。我慢していれば名誉を回復できる時も来る。そのためには可能な限り新しい敵を作るべきでなかった。

　そんな学の思いを知ってか知らずか、稻雀はとぼけた表情で「そうですねぇ」と言った。

「あれなんか、どうでしょう」

　彼女が指したのは真新しい店構えの洋菓子店だった。曇くもり一つ無いショーウィンドウに新装オープンのビラが貼りつけられている。学は「は？」と訊ね返した。

「あれはケーキ屋だろ」

「ですねぇ」

「日用品買いに来たんじゃないのか？」

「甘味は女の生活必需品ですよ」

　言いながら、つかつかと横断歩道を渡っていく。学まなぶと葉は桜ざくらは一いつ瞬しゆん顔を見合わせ慌あわてて彼女の後を追った。

　店内は甘い空気に満ちていた。

　白く清潔感のある壁、木目の美しい丸テーブルや椅い子す。三段のショーケースには赤や琥こ珀はく色いろ、色とりどりのケーキが並べられている。

「南みなみ方かたさんは、どんなのがお好きですか？」

　慣れない空気に気き後おくれしていると横から声をかけられた。視線を向けると、すぐ傍そばに稻いな雀すずめが立っていた。銀ぎん髪ぱつと透すけるように白い肌、フリルとレースで彩いろどられた服装はアンティークドールのようで、周囲の華やかな雰ふん囲い気きとよく調和している。

「苺いちごのタルトにバナナショート、エクレアにミルフィーユ、私はなんだって好きですけどね。敢あえて言うならチーズムースでしょうか。苺やローズヒップのジャムを入れたりしてね、おいしいんですよ、あれ」

「………」

「それとも和菓子派ですか？　あれも意外に〈十じゆう字じ架か〉で人気が高くてですね。たまに外出した連中が買ってくると奪うばい合あいになるんですよ。ウグイスモチとか、ハナビラモチとかね。あの食文化は素す晴ばらしいと思います。ああいうものを作り出したというだけで私はあなた方人間を尊敬したくなりますよ。あとは──」

「いい加か減げんにしろ」

　固い声で言って学は稻雀の台詞せりふを遮さえぎった。眉み間けんに皺しわを刻み彼女を睨にらみつける。

「なんのつもりだ一体。あんたが買い物をしたいって言うからつき合ってるんだぞ。それを、こんな遊びみたいな──」

「お気に召しませんか？」

「当たり前だろ！　俺も葉桜も疲れてるんだ、あんたのおふざけにつき合ってる暇ひまはないんだよ。なぁ葉桜？」

　同意を求めようと振り向き、彼は目をしばたたいた。さっきまで後ろにいた葉桜の姿がない。慌あわてて視線を巡めぐらせると、店の奥にブロンドの輝きが見えた。

　葉桜がショーケースに張りついている。両手をガラスに押しつけ、かぶりつくようにして中を覗のぞき込こんでいた。視線の先には巨大なホールケーキが並べられている。紅くれないの双そう眸ぼうにはきらきらと星のような光が灯り、白い頰ほおは林りん檎ごのように紅こう潮ちようしていた。

　彼はぽかんと口を開けた。

「は……葉桜？」

「家にいるだけじゃ、二人とも気が滅め入いってしまいますよ」

　啞あ然ぜんとする彼の耳元で稻いな雀すずめが囁ささやいた。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた目が柔和に細められる。

「彼女のことを気き遣づかうのは結構ですが、気を遣うあまり腫はれ物ものに触るような扱あつかいになるのは感心できませんね。こういう時は多少強引にでも連れ出して、気分転換させた方がよいんですよ」

「……あんた、最初からそのつもりで？」

　自分と葉は桜ざくらが険けん悪あくに見えたから、だから日用品の買い出しと偽いつわって連れ出したのか。声を無くす学まなぶの前で、稻雀は「さぁて」と肩をすくめた。

「さっきも言いましたが、私は葉桜の傍そばにいろと言われただけで、上の意い図となんてどうでもいいんです。どうせあなた方と離れられないのなら雰ふん囲い気きよく一いつ緒しよにいられた方がいいでしょう？　ま、そういうことです」

「………」

「それに、日用品を買わなきゃいけないのは本当ですよ。今の私は着替えもないですからね、この服を洗ったら他に着る物がないんです。このままだと私、南みなみ方かたさんの服をお借りしないといけなくなっちゃいます」

　ぶっと吹き出して学は彼女を睨みつけた。

「な！　なんで俺の服なんだよ。葉桜の借りればいいだろ、あいつのを！」

「んー、残念ながらちょっと彼女のだと余りそうなんですよねぇ」

「余る？　何がだ」

「……いえ、まぁこっちの話です」

　そう言いながら稻雀は寂さびしそうに胸元の生地を弄いじくっている。なんだというのだろう、学は口元を歪ゆがめた。

「だいたい、なんでそんな妙みような格かつ好こうしてるんだよ、あんた。憲けん兵ぺいなら制服とかあるだろ」

「ああ、まぁ確かに制服はありますね」

「じゃあ」

「これは変装ですよ」

「へ……変装？」

　予期せぬ言葉に学は思わず訊たずね返かえした。稻雀は真ま面じ目めくさった顔でうなずいた。

「市民生活に溶け込むためのテクニックです。こうしてあなた方の風俗に合わせることで、活動しやすくなるという──」

「いや、すまん。わけが分からない」

　軽い頭痛を覚えて学は片手を上げた。

「つまりなんだ？　〈十じゆう字じ架か〉じゃ、その格好が人間社会のノーマルだって教えてるのか？」

「いえ」

「じゃあ、どこでそんな話吹き込まれたんだ」

「私の共きよう棲せい者しやです」

「………」

　稻いな雀すずめは記憶を探さぐるように目を閉じて、胸に片手を当てた。

「たまに慌あわてた様よう子すで帰ってくると、私に買ってきた服を差し出すんです。荒い息をつきながら早く着ろ早く着ろって。で、私がそれを着ると『ソソル』とか『タマンネ』と言うんです。この言葉だけは今でも意味がよく分からないんですが」

「知らなくていいよ……」

　げっそりした表情で学まなぶは肩を落とした。ひどい共きよう棲せい者しやもいたものだ。

「でも、あんた共棲の経験あるんだな。てっきり〈十じゆう字じ架か〉を出たのは今回が始めてかと思ったけど」

　発音がたどたどしいのと地理に暗いことから、そうだとばかり思いこんでいた。稻雀は苦笑しつつ「昔のことですよ」と言った。

「もう十年以上前に少しだけです。期間にして半年もなかったんじゃないですかね」

「？　なんでそんな短かったんだ？」

「……それは──」

「ちょっと、学！　これ見て！　すごいわよ！」

　背後で華はなやいだ声が上がった。

　振り向くと葉は桜ざくらがショーケースの一つ──一ひと際きわ大きく煌きらびやかなガラスケースを指さしていた。中にウェハースとチョコレートで作られたお菓子の家が見える。葉は桜ざくらは両の目をいっぱいに見開き、小鼻をひくつかせていた。
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　その顔に先さき程ほどまでの不ふ機き嫌げんさはない。なんて単純なと思いながら、彼女の笑顔を見るだけでどこか安あん堵どしている自分がいる。

「行ってあげては？」

　耳元で稻いな雀すずめが囁ささやいた。

「あのチョコレートハウスは無理でも何か一つくらい買ってあげるといいでしょう。そして、その後はさりげなく雑貨屋か小物店にでも連れて行けばいい。まぁ私は遠くで見てますから、お二人で楽しまれるといいでしょう」

「な、なんで二人なんだよ。あんた葉桜についてなきゃいけないんだろ」

「所在さえ分かれば、あとは別にどうでもいいです」

「……適当だな」

「大人おとなの知恵ですよ」

　さらりと受け流して稻雀は身を退ひいた。そのまま素そ知しらぬ様よう子すで店内を眺ながめ始はじめる。

　学まなぶはため息をつき葉桜に視線を向けた。

　確かに──自分も葉桜もここのところ気を張り詰めていたのは確かだ。たまにはこんな息抜きも良いのかも知れない。

　しかしケーキを買ってやると言っても、どう切り出せばいいものか。『何かよさそうなのあるか？』……違うな『おまえどんなケーキが好きだっけ』。ううん、どっちも何か唐とう突とつでわざとらしい気がする。

　ええいと覚かく悟ごを決めて歩きだす。いっそ単たん刀とう直ちよく入にゆうに『何か買ってやるぞ』と言うか。そう思いながら葉桜に歩み寄ろうとした時だった。

　甲かん高だかい電子音が背後で響き渡った。

　周囲の客が振り返る。つられて視線を向けると、稻雀が懐ふところから携帯を取り出すところだった。彼女は「失礼」と会え釈しやくしスピーカー部分を耳にあてた。

　暗色の唇から例の耳慣れぬ発音が流れ出す。彼女は電話向こうの相手と小声で会話していたが、不ふ意いにその目がすぼまった。

「了解」と固い声で言って電話を切る。その様子に異様なものを感じて学は眉をひそめた。

「どうした？」

　学の呼びかけに稻雀は顔を上げた。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳が真っ直ぐに彼を見み据すえた。

「申し訳ありませんが買い物は一いつ旦たん中断です。家に戻もどりましょう」

　学は耳を疑った。

「な、なんでだよ、いきなり」

　聞き間ま違ちがいかと思う。だが稻雀は固い表情を崩さなかった。

「上から居きよ留りゆう区く要よう人じんの安否を確認するよう指示が出ました。別命あるまで安全なところで待機せよとのことです。葉は桜ざくらと──南みなみ方かたさん、大たい使しの息子であるあなたも対象です」

　安否確認……？　学まなぶは一いつ瞬しゆん絶句し、顔の筋肉を強こわばらせた。

「何があったんだ？」

　ただならぬ雰ふん囲い気きに気づいたのか葉桜がこちらに近づいてくる。

　稻いな雀すずめはちらりと彼女を一いち瞥べつし、学に向き直った。押し黙る彼に感情の消えた顔で告つげる。

「アポストリが日本政府の議員を殺害しました」







　第二話








午後三時十五分

霞かすみヶが関せき　外がい務む省しよう本ほん省しよう庁ちよう舎しや






　壁面のテレビは先さき程ほどから同じ映像を繰り返していた。

　いつも通りの賑にぎわいを見せる有ゆう楽らく町ちよう駅前広場、そこにつんざくような悲鳴が上がる。人ひと垣がきの合あい間まから見える首無しの男性、いや違う。首がないのではなく真横に折れ曲がっているのだ。そう気づいた瞬しゆん間かん、男が崩れ落ちカメラの視界から消える。慌あわてたように動くレンズが捉とらえたのは男でなく、傍かたわらに立ち尽くす少女だった。

　濃のう紺こんのダッフルコートに赤のマフラー、背中に流れ落ちる長い黒髪。駆け寄ってきたスタッフを少女は紙くずのようになぎ払う。続けて警官の怒ど声せい、発はつ砲ぽう。逃げまどう人々の向こうにちろりと真しん紅くの光が煌きらめいた。ほつれた前髪の奥、少女の右目に灯る炎のような輝き。

「これは一体どういうことだ！」

　怒声が室内に響き渡る。

　長テーブルの向こうで初老の男が顔を歪ゆがめていた。健康的に日焼けした肌、艶つやのある黒髪。西洋人のように高く隆起した鼻び梁りよう。今年で六十才を超えるはずだが、外見だけ見れば四十代と言っても遜そん色しよくない。良く言えば精力的、悪く言えばひどく暑苦しい印象を受ける。この建物の主、外務大臣だった。

　彼は拳こぶしを卓上に叩たたきつけ、テーブルのこちら側を睨ねめ回まわした。

「アポストリどもは全員居きよ留りゆう区くに閉じこめてある。公用で出た連中は全すべて居場所を把は握あく済ずみ、そういう話だったな？」

「仰おつしやるとおりです」

　南みなみ方かた恵けい吾ごは低い声で答えた。傍かたわらには事務次官の相あい川かわが難しい顔で座っている。先さき程ほどから腕組みしたまま一言も発していない。大臣は白い歯を剝むき出だしにし、眼光を強めた。

「だったらこれはなんだ。白昼堂々東とう京きようのどまんなかを出歩かれた挙あげ句く、現役議員が撲なぐり殺ころされたんだぞ。おまけに犯人は逃亡、事件の映像は早々にマスコミが流し始めている。一体どう収しゆう拾しゆうをつけるつもりなんだ？　君らは」

「既すでに警けい察さつと公こう安あんには連絡し緊きん急きゆう配はい備びをかけています。マスコミには報道規制を、また〈十じゆう字じ架か〉評ひよう議ぎ会かいには該がい当とうするアポストリの照しよう会かいを依頼しています」

　恵吾の答えに大臣は鼻を鳴らした。

「〈十字架〉への照会。それは君、盗ぬすつ人とにアリバイを尋たずねるようなもんじゃないのかね」

「どういう意味でしょう」

「この件が連中の計画的な行動でないかと言ってるんだ」

　大臣は背もたれに身体からだを預け、ぞんざいに足を組んだ。

「殺害された議員は反アポストリ派の中核的存在だ。疎うとましく思った〈十字架〉の連中が人を派は遣けんして殺させた。そういうことじゃないのか」

「本気で仰ってるんですか」

　恵吾は内心の呆あきれを押し殺して訊たずねた。

「仮にそうだとして、なぜあれほど人通りの多い場所を選ぶ必要があるんですか。彼女達の力なら夜や半はんに人目を避け議員を暗殺することもできたはずです。わざわざ目立つ方法を取る理由がありません」

「連中の思考回路が人間と同じとは限らんだろう。見せしめの効果を狙ねらったのかもしれん」

「ありえません」

　恵吾は強い口く調ちようで言い切った。眉み間けんに皺しわを刻み大臣を見み据すえる。

「彼女達はそれほど短たん絡らく的てきでありません。短期的な示し威い効こう果かのために日本の世論全体を敵に回すような真ま似ねはしないはずです」

「……いやに連中の肩をもつじゃないか、大たい使し」

　冷笑を口元に貼りつけながら大臣が言った。奥おく二ぶた重えの目が冷たい光を孕はらむ。

「居きよ留りゆう区くに長なが居いしすぎて、自分がどこの国の人間か忘れてしまったんじゃないか？　噂うわさになってるぞ。南みなみ方かた大たい使しは血吸いどもに入れ込むあまり、霞かすみヶが関せきでなく〈十じゆう字じ架か〉の利益を第一に考えてるんじゃないかとな」

「大臣」

　固い声で遮さえぎったのは相あい川かわだった。彼は普段の仏ぶつ頂ちよう面づらを一層険けわしくして大臣を見み据すえていた。

　大臣は鼻はな白じろんだように口元を歪ゆがめ、視線を逸そらした。こめかみに指を当て小さなため息をつく。

「とにかく、アポストリ達には強い姿勢で臨みたまえ。三時間……いや二時間以内に犯人の情報が出なければ制せい裁さい措そ置ちの発動も検討する。連中に甘い顔を見せるな。いいな」

「大臣、それは」

　身をのりだしかけた恵けい吾ごを、大臣は片手を上げて押おし止とどめた。身体からだを斜しやに構えたまま手元の書類に視線を落とす。

「話は終わりだ。さがりたまえ」

「ですが」

「恵吾」

　耳元で低い囁ささやき声ごえが響いた。視線を向けると、相川が顎あごをしゃくって外に出るよう促うながしていた。

　恵吾は唇を引き結び席を立った。扉とびらに向かって歩きながら一度だけ背後を振り返る。大臣は嫌けん悪おと焦しよう燥そうがないまぜになった表情をしていた。

　まるで自宅の害虫駆く除じよを命じ終えた家主のようだ、そう恵吾は思った。




「すまんな、恵吾」

　省しよう庁ちよう舎しや一階の廊下を歩きながら相川が言った。事件の影響か、周囲の空気は騒然としている。扉の前を通り過ぎる度たび、激しい電話のやりとりや指示出しが漏もれ聞こえてきた。

「ああなると聞く耳をもたんからな、あの人は。無駄な説得に時間をかけるくらいなら早めに手を打ち始めた方がいいと思ったんだ」

「わかってます」

　自分が不ふ機き嫌げん極きわまりない表情をしていると自覚しながら、恵吾は答えた。

「一国の外交トップが自国の同盟相手に対して、ああも無知なことに絶望しているだけです」

「それが政党内閣の宿しゆく痾あってもんだろう」

　相川の声はどこまでも皮肉げだった。

「選挙で勝つために必要なのは専門知識じゃない、金と人脈だ。多分、彼はアポストリに自治権があることもきちんと理解してないんだろう。檻おりの中に猛もう獣じゆうを閉じこめてる、それくらいの認識でいるのかもしれん」

　恵けい吾ごは天井を仰あおいだ。

「絶望的な気分になってきます」

「そう言うな、向こうも多分同じ気持ちだ。なぜ外務省ここの連中は自分の任期中に、アポストリ達に面めん倒どうをおこさせるのかってな。今頃官僚制の害悪について思いをめぐらしてるかもしれん」

「コインの裏表ですね」

「まぁ、そういうことだ」

　肩をすくめて相あい川かわは表情を引き締めた。周囲に視線を走らせ声を潜ひそめる。

「──それで？　今回の件、どう思う」

「謀ぼう略りやくでしょう」

　恵吾は即答した。相川の眉がぴくりと動く。

「なぜそう言い切れる」

「アポストリ側に事件を起こすメリットがありません。例の議員はマスコミの露出こそ多いものの有力な派は閥ばつを持っているわけではありませんでした。彼がいくら声を上げても、それだけで協定改正の票は集まらない。メディアでの取り上げ方にしてもどちらかと言えば際きわ物もの的てきな扱あつかいで、それによって世論が反アポストリに傾かたむいた事実はありません」

「だが、いつの時代も考え無しの跳はねっ返かえりはいるぞ」

　暗あんに、アポストリ内の急進派が独走したことを示し唆さされる。だが恵吾はゆっくりと首を振った。

「だとしたら、もっと効果的な手段を取ると思いませんか。夏の事件──梟ふくろうの会かいの件を思い出してください。あれは大陸の連中が絡からんでいたこともありますが、反物質を使って大おお阪さかの駅前を吹き飛ばすところまでやったんです。今回の件はどうですか？　あれだけの危険を冒おかしてたかだか一人や二人の人間を殺しただけ。割に合わないと思いませんか」

「………」

「それに」と恵吾は言葉を継ついだ。先さき程ほどのニュース映像を思い浮かべながら口を開く。

「どうも──できすぎてると思うんです」

「できすぎ？」

　恵吾はうなずいた。

「さっきの映像。たまたまビデオカメラを持っていた民間人による撮影──という話でしたが素しろ人うとが撮とったにしてはいやに構図や画質がしっかりしてると思いませんか。しかも事件発生からほとんど間をおかずテレビ局に持ち込まれ、公こう安あんの報道規制もすり抜けている」

「何が言いたい、恵吾」

　相川の声は固かった。結論に気づいているが認めたくないという雰ふん囲い気きだった。恵吾はきゅっと目をすぼめた。

「この件は単一の犯罪者の仕し業わざじゃない。マスコミや公安、それ以外の勢力が組織的に仕組んだものじゃないかと言ってるんです」

　沈黙が訪れる。

　相あい川かわは「誰だれが」、「なんのために」とは聞き返さなかった。ただ哲学者のような風ふう貌ぼうを歪ゆがめて正面を睨にらみつけている。

　ややあって彼は絞しぼり出だすように言った。

「だが、あれはどう見てもアポストリだぞ。おまえが考えてるような勢力が陰いん謀ぼうを仕組んだとして、それに乗るアポストリがいると思うか」

「そこは……、確かに妙みようだと思います」

　〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくが如い何かにタカ派と言っても、これほどあからさまな敵対行為を仕し掛かけてくるとは考えづらい。かと言って〈片かた腕うで〉のようなはぐれアポストリが他にいるとも考えづらかった。

　無言で歩いていくうち裏手の駐車場にたどりついていた。入り口の前に黒塗りの公用車が止まっている。恵けい吾ごの姿を認めた運転手が後部座席の扉とびらを開けた。

　恵吾は歩みを止め相川に向き直った。

「とりあえず公こう安あんの上に状況を確認してみます。並へい行こうして茉まつ莉り花かから情報を集めますので、相川さんはなんとか大臣を抑おさえてもらえますか」

「長くは無理だぞ」

「今日きよう一日抑えてもらえればなんとかします」

「言ったな」

　相川はにやりと笑い、恵吾の胸を小こ突づいた。

「まかせておけ、いざとなったら力ずくで黙らせてやる。前から一度ぶん殴なぐってやりたいと思ったんだ、あの親おや父じ」

　恵吾は口元に微笑を浮かべ相川に背を向けた。後部座席に乗り込み小さく会え釈しやくする。

　車が動き出す。相川は車が駐車場を出るまでこちらを見送っていた。




　一体、何回こんなことを繰り返せばいいのだろう。

　座席に身体からだを沈めながら、恵吾は憂ゆう鬱うつな思いを嚙かみしめていた。

　四よん・一いち八はちから二十年。彼と相川、それに茉莉花は無数の危機に対たい処しよしてきた。紛争を煽あおろうとする力に対しある時は正せい攻こう法ほうで、またある時は非合法寸前の手段で。ほつれかけた布を繕つくろうように、縫ぬい目めを直し、生地を継つぎ当あて、人間とアポストリの関係を取り持ってきた。だがそれでもまだこの国は彼女達の存在を受け入れられずにいる。

　無理なのではないか──。

　何年もの間押し殺してきた思いがふっと浮かび上がる。

　異なる種族が分かり合うなど出来はしない。今は自分達が無む理り矢や理り繫つなぎ合わせているものの、せき止める物がなくなれば、今度こそお互いの存在を消し去るまで争い続けるのではないか。

（……いかんな）

　恵けい吾ごは首を振った。

　疲労のためか弱気になっている。こんな問もん答どうは無意味だ。未来のことが誰だれにも分からない以上、自分達は最善を信じてあがき続けるしかない。そんなことは今いま更さら思い返すまでもなく分かりきったことだ。だが一度浮かび上がった不安は、弱まることなく彼の神経を苛さいなんでいった。

　すっと、陽光が彼の瞳を刺した。

　まぶしさに目を細め窓の外を見る。無ぶ骨こつな官庁街の向こうに広い空が見えた。陽の光を浴びて、皇居の緑や街路樹がまばゆく輝いている。霞かすみヶが関せきという土と地ち柄がらか休日の都心にもかかわらず人通りは少ない。町は時の流れから忘れ去られたようにひっそりと静まりかえっていた。

　不ふ意いに強烈な既き視し感かんが恵吾を襲おそった。これと同じ景色を彼は見たことがある。いつだったろう、遠い昔。まだ自分が駆け出しの外交官だった頃。

『恵吾』

　彼女はそう言って彼の顔を覗のぞき込こんだ。今日きようと同じ抜けるような青空の下、和平工作に臨のぞむ車の中で。

『あなたが緊張しててもしょうがないでしょ、主役は私。あなたはどーんと構えててくれればいいの』

　君がなぜそうも楽観的にしていられるのか分からない──、そう返した気がする。当時の日本人はアポストリをただの害がい獣じゆうだと思っていた。〈十じゆう字じ架か〉の砲ほう撃げきで故郷を焼き尽くされ復ふく讐しゆうの念に燃えている者も多い。そんな状況の中、敵地にたった一人で赴おもむくのだ。生きて帰れる保証はない。不安と恐怖に押おし潰つぶされてもおかしくなかった。

　だが彼女──〈秋アウトウンノ〉の鶺せき鴒れいは屈くつ託たくのない笑えみを崩さなかった。

『私は大丈夫、だって恵吾、あなたが傍そばにいてくれるんでしょ？　何が起きても、ずっと』

　───。

　ああと思った。

　なぜ忘れていたのだろう。自分が何のために戦ってきたのか、前に進んできたのか。

　全すべては彼女の願い、意思を継つぐため。彼女が愛し慈いつくしんだ世界を、二つの種族を守るため。

（埒らちも無い）

　恵吾は苦笑した。いつの間にか不安は収まっていた。鶺鴒がこの世界での生を終えて五年、だが彼女と過ごした記憶は今でも彼を励ましてくれる。いい加か減げん独ひとり立だちしなければと思った。残された自分がこんな調子では彼女もおちおち寝ていられまい。

「どうかされましたか」

　彼の表情の変化に気づいたのか、顔見知りの運転手がバックミラー越しに声をかけてきた。「いや」とごまかして目を閉じる。

　昔のことを思い出したせいか、ひどく感傷的になっている気がした。今から困難な交渉に臨むというのに、こんな腑ふ抜ぬけた状態では話にならない。眉み間けんを揉もみ、顔の筋肉を引き締めた時だった。

「………？　おかしいな」

　運転手が怪け訝げんな声を上げた。恵けい吾ごは顔を上げ「どうした」と問いかけた。

「いえ……信号は赤のはずなのに」

　誘われるように左手を見る。車は国会前の十字路を右折しようとしていた。その左側、信号待ちの車列から一台のトラックがゆるゆると進み出してくる。白と青、二色で彩いろどられた長大な車体。危険物運搬用と思おぼしきタンクローリーだった。それは周囲のクラクションを振り切るように交差点へ進入すると、真っ直ぐにこちらを目指してきた。

「な……!?」

　運転手が慌あわててアクセルを踏み込みハンドルを切ろうとする。だが間に合わない。前後を右折待ちの車が塞ふさいでいることも禍わざわいした。トラックは猛もう然ぜんと速度を上げると、側面から恵吾の車に突っ込んできた。

　ガラスが砕くだけ散ちりドアの内装が引ひき裂さかれる。全すべてがスローモーに動く中、最後に恵吾が見たのは眼前に迫る巨大な銀色のフロントグリルだった。




　一ひと塊かたまりになった車とトレーラーは瞬またたく間もなく炎に包まれた。

　タンクの中身はガソリンだったのか、炎は爆ばく発はつを繰り返しながらグロテスクに成長していった。

　黒煙が空を覆おおい、大気を灰色に染め上げる。誰だれも近づけなかった。全てが静止した交差点の中、ただ空気の爆はぜる鈍い音だけが間かん断だんなく響き続けていた。




　　　　＊




　甲かん高だかいベルの音がリビングに響き渡った。

　学まなぶはちらと視線を走らせ、席を立った。ソファーの上では葉は桜ざくらが食い入るようにテレビを見つめている。画面下には大きく『アポストリが現役議員を殺害？』のテロップ。ニュースキャスターの興奮した声をＢＧＭに、凶きよう行こうの瞬しゆん間かんが何度も繰り返されている。

　窓まど辺べには稻いな雀すずめが彫像のように立ち尽くしていた。家に帰って以来、ほとんど言葉を発することなく外の様よう子すをうかがっている。「状況が分かるまで家で待機、誰か訪ねてきてもけして出ないでください」そう何度となく念を押されたため、電話に出るのも止められるかと思った。だが、彼女は学の動きを気にした様子もなくたたずんでいる。ややあって彼はテーブルを離れ、入り口脇わきの電話機にたどりついた。

「はい、南みなみ方かたです」

『学まなぶ君か』

　電話口から野の太ぶとい男の声が漏もれ出だしてきた。聞き覚えのある声こわ音ね、だがすぐには誰だれのものか思い出せない。

「そうですけど」

『俺だ、お父とうさんの同どう僚りようの相あい川かわだ。分かるか』

　わずかに逡しゆん巡じゆんした後、脳のう裏りに哲学者風の男が思い浮かぶ。癖くせのある髪をぞんざいに撫なでつけた長身の男性。昔、まだ子供の頃に遊んでもらった覚えがある。学は「ああ」と気の抜けた声を上げた。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます。どうしたんですか、親おや父じなら多分そっち──東とう京きようだと思いますけど」

『分かってる、さっきまで一いつ緒しよにいた』

　相川は苛いら立だちを声に滲にじませた。学は首を傾かしげる。なら一体なんの用だと言うのだろう。ここ数年学は相川と話したこともない。昼ひる日ひ中なかから世間話に興じる間あいだ柄がらでもないはずだった。

『学君、落ち着いて聞いてくれ。いいか』

「はい……」

　相川は喘あえぐような吐と息いきを漏もらし、苦悩と迷いを沈黙に滲にじませた後、言った。




『恵けい吾ごが死んだ』




　………。

「……え？」

　耳元で響いた声は自分のものだった。

　意識が空白化している。自分が何を言われたのかも分からなかった。恵吾──親父が……なんだって？

　だが相川は言葉を続けようとしない。沈黙が続く内、言葉の意味がじわじわと脳のう裏りにしみこんでくる。死んだ、死んだ、死んだ、死んだ。

「冗談でしょ」

　笑いを含んだ声が口から漏れる。面おも白しろがっているわけではない、本当に冗談なら怒ってもよいくらいだ。事実、顔も手も、体中の筋肉が凍いてついたように強こわばっている。だが口元だけは何かに抗あらがうかのごとく笑えみを浮かべ続けていた。

『すまんが本当だ。さっき、奴やつの乗っている車がタンクローリーと衝しよう突とつした』

　相川の言葉は、学の中に残っている希望を打うち砕くだいた。ぐらりと足あし下もとが揺ゆらぐ。気がつけば背中を壁に押しつけていた。

「学……？」

　異常に気づいたのか、葉は桜ざくらが怪け訝げんな顔でこちらを見ている。稻いな雀すずめも固い表情で学を振り返っていた。

『火災がひどくてな、さっきようやく火を消し止めて現場を確認できたんだ。残念だが、車の中身は何一つ原型をとどめてない。こっちも必死で奴やつを探さがしてみたんだが……見つかったのは運転手の遺品だけだ』

「………」

『久しぶりの電話がこんな内容ですまん。とにかく、マスコミが興味本位に取材をかけてくるかもしれんが全部無視しろ。何かあれば俺か、そっちの大たい使し館かんを頼れ。本当ならすぐ東とう京きように来てもらいたいがこっちもバタバタでな。混乱が収まるまで相手できそうにない』

　一気に言い切った瞬しゆん間かん、電話向こうで相あい川かわの名を呼ぶ声が聞こえた。相川は受話器から口を離し、『今行く！』と叫んだ。

『なんと言っていいか分からんが、とにかく気を強く持て。自や棄けを起こすんじゃないぞ、いいな』

　はいと答える間もなく電話は切れた。

　学まなぶはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。ややあって手に持った受話器に気づく。ゆっくりと電話機に戻もどし視線を落とす。相川の言葉が何度も脳のう裏りに木こ霊だまする。父ちち親おやが死んだ、死んだ、死んだ。

「学、ちょっとどうしたのよ」

　葉は桜ざくらがソファーを立ち歩み寄ってくる。余よ程ほどひどい表情をしているのだろう、学は視線を逸そらしつつ答えた。

「親おや父じが……死んだ」

「え？」

「東京で、交通事故にあったって」

　葉桜の表情が凍こおりつく。「噓うそ──」と囁ささやく彼女に、学はゆるゆると背を向けた。

「ど、どこ行くのよ」

「すまん、ちょっと一人にしてくれ」

　扉とびらを開け廊下に出る。暖房の効きいていない空間はひんやりと肌寒かった。背後で自分を呼ぶ声がしたが振り向くことなく歩を進める。覚おぼ束つかない足取りのまま自室に戻り、後ろ手に扉を閉めた。扉に背中を押しつけたままずるずると姿勢を崩す。

　何かの間ま違ちがいでは。自分が話の内容を勘かん違いしているのでは、そう考えて相川とのやりとりを思い起こす。だが何度記憶を探さぐっても結論は同じだった。

『恵けい吾ごが死んだ』

　噓──だろう。

　学は虚こ空くうにむかって囁く。

　返事はない。言葉は吸い込まれるように霧む散さんし、中空に消えていった。




　　　　＊




　氷ひ雨さめが石いし畳だたみのアプローチを叩たたいている。

　まだ昼前だというのに空は仄ほの暗ぐらい。湿った大気の向こうに、外灯の明かりがぼんやりと浮かび上がっていた。銀杏いちよう並木の先には灰色の壁を思わせる駅前のビル群。木々と建物が単色のシルエットとなって混ざり合い、影絵のような風景を見せている。

　アプローチの向こう──唐から草くさ文もん様ようのアーチをくぐって黒こく衣いの人々が行き来していた。人の姿が多い割に会話や足音は少ない。低い雨音がロビーのガラス越しに響いてきていた。奇妙な静せい寂じやくの中、学まなぶは受付からぼんやりと外を眺ながめていた。

　父ちち親おやの訃ふ報ほうから二日、気づけば通つ夜やも終わり葬そう儀ぎが始まっていた。一昨日おとといの晩、東京から母方の祖父母が到着し、千ち紗さや大たい使し館かんの人を交まじえて何か相談したのは覚えている。だが混乱した精神は最後までまともに機能しなかった。その場で何を聞かれたのか、何を話し合ったのかまったく思い出せない。余よ程ほど要領を得ない受け答えをしていたのだろう。喪も主しゆだ後こう見けん人にんだとよく分からない議論を交かわした挙あげ句く、大人おとな達たちは彼を受付に配置した。

『学さんは弔ちよう問もんの方に黙もく礼れいさえしていればいいですから』

　千紗はシンプルに学のすべきことを伝え会場に戻もどっていった。正しい判断と言うべきだろう。今の彼はとても誰だれかと話をできる状態になかった。受付に立ち尽くし、弔問客を認めては黙礼し、頭を上げる。ただひたすらロボットのように同じ動作を繰り返していた。意識が麻ま痺ひしている。自分がいつからここにいるのか、いつまでいなければいけないのかも分からなかった。

「学」

　ぼんやりたたずんでいると、傍かたわらの葉は桜ざくらが声をかけてきた。

　顔を上げた。弔問客が困こん惑わく気ぎ味みの表情でペンを手にしている。何をしているのだろう。早く記帳すればいいのに。無言のまま客を見つめていると、葉桜がすっと顔を寄せてきた。

「名簿、いっぱいよ」

　瞬まばたきして視線を落とす。会かい葬そう者しや名簿はいつの間にか最後のページまで進んでいた。

「あ……」

　慌あわてて背後の備品入れを探さぐる。新しい名簿を取り出し受付机の上に広げた。弔問客はほっとした表情で記帳を済まし去っていった。

「大丈夫？　顔色悪いわよ」

　葉桜が心配そうな表情で囁ささやいた。

「気分が悪いなら休んできても──」

「いや、大丈夫だ」

　頭を振って葉桜の声を遮さえぎる。眉み間けんを揉もみながら息をついた。

「少し寝不足なだけだ。今日きよう一日くらいなんとかなる」

「でも……」

「南みなみ方かたさん」

　平へい板ばんな声が辺あたりに響いた。固い靴音を響かせて銀ぎん髪ぱつの少女が近づいてくる。病的なほどに白い肌と暗色のルージュ。見慣れた濡ぬれ羽ば色いろのドレスは色合いこそ周囲の喪も服ふくに似ているものの、明らかに周囲から浮き上がっている。稻いな雀すずめだった。

「そろそろ式が始まります。会場に移動してください」

　学まなぶは目をしばたたいた。

「式……」

「葬そう儀ぎですよ。皆様、南方さんをお待ちです」

「でも受付が」

　混乱した口く調ちようで言うと稻雀は苛いら立だったように首を振った。

「そんなもの私達でやっておきます。いいから行ってください。──葉は桜ざくら」

　葉桜が躊躇ためらい勝がちに彼の手首をつかんだ。そのまま、すっと腕を引かれる。母親に連れられた幼おさな子ごのように学は斎さい場じようのロビーを歩いていった。

　会場には大勢の人が詰めかけていた。百人、いや二百人はいるだろうか。喪服の列が白い壁と鮮あざやかなコントラストを成している。会場中央に通路が設けられ、その先に立派な祭さい壇だんが見えた。白に紫、青の生花が白しら木きの壇を取り巻いている。

　学の姿を認めて千ち紗さが小走りに歩み寄ってきた。耳元に顔を寄せ囁ささやく。

「学さん、前の方に」

「前？」

「遺い族ぞく席です。東京のお祖じ父い様とお祖ば母あ様が見えますでしょう。あちらです」

「葉桜は」

「お嬢様はそちらに」

　千紗は一般席の先頭を指し示した。会場の左側奥に正せい装そうのアポストリ達が座っている。〈十じゆう字じ架か〉の高官だろうか。呆ほうけたようにたたずんでいると、千紗がそっと彼の肩を抱いた。

「さ、早く」

　押された拍ひよう子しに葉桜の手が離れた。「あ」と喘あえぐような声。振り向くと、葉桜が不安げな表情でこちらを見ていた。

（……なんて顔してるんだ、あいつ）

　学は目をすがめた。

　病人でも見るような顔で──。死んだのは俺じゃないぞ。

　遺族席につくと横に座る男女がすっと会え釈しやくしてきた。品の良い身なりをした初老の夫婦──母方の祖父母だった。父方の親族は早くに逝せい去きよしたため、今の彼には唯ゆい一いつの血縁者ということになる。とはいえ母が死んで以来ほとんど顔を合わせていなかったから、ほぼ他人同然だった。

　男性は学まなぶに肩を寄せると、低い声で囁ささやいた。

「学君、体調は？　大丈夫か」

「──はい」

　学の声に一度だけうなずいて、男性は声を潜ひそめた。

「さっきアポストリの人が来て伝言を残していったよ。茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちよう──都つ合ごうがつかなくて来れないらしい。弔ちよう電でんのみで申し訳ない、また日を改めて挨あい拶さつに来るということだ」

「そう……ですか」

　学は平へい板ばんな口く調ちようで答えた。横で祖母が「意外にちゃんとした方だったわよ。アポストリなのにねぇ」とつぶやいている。学は無言のまま顔を正面に戻もどした。

　祭さい壇だんの中央に大判の写真が飾られている。赤しやく銅どう色いろの肌、薄い髭ひげに覆おおわれた口元、鷲わしのように鋭い眼まな差ざし。南みなみ方かた恵けい吾ご──彼の父ちち親おや。

　ひどく奇き妙みような気分だった。

　見慣れた顔が仰ぎよう々ぎようしく飾られている違和感。写真の主が、もはやこの世に存在していないという欠落感。遺体があればともかく祭壇前には棺ひつぎも置かれていない。葬そう儀ぎと言われても正直ぴんと来なかった。今にも本人が会場に姿を現すのではないか。いつもと同じ不ふ機き嫌げんそうな顔、眼差しで。

　何をやってるんだ学──そんな情けのない顔で。

　………。

「それでは、ただいまより故南方恵吾様の葬儀を執とり行おこないます。皆様合がつ掌しよう、礼拝」

　司会の声が会場に響き渡る。

　学は夢ゆめ現うつつな気分のまま、父親の遺影を見つめ続けていた。




　葬儀は数時間で終わった。

　初しよ七なの日かの法要に精しよう進じん落おとし、意味さえ分からぬ儀式をいくつも経へた後、ようやく彼は解放された。

　斎さい場じよう手配のハイヤーに乗せられ自宅まで送られる。時刻は午後四時を過ぎ、町は夕ゆう闇やみに沈みつつあった。雨足こそ弱まっていたが空には厚く雲が立ちこめている。薄く靄もやのかかった大気の向こうで、松まつ原ばら新都心の高層ビル群が煌こう々こうと光り輝いていた。

「それじゃあ我々はホテルに戻るから。何かあったらすぐ連絡してくれ」

　玄関前で学を降ろした後、祖父が言った。後部座席の祖母が心配そうに窓から乗り出す。

「なんだったら私達、今晩お泊まりしてもいいのよ。お家うちのこと色々大変でしょうし」

「大丈夫……です」

　学はかすれた声で答えた。俯うつむきがちになりぼそぼそとつぶやく。

「葉は桜ざくらや千ち紗ささんもいますし、人手は足りてると思います」

「そう？　でも──」

　まだ粘ねばろうとする祖母を祖父が押おし止とどめた。固い表情で首を振ってみせる。祖父は車中から学まなぶを見上げ眉まゆ根ねを寄せた。

「困ったことがあったら、すぐ駆けつけるから。いいね」

　はい──と答えて学は頭を下げた。低いエンジン音を上げて車が走り去る。テールランプの灯が路ろ地じの向こうに消えるのを見届けて、学は玄関に向き直った。

「学さん」

　震ふるえる声が背中にかけられる。肩越しに振り返ると千紗に葉桜、稻いな雀すずめが並んで彼を見ていた。

　学は弱々しい笑えみを浮かべた。

「悪い、ちょっと俺疲れたから部屋で休んでるよ。少ししたらリビングに降りていくから。そうしたら家のことを相談しよう」

　何か言いたげな千紗を残して学は踵きびすを返した。

　階段を上り自室に引きあげる。喪も服ふくの上着を脱ぎベッドに投げ出した。扉とびらを背にして床に座り込む。ひんやりしたフローリングの感触がズボンの生地越しに伝わってきた。

　無言のまま天井を見つめる。緊張した心が徐じよ々じよに弛し緩かんしていった。ここ数日の出来事が脳のう裏りに浮かんでは消えていく。相あい川かわの電話、駆けつけてきた祖父母、大人おとな達たちとの会話、通つ夜や、葬そう儀ぎの準備、祭さい壇だん上の遺影、会場を満たす啜すすり泣なき。

　父ちち親おやが死んだ──。

　その事実を学は虚うつろな思いで嚙かみしめる。

　未いまだに信じられない。

　いつも傲ごう然ぜんとしていた父、時に恐怖し、時に反感を抱き、それでも常に彼の進む先に立っていてくれた父。彼が死んでしまったというのか、交通事故程度で。呆あつ気けなく。

（殺しても死なないような面つらしてたくせに）

　ぼんやりとつぶやいた瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな悪お寒かんが身体からだを襲おそった。唐とう突とつに恐ろしい事実が脳裏を満たす。

　これで自分は全すべての家族を失ってしまった。母親と妹、それに父親──。

　ぞっとするような感覚が背せ筋すじを走る。世の中に南みなみ方かたの血を引く者が自分一人だけという恐怖、孤独。

　父親などいてもいなくても同じだと思っていた。どうせ家にほとんど帰ってこないのだ。自分は一人でも問題なくやっていける。そう信じていた。だが父親を失った今、彼の存在がどれだけ大きいものだったか気づく。たまにしか会えなかったとしても、あの人は自分にとって家そのものだった。自分がどこにいても、どんな状況にあっても、あの人がいる限り家族は存在し続けた。戻もどるべき場所が残されていた。なのに、それなのに──

　ふっと、扉とびら向こうに人の気け配はいがした。

「ま、学まなぶ……」

　躊躇ためらいに満ちた声こわ音ね、いつの間に二階に上がってきたのか、葉は桜ざくらだった。

「私、その何て言ったらいいか分からないけど……何かできることがあれば」

「大丈夫だよ」

　学は努つとめて明るい声を上げた。内心の動どう揺ようを押し殺し呼吸を整える。

「で、でも」

「大丈夫だって。俺がどれだけあいつのこと嫌きらいだったか知ってるだろ？　あんな馬ば鹿か親おや父じ、いなくなってせいせいした」

「学……」

　扉とびら向こうの声が沈黙する。諦あきらめたのか、そう思って目を閉じると不ふ意いにかちゃりと音がした。指先がノブをつかむ小さな金属音。

「学、あけて」

　固い声がすぐ後ろで響く。どくりと心音が高鳴った。学は背中を強く扉に押しつけた。

「なんでだよ」

「分からない。でも……今の学を一人にしておいちゃいけない気がする」

「平気だって言ってるだろ。おまえこそ、人のこと気き遣づかってられるような余裕あるのかよ」

　学の憎まれ口に葉桜は返答しなかった。ぐっと背中を扉が押す。学は狼ろう狽ばいした。今の自分を見られるわけにはいかない。こいつに、自分がどんな顔をしてるか悟さとられるわけにはいかない。

「やめろ！」

　こいつの前では、俺はいつも毅き然ぜんとして、自信を持って──

「学」

　一ひと際きわ強く力がかかり学は姿勢を崩した。床に倒れた彼の前でゆっくりと扉が開いていく。その向こうにたたずむ金きん髪ぱつのシルエット、紅くれないの双そう眸ぼうがじっと彼を見下ろしている。

「まなぶ……」

　学は顔を逸そらした。ぎりっと歯を食いしばり荒い吐と息いきを漏もらす。

「出てけよ」

「………」

「出てけって言ってるだろ！　俺のこと心配してるのか知らないけどな、こんなことされたって嬉うれしくもなんとも──」

　ふっと柔らかい物が肩を包んだ。鼻び腔こうを満たす甘い匂い、頰ほおを撫なでる豊かな金髪。学は息を吞のんだ。

「はざ……くら？」

　葉桜が膝ひざを突つき、彼の肩を抱きかかえていた。すぐそばにどきりとする程白い彼女の首くび筋すじがある。呆ぼう然ぜんとする学まなぶの耳元で彼女は囁ささやいた。

「本当に平気なら、なんで学は泣いてるの？」

「何を──」

　泣いてなんかいない、そう言い返そうとして頰ほおに手を当てる。

　愕がく然ぜんとした。頰についた幾いく筋すじもの涙の跡、指先にこぼれる新たな滴しずくの感触。

「悲しむことは悪いことじゃない」

　絶句する彼を葉は桜ざくらは優しく抱きしめた。

「学が一人で悲しんでいたいのならそれでも構わない。私は出ていくわ。でも忘れないで、あなたが必要なら私はいつだって傍そばにいる。傍にいて悲しみを分かち合える。だから──」

[image: ]

　……っ！

　感情が溢あふれた。涙るい腺せんが弛ゆるみ熱いものが止めどなく頰を伝っていく。葉桜の細い腕に身体からだを預けたまま、彼は下唇を嚙かみしめていた。

　どれくらいの時間そうしていただろう。不ふ意いにふっと身体の力が抜けた。緊張が引き心地よい脱力感が押し寄せてくる。学は吐と息いきを漏もらし、葉桜の腕をつかんだ。

「葉桜、もういい」

　顔を赤くしながら彼女を押おし退のける。自分がとんでもない醜しゆう態たいを晒さらしてしまったように思えた。よりにもよってこいつの前で泣き顔など。明日あしたから何を言われるか分かったものじゃない。

　葉は桜ざくらは目を瞬またたきながら距離をとると、周囲に視線を走らせた。ベッド脇わきのティッシュを見つけてすっと手を伸ばす。

　学まなぶは眉をひそめた。

「おい、何してるんだ」

「ちょっと動かないで」

　言うなり彼女は手に取ったティッシュを彼の顔に押しつけてきた。

「なっ!?」

　顔が沸ふつ騰とうする。慌あわてて身を退ひくと、彼女は不満そうに唇を尖とがらせた。

　学は目をしばたたいた。

「な、な、な、何するつもりだ！　おまえは！」

「なにって、涙ふいてあげる」

「ふざけんな！　そんな恥ずかしいことさせられるか！」

「どうしてよ、学、よく私にしてくれるじゃない」

「………」

　学は一いつ瞬しゆん言葉をなくし、それでも懸けん命めいに反論した。

「俺がやるのはいいんだよ。おまえはだめだ」

「なんでよ」

「なんででもだ」

「そんなの変だわ」

「変じゃない。だからこっちに来るな、強引に迫ってくるな！」

　悲鳴のような声を上げ抵抗していると、背後で着信音が鳴り響いた。慌あわてて袖そでで顔を拭ぬぐい振り返る。机上の携帯電話が明めい滅めつしながら震しん動どうしていた。

　床から立ち上がり机に向かう。背中に葉桜の視線を感じながら、携帯の通話ボタンを押した。

「はい、もしもし」

『学さん、茉まつ莉り花かです』

　固い声がスピーカーから漏もれてきた。学は表情を強こわばらせる。携帯をつかむ手に力を込め、通話口に唇を近づけた。

「茉莉花さん、どうしたんですか」

　一いつ瞬しゆん、葬そう式しきの欠礼について電話してきたのかと思った。だが様よう子すがおかしい。いつもの柔らかさが抜け落ち、砂でもまぶしたようにざらついた声質となっている。彼女はやや急せいた口く調ちようで言葉を継ついだ。

『式の方、出席できず申し訳ありませんでした。──今、お時間よろしいですか？』

「………、はい」

『お父とう様の件で少しお話したいことがあります。このまま外に出てこられますか』

「今からですか？」

『はい』と茉まつ莉り花かは即答した。

『すぐそばの大通りに車を停めています。申し訳ありませんがお一人で、葉は桜ざくらには内ない緒しよで来てください。──では』

　ぷつりと電話が切れる。学まなぶは怪け訝げんな顔で携帯の液晶画面に視線を落とした。

　どうしたのだろう、こんな急に。葬そう儀ぎで祖父から聞かされた伝言──また日を改めて挨あい拶さつするという話でなかったのか。

「伯お母ば様がどうかしたの？」

　不ふ意いに背後から声をかけられ、彼はびくりとした。すぐ後ろで葉桜が彼の手元を覗のぞき込こんでいる。慌てて携帯をズボンのポケットにねじ込み身体からだの向きを入れ替えた。

「あ、いや、なんでもない。葬式に出られなかったこと気にしてたみたいで……、心配して電話かけてきてくれたんだ」

「……ふぅん」

　あからさまに不ふ審しんげな表情。学は視線を逸そらし茉莉花の言葉を思い返した。普段の彼女とは違う切せつ羽ぱ詰つまった口く調ちよう。葉桜に告つげず一人で来るようにという指示。まさか、また何かあったのか。父ちち親おやに続き誰だれかがまた──

　……っ。

「悪い葉桜、俺ちょっと出かけてくる」

「は……？」

　葉桜が意い表ひようを突つかれた表情になる。

「な、何言ってるのよ、こんな時に。それに、中ちゆう尉いや千ち紗ささんも下で待って──」

「二人にはおまえの方で適当にごまかしてくれ。すぐ戻もどるから、頼む」

「ちょ、ちょっと、学！」

　悲鳴のような声が背中を叩たたく。彼は急ぎ足で階段を下りると、靴に足をねじ込むのももどかしく玄関を出た。




　車は新都心に続く道路の先、三さん叉さ路ろの曲がり角に止まっていた。ハザードランプを明めい滅めつさせ、外灯の明かりに黒塗りの車体を輝かせている。学が近づくと音もなく後部座席のガラスが下がり、そこからおかっぱ頭の童どう女じよが顔を見せた。

　丸みを帯びた頰ほおはいつものように愛らしく幼ささえ感じさせる。だが半月型の瞳は夜の湖のように冷たく、いかなる感情も読み取れない。和わ装そうの少女──茉莉花だった。

「すみません、突然お呼びだてして」

　囁ささやくような声とともに、カチリと音をたててドアのロックが解除された。どうしたらよいか迷う彼に、茉まつ莉り花かは短く「乗ってください」と告つげた。

　ドアを開け車内に身体からだを滑り込ませる。真新しい皮の匂いが鼻び腔こうを刺激した。車内は思ったより広く存分に足を伸ばすことができる。普段乗る車とは別次元のインテリアに目をしばたたいていると、茉莉花が運転席に身を乗り出した。

「出してください」

　ほどなく滑るように車が動き出す。ほとんど揺ゆれも走行音もない環境で、学まなぶは逆に居い心ごこ地ちの悪い思いを感じていた。

　一体なんだというのだろう。茉莉花は目的も行き先も告げず巌いわおのように沈黙している。学はじっと彼女の言葉を待っていたが、やがて耐えきれなくった。事情を尋たずねようと彼女に向き直る。

　その時、ふっと茉莉花が口を開いた。

「ごめんなさいね、こんな時に。こうでもしないと今の私は学さんとお話できませんから」

「……どういうことですか」

「監かん視しがついてるんです。〈秋アウトウンノ〉だけじゃなく、〈夏エスターテ〉の長老達からも」

　学は息を吞のんだ。絶句する彼の前で茉莉花は苦笑した。

「ここのところ色々ありましたから。私の指導力に疑問を持ち始めてるのでしょう。今までは私が〈夏エスターテ〉と〈秋アウトウンノ〉、両方の家か督とくを継ついだことがプラスに働いていました。どちらの氏し族ぞくからも一定の距離を取り力の均きん衡こうを図れるという点で。ですが、今回はどうもそれが裏うら目めに出ているみたいです」

「裏目……」

「沈みかけた船に乗り続けるネズミはいないでしょう？　どちらが早く見切りをつけるか。弾だん劾がいの材料をそろえるかで睨にらみ合あいになっているということです」

「そんな」

　学は思わず叫んでいた。表情を強こわばらせ、茉莉花の横顔を睨にらみつける。

「だ、だってラパーチェの件は片がついたんじゃないですか。葉は桜ざくらの評ひよう議ぎ員いん候こう補ほ資し格かくをとりあげるとかいうことで、そのためにあいつだって、あんなに我慢して──」

　振り下ろされる木き槌づちの音が脳のう裏りに木こ霊だまする。表情を消し、じっと屈くつ辱じよくに耐えていた葉桜。あいつの忍耐が無駄だったというのか。無意味だったというのか。

「もう、事はそういう次元の問題でなくなってるんですよ」

　茉莉花は肩をすくめた。

「これまで私は、先代評議長──鶺せき鴒れいとあなたのお父とう様が作り上げたシステムを引ひき継ついできました。居きよ留りゆう区く、共きよう棲せい、在ざい彦ひこ根ね居留区大たい使しと〈十じゆう字じ架か〉評議長間のホットライン。これら全すべてが人間とアポストリの紛ふん争そうを防ぐため、あなたのお父様により構築されたものです。そのシステム自体が有効性を疑われ始めているんです」

「なんで──」

「南みなみ方かた大使一人がどれだけ友好を願っても、人間はアポストリを受け入れられない。遠くない未来、二つの種族は必ず決けつ裂れつする。そう考える者が増えてきているんです。去年の夏から起きている一連の出来事──梟ふくろうの会かい事件、東とう京きようでのトラブル、先日のラパーチェ事件における自衛隊の居きよ留りゆう区く進入、その他諸もろ々もろの出来事のために」

　学まなぶは言葉もなかった。自分が経験してきたいくつもの事件──それが回り回ってこんな影響を及ぼすとは考えてもみなかった。

　茉まつ莉り花かはふっと微笑して視線を落とした。

「ごめんなさい、こんな話をするためにお呼びしたわけじゃないんです。学さんに来てもらったのは、お父とう様の件です」

「親おや父じの──」

「お父様に何があったかは聞いていますか？」

　学はうなずいた。

「はい……タンクローリーに横からぶつかられて、交通事故だって」

　茉莉花は口元から笑みを消した。冷たい、蠟ろう人にん形ぎようのような表情で前席の背を睨にらみつける。

「おそらく──事故ではありません」

「なんですって？」

「お父様は殺されたんです。人間とアポストリ、二つの種族を引ひき裂さこうとする勢力に」

　学は凍こおりついた。喘あえぐような息を漏もらし茉莉花を見つめる。冗談でしょう、そう言おうとしたが言葉が出てこない。茉莉花はじっと正面を見み据すえていた。

「学さん、星ほし祭まつりの件を覚えてますか」

「……ええ、まぁ、もちろん」

　忘れようとしても忘れられない。去年の冬、東京で自分と葉は桜ざくらを襲おそった事件だ。陸りく自じや正体不明のアポストリハンターに襲われ、学達は何度も生死の境をさまよった。

「あの時、彼女を追っていた勢力、あれは単純なテロリストや犯罪組織ではありません。政府、財界、自衛隊、その全すべてに根を張りアポストリの撲ぼく滅めつを目もく論ろむ集団です。私達はその集団と十年以上戦い続けてきました。何度も彼らの陰いん謀ぼうを潰つぶし、時には組織を壊かい滅めつ寸すん前ぜんまで追い込んだこともあります。ですが──ここに来て彼らが急速に勢力を増しているんです」

「なぜですか」

　茉莉花は首を振った。

「分かりません、ただ彼らが本気になっているのは確かです。今回で全てを終わらせる気かもしれません。おそらくですが……先日の議員殺人、あれも彼らの仕し業わざでしょう」

「そんな……」

　背せ筋すじに冷たいものが走る。形容しがたい恐怖が胸を満たしていった。父ちち親おやを失った時とは別種の恐れ、自分の拠よって立つ世界が全て失われてしまうかも知れないという恐怖。

　茉まつ莉り花かはきゅっと唇を引き結んだ。

「彼らのストーリーは明白です。まずアポストリに対する恐怖と憎ぞう悪おを醸じよう成せいし、内部の反対勢力を駆く逐ちく、最後に逃げ場を失った我々を締めつける。そこまでやられたら我々の取れる選せん択たく肢しはわずかしかありません。おとなしく降伏するか、あるいは──」

　暴ぼう発はつするか。

　ぽつりとつぶやかれた言葉は、刃やいばのように学の心をえぐった。暴発──、再度の四よん・一いち八はち。

　意識が沸ふつ騰とうする。冗談じゃない、そんなこと絶対にさせやしない。学まなぶはぎゅっと眦まなじりに力を込めた。

「話は分かりました。それで？　俺に何ができるんですか」

　茉莉花が今になって事情を明かした理由、それは自分のような子供にも何か出来ることがあるからだろうと思った。父ちち親おや亡き今、この居きよ留りゆう区くを守るために少しでも信用できる人間を確保したいのだと。

　茉莉花はふっと顔を彼の方に向けた。紅こう玉ぎよくのような瞳が真っ直ぐに彼を見据える。

「学さんにお願いしたいのは一つだけです。何もしないでください」

「……え？」

　学はぽかんと口を開けた。聞き間ま違ちがいかと思う。だが茉莉花は念を押すようにもう一度、ゆっくりと言った。

「この先何が起きようと、あなたは一いつ切さいかかわらないでください。間違っても私達に味方しようとしたり、お父とう様の仇かたきを討うとうとしてはいけません。いざとなったら、一人でも居きよ留りゆう区くを出て安全な所に逃げ延びてください」

「な、何を言ってるんですか」

　学は狼ろう狽ばいした。予期せぬ言葉に意識が混乱する。

「俺に葉は桜ざくらや他の人達を見捨てて逃げろっていうんですか、そんなことが──」

「あなたにこの話をしたのは」

　茉莉花は強い口く調ちようで学の言葉を遮さえぎった。瞳の奥に激しい感情が灯ともっている。彼女は普段の温厚さをかなぐり捨て、睨にらみつけるような眼まな差ざしで学を見ていた。

「事の重大さを理解してもらうためです。もう事態は、あなたや葉桜がどうこうできるレベルを超えています。さっきも言ったでしょう、彼らは本気なんです。逆さからう物は全すべて蹴け散ちらし、押おし潰つぶし、存在さえ抹まつ消しようする。あなたのお父様はそうして殺されました。この上あなたまで犠ぎ牲せいにできません」

「だからって！」

　学は怒ど鳴なった。眉み間けんに皺しわを刻み、茉莉花の視線を受け止める。

「嫌いやですよ、俺は。俺はこの町で生まれて育ってきたんです。色々あったけど、それでもこの町は俺にとって故郷なんです。それを捨てて一人だけ安全なところにいろだなんて。冗談じゃない」

「学まなぶさん」

　茉まつ莉り花かの声は冷たかった。

「私はずっと、日本政府との関係がうまくいくよう努力してきました。それがなぜか分かりますか？」

　突然の問いに学は面めん食くらった。戸と惑まどいを顔に浮かべたまま、茉莉花を見返す。

「なぜって……」

「種族の融ゆう和わ、異なる文化の交こう歓かん、新天地での生せい活かつ圏けん確保。そんなものは全すべてお題だい目もくです。私がこの地位に留とどまり続けた理由はただ一つ。自分の周囲にいる人間との関係を守るためです。あなたのお父とう様、居きよ留りゆう区くに生きる人々、それに学さん──あなたを」

「………」

「あなたは死なせません。もし日本政府が学さんの命を奪うばおうとするなら、私は全力でそれを阻そ止しします。そのためにどれだけの血が流れようと構いません。仮に新たな四よん・一いち八はちが起きようと、学さん、あなただけは死守してみせます」

「茉莉花さん！　それは！」

　学は声を荒げた。その台詞せりふは茉莉花のような立場の者が言ってよいものでない。これまで彼女と父ちち親おやが築き上げてきた物を全て無にする発言だった。

　だが茉莉花は退ひかなかった。表情を強こわばらせ、殺さつ気きにも似た空気をまとって学を見み据すえる。その瞳に狂おしいまでの何かを認めて、学は総そう毛けだった。

「南みなみ方かたの血が全て刈かり取とられるような世界に、どのみち私達の居場所はありません。であれば我われら同どう胞ほう十万、その全てが水み漬づく屍かばねになろうとあなたの命だけは守ってみせる。南方の血脈を残してみせる。それが私の──あの人を守れなかったことに対する──贖しよく罪ざいです」

「茉莉花さん……！」

　学は目を閉じて叫んだ。

　それ以上聞きたくなかった。聞けば、これまで彼を取り巻いていたものが全て崩れ落ちてしまう。そんな気がした。

　だが続きの言葉はなかった。学は肩の力を抜きちらと目を開ける。瞬しゆん間かん、ふっと黒い影が覆おおい被かぶさってきた。衣きぬ擦ずれの音とともに柔らかな感触が肩にのしかかる。黒髪が耳たぶを撫なで熱い吐と息いきが首くび筋すじにかかった。

　ぎょっとなって茉莉花の肩をつかむ。一体なんのつもりか、そう思って彼女の身体からだを押し返そうとした時だった。

「茉莉花……さん？」

　異常に気がつく。茉莉花の顔は真っ青だった。両の目はぴったりと閉じ合わされ、わずかに開いた唇から苦しげな吐息が漏もれている。額ひたいにはほつれた黒髪が落ち、白い肌に玉のような汗が浮かんでいた。

　そっと額ひたいに手をあててみる。指先に炎のような熱が伝わってきた。

　どうしたらよいか分からず戸と惑まどっていると、ずるりと茉まつ莉り花かの身体からだから力が抜けた。学まなぶは慌あわてて彼女の脇わきに手を差し入れた。

「茉莉花さん……ちょっと、しっかりしてください、茉莉花さん！」

　叫び声が空むなしく車内に響き渡る。学は茉莉花の身体を支えながらただ呆ぼう然ぜんとその場に座り続けていた。




　運転手に異常を告つげ、居きよ留りゆう区く病院にたどりつくまで十分と少しかかった。

　アポストリの看護士を捕つかまえ事情を告げる。看護士は茉莉花の名前を聞くや血けつ相そうを変えて受付の奥に飛び込んでいった。

　普段の順番待ちが噓うそのように、流れ作業を思わせる迅じん速そくさで茉莉花は検査室に運び込まれていった。呆然と見送る彼の背に甲かん高だかい足音が迫る。振り向くとそこにブロンドの煌きらめきがあった。

「学！」

　葉は桜ざくらは立ち止まるなり、固い表情で彼を見み据すえた。細い肩が大きく揺ゆれている。先さき程ほど状況を電話で知らせてからまだいくばくも経たっていない。自宅から全力で駆けつけてきた様よう子すだった。

「どういうこと、伯お母ば様に何があったの」

　射い貫ぬくような眼光に気け圧おされそうになる。学は懸けん命めいに平静を装よそおい首を振った。

「分からない……俺と話してる最中にいきなり倒れたんだ」

「いきなりって──」

「すごい熱だった」

　葉桜の目が潤うるんだ。口元を歪ゆがめぎゅっとスカートの前をつかむ。そうでもしなければ噴ふん出しゆつする感情で弾はじけ飛とんでしまうとでもいうふうだった。

　そのまま二人でソファーに腰を下ろした。無言で検査が終わるのを待つ。一秒一秒が無限の長さを持っているようだった。幾いく度ども手元の時計に視線を落とし、その度たびに時間が進んでないことに苛いら立だつ。どれだけ看護士を捕つかまえ状況を訊たずねようと思っただろう。だが、急せかしたところで事態は好転しない。彼にできるのはただ、凍こごえたように身を震ふるわす葉桜についていることだけだった。

　ガチャリと検査室の扉とびらが開いた。

　学と葉桜はほぼ同時に顔を上げる。足音を殺しながら、白衣の医者が廊下に出てきていた。

「先生」

　学は弾かれたように椅い子すを立ち医者に駆け寄った。壮年の医師は眉み間けんに深い皺しわを刻んだまま、彼を見た。

「先生、大丈夫なんですか、茉まつ莉り花かさ──茉莉花評ひよう議ぎ長ちようは」

　学まなぶの剣けん幕まくに医師は身体からだごと向き直った。ゆっくりと嚙かんで含めるような口く調ちようで状況を告つげる。

「過労から来る発熱です。命に別状はないと思います──が」

「が？」

「意識が戻もどりません。聞けばここ一ヶ月まともに眠っていなかったそうです。一昨日からの出来事で疲労がピークに達したんでしょう。しばらくは様よう子すを見ることになりそうです」

「そんな……」

　傍かたわらの葉は桜ざくらが呻うめいた。両手で口元を覆おおい顔面を蒼そう白はくにしている。学はしばらく下唇を嚙み沈黙していたが、やがて耐えきれない何かを感じて踵きびすを返した。「学！」と叫ぶ葉桜に背を向けたまま病院の廊下を歩いていく。

　こんな状態になって、それでもまだ自分には何もするなというのか。父ちち親おやも茉莉花も。中ちゆう途と半はん端ぱに自分をこちらの世界に巻き込んでおきながら、肝かん心じんな時は傍ぼう観かん者しやでいろと言う。東とう京きようの時も、今も。

（冗談じゃ……ない……）

　絞しぼり出だすようにつぶやいて、だが学は自分にできることの少なさに気づく。父親亡き今、自分の後うしろ盾だてになるものは何もない。駐ちゆう彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く大たい使しの息子という肩書きがなければ、学はただの一高校生にすぎなかった。そもそも身寄りのない自分が、今まで通りの生活を続けていけるかさえ分からない。国家レベルの陰いん謀ぼうと戦うにはあまりにも心こころ許もとない状況だった。

　どうするべきか──、悩みつつ病院の正面玄関を出ようとした時だった。

「どこに行くおつもりですか」

　淡々とした口調が耳じ朶だを打った。視線を上げると、玄関脇わきの壁に黒こく衣いの少女が寄りかかっていた。足あし下もとに旅りよ行こう鞄かばんを置き、細い腕を組んでいる。シニヨンにまとめた銀ぎん髪ぱつ、長く濃い睫まつ毛げ、薔ば薇らの色素を塗り込めたような瞳がじっと彼を見ていた。

「葉桜を置いて一人で帰るつもりですか？　身内が倒れて不安定な状態の彼女を残して」

「あんたには関係ないだろ」

　きつい口調で言い返す。気分がささくれだっていた。焦しよう燥そうと無力感が胸を苛さいなみ心から余裕を失わせている。稻いな雀すずめの言葉が正論であることも彼を苛いら立だたせた。身内を失う恐怖、苦痛は今の彼が一番よく分かっている。茉莉花の回復が見通せるまで葉桜の横にいてやるべきだ。彼女が彼にそうしてくれたように。だが──

「評ひよう議ぎ長ちように何か言われたんですか」

　図ず星ぼしを指された。

　学は一いつ瞬しゆん狼ろう狽ばいを表しかけ、慌あわてて表情を殺した。視線を逸そらし口元の筋肉を歪ゆがめる。

「何も──言われてないよ」

「わざわざ車に呼び出されて？　評ひよう議ぎ長ちようと二人で世間話でもしてたっていうんですか」

「しつこいな、どうだっていいだろ、そんなこと」

　会話を打ち切り病院を出ようとする。だが稻いな雀すずめは歩み去ろうとする彼の背に大声で呼びかけた。

「一つ言っておきます、南みなみ方かたさん。もし葉は桜ざくらが次に一般人の権限を逸いつ脱だつして行動したら、今度は監かん察さつや候こう補ほ者しや資し格かくの剝はく奪だつなど、生なま温ぬるい処しよ罰ばつではすまないと思ってください」

　学まなぶは眉をひそめ振り返った。いきなりなんの話だ。

「どういうことだよ」

「高こう等とう法ほう院いんの判決は絶対です。それを無視する者には相そう応おうの処分が下されます。彼女の立場なら──そうですね、見せしめの意味を込めて通常よりも重い罰が課されるでしょう」

「どうなるんだ」

「〈十じゆう字じ架か〉最さい奥おう部ぶへの永えい久きゆう拘こう禁きん。筋肉を破は壊かいし、二度とアポストリとしての力を発はつ揮きできなくされるでしょうね」

　学は絶句した。心臓を鷲わしづかみにされたような気分、混乱のまま叫びだしそうになり彼はふっと我に返った。

「なんでそんなことわざわざ俺に言うんだよ。葉桜はあんたの監かん視し下かで平和に暮らしてる。それでいいだろ、あいつがこれ以上面めん倒どうに巻き込まれることはないはずだ」

「ええ……確かに彼女一人ならそうでしょう」

　稻雀は双そう眸ぼうをすっと細めた。瞳の奥に苛さいなむような光があった。

「ですが南方さん、あなたが絡からめば話は別です。あなたに危険が及およべば葉桜は自分の進退を顧かえりみず法を犯おかすでしょう。たとえその結末が自らを破は滅めつに導くものであっても」

「………」

「分かりますか？　今の彼女の命運を握っているのは南方さん、あなたなんです。あなたが危険を冒おかせば葉桜も続く。そのことを分かった上で行動されようとしていますか、動こうとしてるんですか」

「俺は──」

　学はぎりっと奥歯を嚙かみしめ顔を逸そらした。荒い息を整え稻雀に背を向ける。

「俺は別に何もしようとしてない。茉まつ莉り花かさんも親おや父じのことを心配して来てくれただけだ。あんたの考えすぎだよ」

「それならいいのですが」

　稻雀の探さぐるような視線が首くび筋すじに感じられた。学は彼女の視線を振り切るように正面玄関をくぐると病院の外に出た。




　日はとっぷりと暮れ、周囲はすっかり暗くなっていた。

　彦ひこ根ね城じようを頂いただく丘きゆう陵りようの向こうに暗あん幕まくのような闇やみが広がっている。曇くもり空ぞらのせいか月や星の姿は見えない。道路脇わきの外灯がぼんやりと輝き、中なか濠ぼりの水面に淡い光を落としていた。

　学まなぶはわずかに迷った後、懐ふところから携帯を取り出した。

『あなたに危険が及べば葉は桜ざくらは自分の進退を顧かえりみず法を犯おかすでしょう。たとえその結末が自らを破は滅めつに導くものであっても──』

　稻いな雀すずめの言葉が脳のう裏りを過よぎる。

　彼女の発言は真実だろう。葉桜の性格を考えれば自分だけ安あん全ぜん圏けんにいて安あん穏のんとしていられるとは思えない。事情を知った瞬しゆん間かん、危険を顧みず学と行動を共にしようとするだろう。その結果、何が起きるか。先さき程ほど稻雀が告つげた身も凍こおるような処分。永えい久きゆう拘こう禁きん、肉体の破は壊かい。

　学は携帯を握りしめ瞑めい目もくした。

　葉桜を巻き込みたくない。だがこのまま何もしないでいるのには耐えられない。数瞬考えた末に心を決める。

　要はあいつに悟さとられなければいいのだ。何かあっても自分一人の問題、そう言い切れればよい。

　アドレス帳を探さぐり目当ての番号を見つける。登録された名前が間ま違ちがっていないことを確認して、彼は通話ボタンを押した。

　数コールを待たず電話が繫つながった。

『こりゃまた、珍しい人から電話だ』

「お久しぶりです、春はる木きさん」

　学の挨あい拶さつに、日に本ほん合ごう同どう通つう信しんの政治部記者──春木は『半年ぶりかな』と答えた。去年の夏、彼が〈片かた腕うで〉を追いかけていた頃、頻ひん繁ぱんに情報交換していた人物だった。その後、お互い状況が変わったこともありやや疎そ遠えんとなっている。

　学は単たん刀とう直ちよく入にゆうに用件を告つげた。

「春木さんに調べてもらいたいことがあります」

『……お父上のことかな』

「はい」

　学の言葉に春木はため息のような声を漏もらした。

『話は聞いたよ。大変だったね。正直、僕もまだ信じられないんだ。あの南みなみ方かた大たい使しがこんなことになるなんて』

「………」

『……すまない、僕が落ち込んでてもしょうがないか。調査の依頼──だっけか？　まかせておけと言いたいところだけど、ちょっと状況が芳かんばしくなくてね。南方大使の事件については詮せん索さく無む用ようと上からお達しが降りてきている』

「詮索無用？」

『あの件はタンクローリー運転手の前方不注意による衝しよう突とつ事じ故こ、それ以上のことは探さぐるなって言われてるんだ』

「そんな……！」

　学まなぶは叫び声を上げそうになり寸前でこらえた。春はる木きに怒ど鳴なったところで何もならない。春木は彼の沈静を待つように間を置き、声を固くした。

『学君が電話をくれたってことは、この件、表に出てきていること以上の何かがあるってことかな』

「……はい」

『詳しよう細さいは？　聞かせてもらってもいいのかな？』

「すみません、それはまだ」学は言葉を濁にごした。流石さすがに茉まつ莉り花かから聞いた話をそのまま伝えるわけにもいかない。春木が信用できないというより、どこで誰だれに聞かれているか分からないからだった。

　春木はしばらく押し黙った後、『うん』と言った。自分を納得させるようにもう一度『うん』と繰り返す。

『わかった、僕のできる範囲で調べてみよう。正直こっちの現場でも気にはしてたんだ。怪け我がしない程度につついてみるよ。ちなみにどのポイントを重点的にってのはあるかい？』

　学は少し考えた後、首を振った。

「いえ、親おや父じに関わることならどんな情報でも」

　電話向こうで春木のうなずく気け配はいがした。

『了解、分かり次第連絡するよ。連絡先は？　この携帯でいいかい？』

「はい」

　うなずきながら、学は躊躇ためらいがちな吐と息いきを漏もらす。

「すみません、理由も話さずに無む茶ちやなお願いして」

『構わないさ。その分、事が片づいたらそっちの情報も容よう赦しやなくいただくぜ。ギブアンドテイク……だろう？』

　学は弱々しい笑えみを浮かべた。少しでもこちらの気を和やわらげようとしてくれているのか。春木の気き遣づかいが心に染みた。

　問いかけに答えようとした瞬しゆん間かん、背後で「学！」と声が上がった。

　振り向くと、葉は桜ざくらと稻いな雀すずめが二人並ぶようにしてこちらに向かってくるところだった。学は声を潜ひそめた。

「それで大丈夫です。じゃあ……突然すみませんでした。失礼します」

　電話を切るなり、葉桜が肩をいからせて詰め寄ってきた。眉まゆ根ねに皺しわを寄せ彼を見上げる。

「もう！　いきなり出ていくからどうしたのかって思ったじゃない。何してるのよ、こんなところで」

　学まなぶは何気ない風ふうを装よそおい、携帯を懐ふところに戻もどした。

「……悪い、ちょっと気分が悪くなって。風にあたろうと思ったんだ」

「──大丈夫なの？」

　葉は桜ざくらの表情が曇くもる。学は曖あい昧まいにうなずきながら話題を逸そらした。

「茉まつ莉り花かさんは？　放ほうっておいて平気なのか？」

　葉桜はうなずいた。

「……ええ、とりあえず今のところは心配ないって。何かあれば連絡くれるみたいだから、一いつ旦たん引きあげようって話になったの。──あまり周まわりが騒さわいで表おもて沙ざ汰たになるのもまずいし」

「そうか」

　ほっとため息を一つ、心配の種が減ったことに安あん堵どする。この上茉莉花にまで何かあったら本当にどうしていいか分からなくなる。

「じゃあ、帰るか」

　言いかけてふっと視線を感じた。葉桜の肩越しに、稻いな雀すずめが冷えた視線でこちらを見ている。

「電話はもうよろしいんですか」

　ぽつりとつぶやくように問いかけられる。学は一いつ瞬しゆんぎくりとして、それでも極きよく力りよく平静を装い「ああ」と答えた。「電話？」と訊たずねる葉桜に、「親おや父じの知り合いからだよ」と携帯を示す。そのまま彼女達に背を向け歩き始めた。

　稻雀に言われるまでもない。自分は一人で行動し一人で〈敵〉と向かい合ってみせる。けして葉桜を──周囲の人間を巻き込みはしない。それが今の自分に課せられた役割──自分にしかできない務つとめだ。

　あんたが俺でも……多分同じことをするよな、親父。

　周囲の空気が冷たさを増す中、学はただひたすら次にどんな手をうつべきか考え続けていた。




　　　　＊




　悪夢のような一日が終わり、新しい朝が巡めぐってきた。

　学はいつもより早くに目を覚まし出かける準備を整えた。

　昨晩から今け朝さにかけて、父ちち親おやの友人、仕事仲間、学校方面から無数の電話がかかってきている。その多くは単純に父親の死を悼いたむもので、残りの大部分は学の生活を心配するもの、希まれに相続や遺い産さん整せい理りなど具体的な手続きをどうするかというものだったが、学は全すべての応対を千ち紗さに任まかせ自分は部屋に引きこもっていた。表向きは気持ちの整理が出来てないという理由、だが本音は事態が風化する前に調べられる限りのことを調べておきたいというものだった。今後何をするにしても状況の把は握あくは必要だ。春はる木きからの連絡は引き続き待つとして、他にも収集できる情報があれば集めておきたかった。

　玄関を出てメモ帳に視線を落とす。昨日きのうの夜、自分の状況、今後の方針を思いつくままに書き留めたものだった。

　今の学まなぶが頼れる先──、葉は桜ざくらを巻き込まないという前提ならそれほど選せん択たく肢しは多くない。

　まずジャーナリストの春はる木き。次に外務省事務次官の相あい川かわ、それから〈秋アウトウンノ〉氏し族ぞくの灯とう籠ろう参さん事じ官かん……は可能な限り避けたい。彼女に相談すれば、結果はどうあれ莫ばく大だいな借りを作りかねない。あとはラパーチェ事件で知り合った公こう安あん調ちよう査さ庁ちようの調査官──水み無な瀬せ王おう寺じくらいか。

　水無瀬の名を思い出すとわずかに気持ちが和やわらぐ。三ヶ月前、混迷した状況下で彼はずっと自分達の味方でいてくれた。彼がいなければ今ここに葉桜がいたかも怪あやしい。今回も連絡すれば二つ返事で相談にのってもらえるはずだ。

　だが──、とりあえずは手近なところからか。

　学はメモ帳を閉じ足を早めた。

　平日の市街は閑かん散さんとしていた。買い物帰りの主婦や老人が疎まばらに道を行ゆき交かっている。いつもどおりの平へい穏おんな風景、だが学は周囲の景色にどこか薄うすら寒いものを感じていた。父ちち親おやを殺した勢力──その手が居きよ留りゆう区くに及およんでいないと誰だれが保証できるだろう。今にも暴ぼう走そうした車が向かってくるかもしれない。すぐ先の曲がり角に暴ぼう漢かんが潜ひそんでいるかもしれない。あるいは道端のゴミ収集スペースに爆ばく発はつ物ぶつが仕し掛かけられているかも──

　鼓こ動どうが高鳴る。知らず知らずのうちに、目つきが険けわしくなっていた。立ち止まって深呼吸を一回。落ち着け、今からこんなに気を張っていたら身体からだが保もたない。

　大通りに出て駅前を目指す。船ふな町まち交差点を通り過ぎ、護ご国こく神じん社じやの前を左折したところに目的地はあった。横に長いコンクリート造りの重厚な建物。父親の職場──在ざい彦ひこ根ね居きよ留りゆう区く日に本ほん国こく大たい使し館かんだった。

　茉まつ莉り花かの言っていたことは、おそらく父親も認識していただろう。であれば彼の私物──パソコンや書類などに情報が残っている可能性は高い。何か理由をつけて……たとえば遺い品ひん整せい理りの名目で見せてもらえないだろうか。

（難しいだろうな）

　学は渋じゆう面めんを作る。大使執しつ務む室しつと言えば外がい交こう機き密みつの塊かたまりだ。身内といえどそう簡単に入らせてもらえないだろう。だが望み薄であっても手をこまねているよりマシだった。

　窓口の職員は少ない。父親の件や他の事案に手を取られているのか、受付のいくつかは締め切られ、広いロビーは閑かん散さんとしていた。見渡す限り面識のある顔はなく、学はやや居い心ごこ地ちの悪い気分になる。事情が事情だ。素す性じようを告つげれば無む下げにされることはあるまい。そう分かっていても、役所特有の厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きは彼の足を鈍らせた。

　悩んでてもしょうがない……か。

　ため息を一つ、しかつめらしい表情で窓口に向かおうとする。

「あれ、学君、学君ですか」

　甲かん高だかい声が左手で上がった。

　ふりむくと禿とく頭とうの、狸たぬきを思わせる中年男性が彼を見ていた。ひどく太った体型でズボンからこぼれた肉がベルトを隠かくしている。室内が暑いのか、眼鏡めがねをずらしつつハンカチで額ひたいの汗をぬぐっていた。

　見知った顔──大たい使し館かんでは古ふる株かぶの事務局員だった。何度か父ちち親おや宛あての連絡を取り次いでもらったこともある。学まなぶはほっと肩の力を抜いた。男は学に近づくと、頰ほおの汗を拭ふきながらぺこりと頭を下げた。

「すみません、お葬そう式しきの方伺うかがえませんで。手伝いに行きたかったんですが、ここ数日あっちもこっちも大おお騒さわぎでして。お父とう様の件は──その、残念でした」

　学は黙もく礼れいした。事務局員は腰を低くしたまま、やや上うわ目め遣づかいに彼を見た。

「今日きようは？　お父様のことで、何か？」

「ええ、実は──」

　学は手短に用件を伝えた。茉まつ莉り花かの言葉や父の死因には触れず、ただ遺い品ひんを確認したいとだけ告つげる。だが事務局員は聞き終わるなり渋じゆう面めんを作った。

「いや……ごめんなさい、学君それはまずいです」

　予想通りの反応。学は嘆息した。

「……ですよね」

　流石さすがに直接的すぎたか。反省し他のアプローチを考えていると、事務局員は慌あわてたように言葉を継ついだ。

「ああいえ、ごめんなさい。固いことを言うつもりはないんです。事情が事情ですし、誰だれか職員がつきそっていればいいだけの話ですから。ただ、今はちょっと……」

「？」

　学は眉をひそめた。様よう子すがおかしい。

　事務局員は探さぐるように周囲を見渡した後、声を潜ひそめた。

「実はですね──」

「おい、なんだ、何をしてるんだ」

　よく通るバリトンが周囲に響き渡った。

　鷲わし鼻ばなの男性が受付の向こうに立っていた。黒髪をぴっちりと整髪料で固め、高級そうなスーツに身を包んでいる。男はカッカッと大おお股またで歩み寄ると事務局員を睨にらみつけた。

「資料を持ってくるよう頼んだだろう。こんなところで何を油売ってるんだ。……なんだ？　その子供は」

　横おう柄へいに言って学を一いち瞥べつする。学はむっと男を睨み返した。険けん悪あくな雰ふん囲い気きを察さつしたのか、事務局員が慌あわてた様よう子すで間に入る。

「すみません、臨りん代だい。こちら南みなみ方かた大使のご子息で、大使の遺品を引き取りたいと」

　臨りん代だい？　耳慣れぬ言葉に学まなぶは戸とま惑どった。男はふんと鼻を鳴らし、侮ぶ蔑べつにも似た感情を顔に浮かべた。

「着任して最初に言わなかったか？　前ぜん大たい使しの部屋は許可あるまで立ち入り禁止。中の物には一いつ切さい手を触れるなと」

「はぁ、ですが」

「ですがじゃない。前任の身内だかなんだかしらんが今はただの民間人だろう。いちいち特とく別べつ扱あつかいしてどうするんだ。大体業務時間中に私用で押しかけてくるなんて、どんな教育を受けてたんだ。君も外交官の息子だったんだろう。公私の別をわきまえたまえ」

　学は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとして、次いで激しい怒りに見舞われた。なぜ初対面の相手にここまで言われなければならないのか。これではまるで、自分が身内の立場を利用し特別扱いを受けてきたようではないか。自分は以前に私用で大使館に押しかけたことなど一度もない。あからさまな偏へん見けんに満ちた物言いだった。

「あんたな──」

　声を荒げ詰め寄ろうとした瞬間、「まぁまぁ」と事務局員がなだめるように割って入った。丸い瞳を線のように細めて笑えみを形作る。

「私が彼を見つけて声をかけちゃったんですよ。彼から私達にどうこうしてくれって言ったわけじゃありません。それより臨代、こちらにいらしたってことは何か用があったんじゃないですか？」

　臨代と呼ばれた男は意表を突つかれたようにぐっと言葉を吞み込んだ。視線を左右に走らせ、部屋の奥に座る女性職員に大声で呼びかけた。

「おい、おい君、そう君のことだ。評ひよう議ぎ員いん達との顔合わせはどうなった。朝に依頼してから全然音おと沙さ汰たないじゃないか」

　女性職員はあからさまに迷惑そうな表情で顔を上げた。

「先方の予定も詰まっていますから、そんなすぐにアポイントはとれませんよ。早くても夕方、普通に考えれば明日以降です」

「なにをふざけたこと言ってるんだ。予定などあけさせればいいだろう。日本政府の代表が直じき々じきに面会を求めてるんだぞ。それに優先する予定などあるか」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな物言いに、学は怒るより先に呆あきれてしまった。事務局員に肩を寄せ囁ささやき声ごえで問いかける。

「なんなんですか一体、あの人は」

　事務局員は申し訳なさそうに頭を下げ、額ひたいの汗をぬぐった。

「すみませんねぇ、我々も今け朝さ顔合わせしたばかりなんですよ。あの人は臨代──臨りん時じ代だい理り大たい使しです。あなたのお父様の後任ですよ」

「こう……にん？」

　学まなぶは目をしばたたいた。事務局員はこくりとうなずいた。

「まぁ大たい使し不在ってわけにはいきませんから。誰だれかがならなきゃいけないのは確かなんですけどね。普通はここの公こう使しか参さん事じ官かんが昇格するんです。それがどういうわけか今回は中央から派は遣けんされてきましてね。着任するなり南みなみ方かた大使の部屋には一いつ切さい触るなとか言い出して。わけが分からないですよ」

　学の心に冷たいものが走った。

　東とう京きようから派遣された臨時大使、理由も告つげずに封ふう鎖さされた父親の部屋。

　最悪の予想が暗あん雲うんのように広がっていく。まさか先手を打たれたのか。父親の執しつ務む室しつに残された情報──手がかりを始末するために。

「とにかく、そういうわけなんで今はちょっとご案内できそうにないです。また状況が変ったらご連絡しますんで、今日きようのところは勘かん弁べんしてもらえますか」

　すみませんと頭を下げる事務局員に、学は「ああ、いえ」と曖あい昧まいな返事しかできなかった。混乱が意識を満たしている。無言で向かい合う彼らに気づいたのか、臨りん代だいが苛いら立だたしげな声を上げた。

「おい、資料はどうしたんだ！　いつまで無む駄だ話ばなしをしてる。……まったく、どうなってるんだここの職員は。他の公館じゃ考えられん」

　事務局員は弾はじかれたように背せ筋すじを伸ばしロビーの奥へと向かった。去さり際ぎわに一度だけ振り返り、学に会え釈しやくしてみせる。

　学は固かたい表情のまま受付に背を向けた。後ろでは臨代の苛いら立だたしげな声が途と切ぎれることなく響いている。

「だいたい前任はアポストリに甘すぎたんだ。余よ計けいな配慮など見せるから連中がつけあがる。いいか、私は南方大使とは違う。アポストリ達に対しても断固とした姿勢で臨のぞんでいく。君らもそのあたりを十分に意識してもらいたい。こないだの議員殺人についても同様だ。我々は日本国の国益を守るため、彼女達に積極的な情報開示を求めていく。分かったかね？　よろしい、では仕事にとりかかりたまえ」




　大使館を出るなり相あい川かわに電話をかけた。

　一体どういうつもりであんな人間を派遣したのか訊たずねたかった。裏でどんなやりとりがあったにしろ、交替の判断を下したのは東とう京きようの外務省だろう。省の総意としてアポストリとの関係を悪化させたいと思っていない限り、あれほど高圧的な人間を後任に据すえるとは考えられなかった。

　だが電話口に出た女性職員は信じられない台詞せりふを口にした。

『相川でしたら昨日きのうづけで退官となりましたが』

「退官……？」

　学まなぶは耳を疑った。別の人間と勘かん違ちがいしているのではないかと思った。

「先週電話で話した時には全然そんなこと言ってませんでしたけど」

『自じ己こ都つ合ごうによる退官ですので、理由については分かりかねます』

「それじゃあせめて連絡先を教えてください。携帯か、自宅の番号でも」

『申し訳ありませんが、個人情報につきお伝えしかねます』

　とりつく島もなかった。電話を切り呆ぼう然ぜんとする。一体どういうことだ。

　どうしてよいか分からずたたずんでいると、不ふ意いに手の中の携帯が震ふるえた。液晶画面を確認し眉をひそめる。発信者は春はる木きだった。

『学君、今大丈夫かい』

　春木の声は固かった。焦しよう燥そうと混乱を多分に含んだ口く調ちよう。ひどく嫌いやな予感がした。

『とんでもないことになってるよ。どこもかしこも大おお騒さわぎだ。霞かすみヶが関せきと永なが田た町ちようから入ってくる情報だけで回線がパンクしそうになってる』

「何が起こってるんですか」

『親しんアポストリ派の一いつ斉せい放ほう逐ちくだよ。南みなみ方かた大たい使しのシンパと見なされた人間が次々に辞やめさせられていっている。表向きの理由は様々だけど、とにかくひどい状態さ。残ざん敵てき掃そう討とうの殲せん滅めつ戦せんみたいになってる』

「な──」

　学は絶句した。喉のどの奥から喘あえぐような声を漏もらし、携帯に問いかける。

「なんでそんな無む茶ちや苦く茶ちやが許されてるんですか。問題にならないんですか、そんな強引なことして」

『……これはまだ噂うわさレベルだけど、どうも南方大使絡がらみで大規模なスキャンダルが浮上してるらしい』

「スキャンダル？」

『機き密みつの漏ろう洩えいさ。南方大使は立場を利用して、日本政府・自衛隊の機密情報をアポストリに流し続けていた。そういう疑いがかかってるらしい』

「………！」

『親しんアポストリ派の辞じ職しよくも、裏で公こう安あんが手を引いてるんじゃないかって話だ。秘ひ密みつ裏りに検けん挙きよして漏洩の証しよう拠こを押えにかかってるんじゃないかってね』

　学はもはや一言も発することができなかった。耳元で春木が早口に情報を伝えている。だが耳に入った言葉は、彼の意識にとどまることなく霧む散さんし消えていった。







　第三話








三月九日　午後七時二十二分

四よツつ谷や　外そと堀ぼり通どおり






　狭い車内に携帯の着信音が鳴り響いた。

　水み無な瀬せ王おう寺じは長い指を携帯に絡からませ、液晶画面を確認した。発信者の名前を見て片かた眉まゆを持ち上げる。電話の主は彼のよく知る人物だった。

「やぁ、学まなぶ君」

　水無瀬は携帯を耳に当てると、落ち着いた声で言った。スピーカーの向こうから安あん堵どのため息が聞こえてくる。

『よかった……、水無瀬さん、無事だったんですね』

「ああ。僕はぴんぴんしてるよ。どうしたんだい、そんな不安そうな声で」

『いえ──』と南みなみ方かた学は迷うように言葉を濁にごした。何をどこまで話してよいか躊躇ためらっているのだろう。揺ゆれ動うごく心が痛い程ほど伝わってきて、水無瀬は申し訳なくなった。

「お父とう様のことは聞いたよ。残念だった」

『その件なんですけど──』

　学は固い声で言った。

『水無瀬さんの方で、つまり公こう安あんでってことなんですけど。親おや父じの事故について何か聞いてませんか』

「何か」

　水無瀬は視線を宙ちゆうにさまよわせた。こめかみを小指の先で数回叩たたく。

「というと？」

『事故じゃない、とか。他の原因があったとか』

「殺されたって言いたいのかい」

　声を低くして問いかける。電話向こうの声は一いつ瞬しゆん沈黙した後、『はい』と答えた。

「誰だれからそんな話を聞いたんだい」

『誰からって言うんじゃないですけど、ちょっとそういう噂うわさを聞いたんで』

　噓うそだと直感した。彼の知る南方学は周囲の噂程度で右う往おう左さ往おうする人物でない。誰かが殺人の可能性を吹き込んだのだ。誰だろう、大使館の人間をもう一度洗うべきか。

『ラパーチェの件で、自衛隊が変な動きをしてるって水無瀬さん言ってたじゃないですか。それで少し気になって。──何もないならいいんです。変なこと聞いてすみませんでした』

　そう言って会話を打ち切ろうとする。水み無な瀬せは慌あわてて彼を押おし止とどめた。

「ああ……いや、ごめん疑ってるわけじゃないんだ。ただこっちにはそういう情報が入ってきてないってだけで。学まなぶ君が気にするのは分かるよ。むしろ僕らの方こそ事件の可能性を検けん討とうしてしかるべきだった」

『………』

「何か分かったら連絡するよ。色々大変だとは思うけど気を落とさずに。父上亡き後、アポストリ達との交流は君にかかってるんだからね」

　学は『はい』と答えて沈黙した。何かをじっと考えるような間の後、ぽつりと『水無瀬さん』と言った。

「なんだい」

『詳しくは言えないですけど……気をつけてください。水無瀬さんみたいな人は結構危ない状況だと思います』

「何な故ぜ──とは聞いちゃだめなんだよね、多分」

『……すみません』

「いいさ。忠告ありがとう。学君の方こそ気をつけてくれよ。何かあったらすぐ連絡してほしい。遠えん慮りよは無用だぜ」

『ありがとうございます』

　わずかに和やわらいだ声を残し電話が切れる。通話が完全に途と切ぎれたのを確認して、水無瀬は携帯をしまった。

　ふっと頰ほおに視線を感じた。傍かたわらに座る女性が不ふ機き嫌げんそうにこちらを見ている。吊つり目め勝がちの、美人だがやや気の強い印象を受ける女性だった。

「どうしたんだい、八や幡わた三さん尉い。そんな怖い顔して」

「水無瀬一いつ佐さは悪趣味です」

　断ち切るような口く調ちようで言われた。形のよい唇がきゅっとへの字に結ばれる。

「何が『可能性を検けん討とうしてしかるべきだった』ですか。ご自分で指示しておいて白々しい。何もできない子供をいたぶって、そんなに面おも白しろいですか」

　水無瀬は苦笑しつつ口の端はを歪ゆがめた。

「何もできない……ね。果たしてそうかな」

「どういうことですか」

「彼は戦ってるよ。もてる知識と人脈を最大限に活いかしてね。昨日きのうの今日きようにしてはかなりの情報を手に入れてる様よう子すだった。さすがはあの南みなみ方かた大使の息子と言うべきかな。君の趣味にはあわないかもしれないが、どんな形であれ彼の動向を把は握あくしておくのは──悪いことじゃない」

「………」

「それにだ」

　水み無な瀬せは座席にふかぶかと身体からだを沈めた。眠たげな瞳に諧かい謔ぎやくの光を宿して、夜の闇やみを睨ねめつける。

「これから魑ち魅み魍もう魎りようどもとやりあいにいくんだ。このくらいの息抜きは許されるべきだろう？」




　永なが田た町ちよう赤あか坂さかの北側、皇居の壕ほり沿ぞいに立つホテルの敷しき地ち内ないに目的地はあった。

　緑豊かな日本庭園は、都心と思えぬ静けさに満ちている。竹林の間を縫ぬう小道に灯とう籠ろうが置かれ足あし下もとを淡いオレンジ色に照らし出していた。程ほどなく数す寄き屋や造づくりの日本家屋が姿を現す。水無瀬は入り口の引き戸をくぐると、応対の仲なか居いにコートを預けた。

「皆様、もうお揃そろいです」

　仲居の言葉に無言でうなずき板張りの廊下を進んでいく。つきあたりの障しよう子じを開け座ざ敷しきに足を踏み入れた。途と端たん、無ぶ遠えん慮りよな視線が彼に集中する。

　座卓を囲むように十数人の男達が座っていた。いずれも老境で顔には深い皺しわが刻まれている。身なりこそ洋よう装そう和わ装そう様さま々ざまだが、一様に威い圧あつ的てきな雰ふん囲い気きを放はなっていた。見る人が見れば一いつ瞬しゆんでとてつもない集まりと分かるだろう、政界・財界の重じゆう鎮ちん達たち──長老と呼ばれる面々だった。

「いやぁすみません皆様、お待たせしました」

　水無瀬は気安い口く調ちようで言って頭を下げた。下しも座ざに着席し、ぐるりと周囲を見渡す。男の一人が冷たい視線で彼を睨にらみつけた。

「我々全員を待たせて最後に登場とは、よい身分だな。水無瀬君」

　水無瀬は薄い笑えみを口元に浮かべた。

「色々せわしなくてですね。部下に任まかせればいいんですが、どうにも自分で見ていないと安心できない性質でして。ついつい手を出し口を挟はさんでたらこんな時間になってしまいました。申し訳ありません」

「君な──」

「もういい」

　声をあげかけた男を別の老人が遮さえぎった。苦にがり切きった表情で口を開く。

「無む駄だ話ばなしをしている余裕はないはずだ。本題に入ろう。水無瀬君、今回の件、一体どういうつもりだ」

「どうとは」

「ここまで性急に事を運ぶとは聞いていないぞ。あくまでアポストリ達の技術移転に譲じよう歩ほを求めるための限定的な懲ちよう罰ばつ行こう為い、そういう話だったはずだ」

　確かにと水無瀬は思った。

　この計画が最初に承認された時、その規模は小さく手段はより穏おん便びんなものとなるはずだった。それを拡大し暴ぼう走そうさせ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずを生み出したのは彼だ。目の前の老人達にとっては寝耳に水だろう。慌あわてるのも当然だった。

　だが彼はそんな内心をおくびにも出さず、淡々とした口く調ちようで答えた。

「目的についてはきちんと認識しています。細かな手段は状況に応じて最適なものを選択してるだけです。現場レベルの判断はこちらに任まかせていただけるという話でしたが」

「度が過ぎると言ってるんだ」

　老人は苛いら立だちを声に滲にじませた。

「彼女たちは雌め牛うしだ。上じよう手ずに飼えば莫ばく大だいな富とみをもたらしてくれる。確かに様々な問題があることは確かだが、殺してしまっては元も子もない」

「これはまた──、〈水車小屋〉創設メンバーのお言葉とは思えませんね」

　水み無な瀬せは皮肉な笑えみを浮かべた。大おお仰ぎように手を広げ驚いてみせる。

「失われた国土の回復、四よん・一いち八はちの復ふつ仇きゆう、アポストリという危険因子の恒こう久きゆう排はい除じよ。僕の引ひき継ついだ〈水すい車しや小ご屋や〉の文書にはそんな理念が記しるされていましたが」

　老人は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「時代が変わったんだ。二十年前とは状況が違う。もはやアポストリ達なしではこの国の経済も外交も立ちゆかない。復ふく讐しゆう心しんにまかせて即そく排はい除じよというわけにはいかんのだ。とはいえ彼女達を野の放ばなしにしておくわけにもいかん。だからこそ少なくないリスクを冒おかして組織を復活させ、君に預けたんだ。彼女達を適正に管理し、制せい御ぎよするための牧ぼく童どうとしてな」

　水無瀬は笑い出しそうになった。牧童、牧童だと？　一体この老人どもは四・一八で何を見てきたのだろう。あの人じん外がいの生き物、基き礎そ概がい念ねんさえ不明なオーバーテクノロジーを管理などできるものか。原始人にパソコンを渡してお守りさせるようなものだ。

　時間の無む駄だだ。状況は刻こく一いつ刻こく動いている。こんな所で馬ば鹿かの相手をしている暇ひまはない。いっそこのまま席を立ち市いちヶが谷やに帰ってしまおうか。

　水無瀬の様よう子すが変わったことに気づいたのか、老人の一人が眉をひそめた。

「おい君、何だ。何がおかしいんだ」

　水無瀬は口の端はを歪ゆがめた。伸ばした人差し指と中指で額ひたいを押える。

「いや失しつ敬けい、皆様があまりにおめでたいんでね。よくその程度の状況認識で今までやってこれたもんです。この国の裏側も──案外大したことない」

「な──」

　老人達がぽかんと口を開ける。ややあって彼らの表情に激しい怒ど気きが浮かんだ。一人が拳こぶしで机を叩たたき怒ど鳴なった。

「口を慎つつしみたまえ！　水無瀬君。我々がなぜ君を呼び出したと思ってるんだ」

「怖おじ気けづいたからでしょう。普段は大上段に構えていても、いざ事がおこると変化を恐れて尻しり込ごみする。典型的な小物の反応だ」

「き……貴様」

　老人達は怒りのあまり卒そつ倒とうしそうだった。顔を赤くし、金魚のように口をぱくぱさせている。ただ一人、最上座の老人だけは巌いわおのように顔面を強こわばらせ水み無な瀬せを睨にらみつけていた。

「気でも狂ったのかね水無瀬一いつ佐さ。我々相手にそのような物言いをして、ただですむと思ってるのか。〈水すい車しや小ご屋や〉の長などいくらでも替かえがいるんだぞ」

　水無瀬は口元に笑みを貼りつけたまま向き直った。

「それは僕を更こう迭てつするということですか？　作戦実行中の、まさにこのタイミングで」

「必要とあらばそうする。多少の混乱はあるかもしれないが、このまま君に任まかせて取り返しのつかない事態になるよりマシだ」

「なるほど」

　水無瀬は考え込む表情になり、視線を宙ちゆうにさまよわせた。ややあって心しん底そこ無む念ねんそうにため息をつく。

「こういうやり方は嫌きらいなんですが……まぁ仕方ないですね」

　言いながら懐ふところより数枚の写真を取り出し机の上にばらまいた。老人達は怪け訝げんそうに写真を取り上げたが、不ふ意いに表情を凍こおりつかせた。

「き……貴様、なぜこれを！」
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　愕がく然ぜんとした様よう子すで水無瀬を見つめる。写真には分厚い書類が映し出されていた。Ａ４の紙面に細かい文字や図表がびっしりと記しるされている。

　水無瀬は酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。

「手に入れるのに苦労しましたよ。いやはや、とても興味深い文書でした。四よん・一いち八はち時の政府要人の国外脱出計画。しかも脱出したあとは米軍の戦せん略りやく核かく数十発による日本全土の滅めつ菌きん処しよ理り──ですか。日本国民一億人を道連れにアポストリを消しよう滅めつさせようとは、流石さすがの僕でも考えつきません。感服しました。ああ、もちろん脱出者リストの中には皆様のお名前もばっちりのっていましたよ」

「……これをどうするつもりだね」

　最上座の老人は乾いた声で言った。水み無な瀬せは「さぁ」と首を傾かしげた。

「僕がどうするかというより、あなた方がどうしてほしいかじゃないですか。まぁ、お互いが一番幸せになれる方法を考えましょうよ。僕も皆様も国を愛する気持ちは同じ。腹を割って話せば、きっと分かり合えるはずです」

　舞台に立つ役者のように言って水無瀬は室内を見渡した。老人達は顔を蒼そう白はくにして彼を見つめている。水無瀬は眦まなじりを弛ゆるめ、満面の笑みを浮かべて言った。

「さて──、せっかくですから少し今後のことをご相談しましょうか。政財界マスコミに顔の広い皆様だ。色々ご助力いただきたいことがあるんですよ。この作戦──いや戦争を勝利で終わらせるためにね」




　　　　＊




「学まなぶ、ちょっと下まで来て」

　背後から声をかけられ、学は飛び上がりそうになった。水無瀬と話していた携帯を背中に隠かくし振り向く。自室のドアを開けて葉は桜ざくらがきつい表情でこちらを見ていた。つんと尖とがった鼻の上で紅くれないの双そう眸ぼうが鋭く輝いている。

「な、な、なんだよいきなり。ノックもなしで」

「いいからリビングに降りてきて。ちょっと話があるの」

　有う無むを言わせぬ口く調ちようで言ってドアを閉める。学は呆ぼう然ぜんと閉じた扉とびらを見つめていた。じわじわと不安がこみ上げてくる。まさか、自分が何をしているか悟さとられたんじゃないだろうな。

　今け朝さ大たい使し館かんを訪れてからずっと、学は父のことを探さぐり続つづけている。父ちち親おやがこれまで何と戦ってきたのか、何な故ぜ殺されなければならなかったのか。ネットの情報を探り、父親の遺い品ひんを調べ春はる木き経けい由ゆで東とう京きようの情勢を把は握あくした。だが現在のところ目立った成果は上がっていない。収穫は水無瀬の無事が確認できたことくらいか。他は全すべて袋ふくろ小こう路じ、どうしたらよいか見当もついていない。悩み続ける内、気づけば一日の大半を自室で過ごしていた。葉桜が怪あやしむはずだ。

（失敗したな）

　舌打ちしつつ、拳こぶしを鼻の下に押し当てる。あいつに悟られたらまずいと分かっていたのに。どうするべきか、あいつがもう一度来る前に家を出ておこうか。

　その時、乱暴な音を立てて扉とびらが開いた。ぎくりと身体からだを縮こまらせる学まなぶの前で、葉は桜ざくらが半身を乗り出すようにして室内を覗のぞき込こんだ。

「逃げないでよね」

　念を押すように言って扉を閉める。学はため息を漏もらすと重い腰を上げた。




　リビングに入るなり、甘い匂いが鼻び腔こうをくすぐった。

　キッチンでは忙しそうに二つの人影が動きまわっていた。一つは白いエプロンを着けた黒こく衣いの少女、片手に茶ちや漉こしを持ちしかつめらしい顔で紅茶をポットに注いでいる。もう一つは見慣れた金きん髪ぱつの共きよう棲せい者しや、両手に赤のミトンをはめオーブンから容器を取り出していた。

　葉桜と稻いな雀すずめだった。

　何やってるんだ、二人とも。

　呆あつ気けにとられて見ていると、葉桜がこちらに気づいた。容器を持ったまま眉まゆ尻じりを上げる。

「遅いわよ、学。早く座って」

　言われるままテーブルに腰こし掛かけると、程ほどなく白い陶製のカップが目の前に置かれた。大きく膨ふくれあがったスポンジのような生地。中央にわずかな穴があけられそこにバニラアイスが載のせられている。焼きたての香ばしい香りが立ち上ってきて、学はごくりと唾つばを飲み込んだ。

「あとはこちらも」

　横から稻雀がティーカップを差し出した。

「ウヴァのよい茶葉があったので淹いれてみました。先さき程ほど試してみましたが、なかなかいい香りですよ」

「ああ……そう、っていやいや、ちょっと待った」

　学は警けい戒かいも露あらわに二人を見回した。眉根ねに皺しわを寄せ稻雀、次いで葉桜を見み据すえる。

「なんだよこれ、なんでいきなりお茶会みたいになってるんだよ」

「なんだっていいでしょ。いいから早く食べてみてよ、スフレ萎しぼんじゃうでしょ」

「スフレ……？」

「それよ」

　言って葉桜はスポンジを指さした。腰に手をあてて得意げに胸を張ってみせる。

「この前ケーキ屋さんで見ておいしそうだったから作ってみたの。初めてにしてはよくできたわ。最初は難しそうと思ったけど、やってみたら全然たいしたことなかった」

「まぁ十回くらい失敗してましたけどね」

「中ちゆう尉い！」

　葉桜は顔を真っ赤にして叫んだ。

　学まなぶは視線を正面に戻もどし、まじまじとスフレを見下ろした。やっぱり話がよく分からない。スフレだかサブレだか知らないが、なぜいきなりこんなものを作ろうと思ったのか。しかも時間はもう夜の八時近くだ。まさか今からお茶の時間というわけでもあるまい。

　沈黙したままの学を見て気まずくなったのか、葉は桜ざくらが視線を逸そらした。口元を歪ゆがめ、やや不安そうな表情になる。

「ま、学がずっと部屋に閉じこもってるから──心配になって中ちゆう尉いに相談したのよ。そうしたら、人間の男の子は手作りのお菓子をあげると元気が出るって言うから」

　学は稻いな雀すずめを見た。黒こく衣いの少女は素そ知しらぬふうに視線を逸らしている。また、こいつか。

　葉桜は喋しやべりながらどんどん自信がなくなってきたのか、顎あごを引き視線を落とした。

「でも、初めてのレシピだからうまくできなくて……、本当はおやつの時間に間に合わせたかったんだけど何回やっても失敗するから、だからこんな時間になっちゃって。──それに学もこんなことしてる気分じゃないだろうし、伯お母ば様が大変な時に不ふ謹きん慎しんな感じもするし、やめた方がいいかもと思ったんだけど、中尉は絶対喜ぶって言うから。それで──」

「そ、それじゃあ」

　俺を問い詰めるために呼んだんじゃないのか？　そう言おうとして危あやうく口をつぐむ。

　葉桜は目をぱちぱちとしばたたいた。

「何、どうかしたの？」

　きょとんとした表情、その顔に自分を責めるような色は見えない。

「いや……」

　どっと肩から力が抜けた。なんだよまったく、人ひと騒さわがせな。

　スプーンを取り上げスフレをすくう。口に入れた瞬しゆん間かん、ふわふわした食感が口の中いっぱいに広がった。甘い熱気が舌に触れる度たびとろけていく。学は思わずため息をついた。

「どう？　おいしい？　おいしくない？　普通？」

　葉桜が心配そうに彼の顔を覗のぞき込こむ。学はわずかに考えた後、「うん」とうなずいた。

「いいんじゃないか、初めて作ったにしてはなかなかいけてると思う」

「本当!?」

　葉桜の顔がぱぁっと華はなやいだ。蕾つぼみがほころぶような笑えみに学は一いつ瞬しゆんどきりとした。頰ほおが火で炙あぶったように熱くなる。慌あわてて顔を逸らしティーカップを持ち上げた。

「いかがですか、おいしいですか、おいしくないですか、すごく不ま味ずいですか」

「嫌いやな選せん択たく肢し入れるなよ！　ていうか、まだ飲んでないだろ」

　稻雀を黙らせ紅茶に口をつける。芳ほう醇じゆんな茶葉の香りが鼻に抜けた。ほどよい苦にがみがスフレの甘さを引き立てる。学は瞑めい目もくしてほうっと吐息を漏もらした。横から葉桜がすっと顔を出す。

「気に入ったなら、まだあるけど。食べる？」

「ていうか、おまえらはいいのかよ。俺ばっか一人で食べてて」

「私達は──いいのよ、もう十分食べたから」

　固い笑えみを浮かべながら、葉は桜ざくらが一歩横に移動する。学まなぶの視界からキッチンを隠かくすような動きだった。細いウェストの向こうに山積みの食材と料理道具を認めて学は口をつぐむ。稻いな雀すずめの言うとおり、昼前からスフレ作りを続けていたのならキッチンは大変なことになっているはずだった。

「じゃあ、あと一個だけ」

　そう言いかけた時、ポーンと玄関のチャイムが鳴った。

「ああ、いいよ。俺が出るから」

　キッチンから引き返しかけた葉桜を押おし止とどめ、学は席を立った。インターフォンを取り上げる。

『宅配便です』

「宅配便……？　誰だれからですか」

『えーっと、ちょっと待ってくださいね』

　配達員は有名な通つう販はんサイトの名前を口にした。内容物は書しよ籍せき、宛あて先さきは自分らしい。

　学は首を傾かしげた。本なんか頼んだっけ？

　記憶を探さぐりながら廊下に出て玄関を開ける。配達員から受け取った包みは意外に大きかった。雑誌でも入ってるのだろうか。購読中の誌名を一通り思い出してみるが、やはり注文した覚えはない。まさか爆ばく弾だんとかじゃないだろうな。背せ筋すじにひやりと冷たいものが走る。学は恐る恐る包みを振ってみた。かさかさと紙の擦こすれ合あう軽い音。本だ。少なくとも刃物や爆発物ではない。

　考えすぎか──リビングに戻もどりつつ封ふうを開け中身を取り出す。

　瞬しゆん間かん、彼は凍こおりついた。

　垣かい間ま見みえた表紙にはブロンドの水着女性が写っていた。胸の布地ははだけ豊満な胸のふくらみが半なかばまで露あらわになっている。扇せん情じよう的てきな英単語が女性を取り巻くように記されている。洋物のアダルト雑誌だった。

「な、な……な!?」

「学？　どうしたの」

「うわぁぁあ!?」

　裏返った悲鳴を上げて、背中に包みを隠す。振り返ると葉桜が怪け訝げんそうな表情で立っていた。細い首がこくりと傾かたむく。

「なぁにそれ？　何が入ってたの」

「何も入ってない！　じゃなくて、大した物は入ってない。ええっと……そ、そう、参考書だよ。英語の。本屋じゃ売ってなかったから取り寄せたんだ」

「ふぅん、良い本だったら私も使いたいかも。どんな本？」

「だ、だから、ちょっと待った！　待った！　ストップ！」

　手を伸ばす葉は桜ざくらから学なまぶは飛とび退のいた。扉とびらを開け、じりじりと後退していく。冗談じゃない。こんなもの見られたら何を言われるか分かったものじゃない。

「俺もまだ見てないから。あとで良さそうだったら教えてやるよ。それよりキッチンいいのかよ、なんかお湯沸わいてるぞ」

「え……？　あ、やだ、大変！」

　やかんの鳴る甲かん高だかい音がリビングに響き渡る。慌あわてて振り返る葉桜に背を向け、学は廊下に出て自室への階段を上っていった。




　部屋の扉を閉め、荒い息を漏もらす。

　額ひたいの汗を拭ぬぐいまじまじと包みを見下ろした。もう一度、中身を取り出してみる。白い肌、ぷっくりとした唇、波打つ金きん髪ぱつはどこか葉桜にも似ている。そして首くび筋すじから胸元、その下に続く豊かな胸のライン。

「……っ！」

　慌てて冊さつ子しを戻もどしベッドの上に投げ捨てた。

　一体これはなんの冗談だ。なぜこんな本が自分に送られてくるのか。誰だれかの悪戯いたずら？　まさか稻いな雀すずめの仕し業わざか。

　髪をくしゃくしゃと搔かき回まわしながらベッドに腰を下ろす。凶きよう暴ぼうな目で壁を睨にらみつけつつ、学はこの爆ばく弾だんをどうするべきか考えた。このまま取っておくのは論外だ。かといってゴミ箱に捨てても掃そう除じの時に発見されかねない。いっそ通販サイトに返品するか。到着後すぐなら返送料もかからないはずだ。

　………。

　とりあえず──机の引き出しにでも隠かくしておくか。

　包みを引き寄せ胸元に押しつける。廊下の物音に耳を澄ましながら、学はベッドを立った。

　意識が外に向いていたせいもあるだろう。彼は包みを逆さまに持っていることに気がつかなかった。不ふ意いに胸元の荷物が厚みを失った。乾いた音を立てて中の冊子が床に落ちる。

（やば）

　慌てて腰をかがめた。左手で包みを押え冊子を拾い上げる。その時だった。ぱらりとページがめくれ何か細長い物が床に落ちた。眉まゆ根ねを寄せて取り上げる。郵便で使う無地の茶ちや封ぶう筒とうだった。表面には何も書かれておらず、厳重に口が糊のりづけされている。

　なんだこれ──と思いながら学は封を開けた。中には二つ折りにされた紙し片へんが一枚入っている。彼は両手で紙面を広げた。




　上から三、左から四──ＷＮ81Ｑ──Ｋ・Ｍ




　紙には一行そう書かれていた。

　学まなぶは首を傾かしげた。三と四？　ダイヤルキーか何かの番号だろうか。いや、上とか左という記述があるから場所を指し示してるのかもしれない。真ん中の記述は……なんだろう。年代？　それから最後にあるアルファベット。

（Ｋ・Ｍ）

　眉をひそめる。誰だれかのイニシャルだろうか。名前がＫ、名字がＭ。自分の知り合いでこんな頭文字の人は──

　いや、待て。

　どくりと心音が高鳴った。

　いる、一人いるではないか。彼のよく知る人物。生まれてこの方、ずっと彼の進む先にいた人間。

　まさか……。

　ふっと思い立ち、学は部屋を出た。

　足早に廊下を進み、突き当たり奥──書斎の前に立つ。ダークブラウンの扉とびらは外界を拒絶するように固く閉ざされていた。ドアノブをつかみ押し開ける。廊下の光が暗い室内に滑り込み、床を照らし出した。

　冷たい空気が鼻び腔こうを刺激する。乾いた木の匂いが、学に部屋の主を思い起こさせた。扉脇わきのスイッチを探さぐり照明をつける。

　淡いオレンジ色の光が殺さつ風ぷう景けいな室内を照らし出した。部屋の奥に書斎机、手前にソファーと観葉植物。壁かべ際ぎわには天井まで届く本棚が設置されている。

　上から三──

　学は本棚に歩み寄り、三段目の棚を見る。

（左から……四冊目）

　視線を左から右に走らせる。

　分厚い法学書に挟はさまれて古びた洋書が一冊置かれていた。背表紙をつかみ本を抜き取る。ぱらぱらとページをめくっていき半なかばで指を止めた。

　正方形のメモが一枚挟まれている。そこに一行の文字列が記しるされていた。アルファベットと数字、記号からなる文字の連なり。ネットのアドレスと思おぼしき記述だった。

　急いでメモを持ち帰り、自室のＰＣを起動する。ブラウザを立ち上げメモのアドレスを入力した。ウィンドウがポップアップしパスワードを問いあわせてくる。学は封筒の紙し片へんに視線を移しながら、指先でキーボードを押した。

　ＷＮ……８……１Ｑ。

　ＯＫボタンをクリックした瞬しゆん間かん、画面が切り替わる。

　青と白を基調としたページに、処理中を示すプログレスバーが現れた。表示されるメッセージを見る限り、どこかの端末にアクセスしているらしい。ややあって表示が消え長文のテキストが現れた。

　学まなぶは喘あえぐような声を上げてモニターを注視した。




　この文章をおまえが読んでいるということは──




　テキストデータは語りかけるような口く調ちようでそう始まっていた。

『この文章をおまえが読んでいるということは、私の身に何かあったということだろう。文書へのアクセスコードはいくつかの条件──私の死亡や失しつ踪そうというものだが──を満たすと自動的に発送されるようにしてある。送付方法については私も知らないし、コードを送った人間も文書の内容を把は握あくしていない。その方が安全だからだ。なぜここまで回りくどいことをしなければいけないのかは今のおまえなら十分理解できるだろう。〈彼ら〉は我々のことを徹底的に調べ上げ、監かん視しの目を光らせている。表だった味方は全すべて連絡が取れなくなっているはずだ』

　学は息を吞のんだ。威い圧あつ的てきな文体、修しゆう辞じを徹底的に省はぶいた口調には覚えがある。彼のよく知る人物のものだった。学はマウスを握る手に力を込めた。くいいるように画面を見み据すえる。

『まず〈彼ら〉が何者かを説明しておく。彼らは四よん・一いち八はち後に成立した防ぼう衛えい省しよう内の研究会を母体としている。その目的はポスト四・一八体制の打倒──つまり、居きよ留りゆう区くを中心としたアポストリとの共存システムを破は壊かいすることだ。組織は研究内容の過激さから十二年前に一度中心人物が追放され、解散させられた。だが去年の夏頃から再び動きが活発化している。おまえも覚えているだろう。冬に東京で星ほし祭まつりを追跡していた連中、あのバックが彼らだ。組織の名を〈水すい車しや小ご屋や〉と言う』

　〈水車小屋〉──、耳慣れぬ名前に眉をひそめる。星祭を追っていた連中と今回の黒幕が同じ？　それでは既すでに自分は彼らと遭そう遇ぐうしていたということか。画面をスクロールさせるのももどかしく、学は次の行に視線を走らせた。

『現在の〈水車小屋〉がどういう体制、指導者の下で動いてるのかは不明だ。だが、かなり強固な結束・情報統制のもとに動いていることは間ま違ちがいない。星祭の事件以来、必死で彼らの動向を探さぐっているにもかかわらず全まつたく尻しつ尾ぽをつかませないのがその証しよう拠こだ。このままいけば間違いなく我々は先手を打たれる。彼らの目的がアポストリの撲ぼく滅めつにあるなら、おそらくその計画は三つの段階に分けて実施されるはずだ』

　まず始めに──とテキストは続いている。

『対アポストリ感情の悪化工作、たとえばアポストリによるテロの演出、マスコミを使った反アポストリアピールの実施。次に第二段階として親しんアポストリ派の放ほう逐ちく、強きよう攻こう策さくをとるために邪じや魔まな人々の追放。そして最後──第三段階で〈十じゆう字じ架か〉政府を挑発し暴ぼう発はつさせる。戦争になったら最後、アポストリ達に未来はない。勝っても負けても彼女達はこの星での居場所を失う』

　学まなぶは慄りつ然ぜんとする。テキストの内容は現在の状況を正確に言い当てていた。これがいつ書かれたものか不明だが事態は既すでに第二の段階まで進んでいる。親しんアポストリ派の放ほう逐ちく──父親や相あい川かわの抹まつ殺さつ、追放。だとすれば次にくるのは最終段階。戦争を引き起こすための高圧外交だけだ。

　学の脳のう裏りに今け朝さ大たい使し館かんで見かけた臨りん代だいの顔が過よぎる。あんな連中が入れ替わり立ち替わりアポストリを責め立てたら──どれだけ茉まつ莉り花かが抑おさえても他の氏し族ぞくが黙っていないだろう。特に〈秋アウトウンノ〉氏族はまっこうから挑発を受けて立つはずだ。

『いずれにせよ、彼らの作戦の要かなめは第二段階の正否にある。そこさえ防げば世論がどれだけ沸ふつ騰とうしようと、やがて沈静化する。逆に言えば穏おん健けん派は・和平派をどれだけ温存できるかが我々の勝敗を左右すると思っていい。だがこの文書をおまえが読んでいる時点で、私はもう表だった行動を起こせる状況にないだろう。だとすれば次に彼らが狙ねらうのは〈十じゆう字じ架か〉側の穏健派、つまり茉莉花だ』

　呼吸が止まりそうになった。背せ筋すじに冷たいものが走る。息を吞のむ彼の前で、冷れい徹てつな文面が続いていた。

『彼らはあらゆる手段を使って茉莉花の命を奪うばおうとするはずだ。まだ詳細は確認中だが、〈十字架〉内部にも内通者のいる可能性が高い。最悪の事態として暗殺に近いことが行われる可能性もある。茉莉花にも注ちゆう意い喚かん起きはしているが、誰が敵か味方か分からない以上、表だった手を打てないのが現状だ。ましてや私がいない時点で日本側の支援はほとんど期待できないだろう』

　何かを迷うように一行空白があった。次いで『学──』と呼びかけの言葉が続く。

『私はよい父ちち親おやでなかったと思う。こんな時にもおまえの安否より、この国の未来を考えている。おまえが私を憎んでいたのはある意味当然だ。私はおまえの母親や妹を犠ぎ牲せいにし、それを政治に使うことを躊躇ためらわなかった。多分、この二十年で私は普通の人間が持っている感情をほとんどすり減へらしてしまったのだろう。それに関しては申し訳なく思う。私がこんな人間でなければ、おまえはもっと普通の生活を送れたはずだ。だが、それでも──』

　ぐっと唇を嚙かみしめる。ホイールを回し最後のページを表示させた。そこに書かれている文もん言ごんにもう迷いはなかった。

『茉莉花を守れ、学。現時点で最も彼女に近く、信頼できる人間はおまえと葉は桜ざくらだ。私が担になっていた希望と願いの全すべてをおまえに託たくす。あとは頼む、学』

　最後に一行、南みなみ方かた恵けい吾ごの署名。

　押し殺してきた感情がじわじわとこみ上げてきた。

　本当になんという父親だろう。最後の最後まで自分を──実の息子を政治の駒こまとしか考えていない。最低、最悪の人でなし。だがなぜその言葉がこうも心に響くのか。無言のまま考えて理由に気づく。

　自分は認められたのだ。南方恵吾という男が二十年かけて築き上げてきた世界を──理想を守る者として。全すべてが壊こわれ綻ほころびつつある中、最後に頼ることのできる人間として。

　胸の奥に形容しがたい昂こう揚ようを見つけて、学まなぶは狼ろう狽ばいした。なんだ俺は。ひょっとして喜んでるのか？　こんな無む茶ちや振ぶりをされて、それでも認められたのが嬉うれしいのか。あの人に、あの大だい嫌きらいだった父ちち親おやに。

　自じ嘲ちようにも似た笑いがこみ上げてくる。学は天井を仰あおぎ、歪いびつな笑えみを浮かべた。

　いいだろう、上等だ。任まかされてやる。人でなしの子供として立派に世界を救ってやる。茉まつ莉り花かを守り、〈水すい車しや小ご屋や〉を叩たたき潰つぶし、全すべてを元通りにしてやる。それがあんたに対する俺なりの弔とむらいだ。

　頭を垂れ、ふっと息をつく。数日前から続いていた混乱はすっかり収まっていた。進むべき道を見つけたからだろう。茉莉花を守る。今はただそれだけを目指せばいい。

　ぼやぼやしている暇ひまはなかった。考えるべきことは山ほどある。敵が一体どんな手段で茉莉花を殺そうとするのか。自分がどうやって彼女を守ればいいのか。

　紙し片へんを畳たたみベッドから立ち上がろうとした。瞬しゆん間かん、画面の下に短い書き込みを見つける。本文に書ききれなかったのか。首を傾かしげながらマウスのホイールを回した。『追記』とぶっきらぼうな調子でテキストが始まっている。

『周囲の変化に気をつけろ。彼らは何食わぬ顔で侵入し、おまえの行動を監かん視し・妨ぼう害がいしようとする。うかつに相手を信じるな。情報を伝える前に必ず相手の素す性じようを確認すること』

　周囲の変化──？

　学は眉をひそめた。

　最近、自分の周まわりで起きたこと。父親と茉莉花、相あい川かわの件をのぞけば他には何も──

（いや……）

　どくりと心臓が脈打つ。変化、あるではないか。裁判の最後で唐とう突とつに下された罪刑、憲けん兵ぺい隊たいによる監かん察さつ処しよ分ぶん。

　まさか、稻いな雀すずめが──？

　学は顔を歪ゆがめた。そんな馬鹿なとは思う。あんなとぼけたアポストリが内通者だとは考えづらい。だが彼女の発言は全て自分と葉は桜ざくらの動きを封ふうじるものだった。

　すっと体温が低下していく。もし想像が当たっていたら、自分はすぐそばまで敵を近づけていることになる。茉莉花を救う、救わない以前の話だ。こちらの行動は全て敵へ筒つつ抜ぬけになっている。

　だが、どうやって確認すればいいのか。まさか本人に訊たずねるわけにもいかない。〈十じゆう字じ架か〉に照しよう会かいする？　敵が一人か組織ぐるみかも分からないのに？

　考え事に没ぼつ頭とうしていたためか、彼は廊下の足音に気づかなかった。マウスを握りしめ画面を睨にらみつけていると唐とう突とつに扉とびらの開く音がした。

「ちょっと学！　どうしてまた部屋に戻もどっちゃうのよ。スフレ欲しいって言うから出しておいたのに」

　ふりむくと、むくれ顔の葉は桜ざくらが見えた。直線的な眉をきゅっと持ち上げ口元を歪ゆがめている。その後ろに黒こく衣いの少女が冷たい表情でたたずんでいた。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳がじっと画面を見つめている。学まなぶは慌あわてて席を立ち、背中でモニターを隠かくした。

「わ、悪い、ちょっと用を思い出したんで」

「用？　用ってなによ」

　問い詰められてじりと後あと退じさる。

　瞬しゆん間かん、葉桜の視線が床に落ちた。散乱した封ふう筒とうと雑誌をまじまじと見つめる。瞬まばたきを数回、唐とう突とつに白い顔が赤く染まっていった。頰ほおが震ふるえ眦まなじりが吊つり上あがる。

「よ……用ね、へぇ……人が心配してみれば、こんな本見てて。し、しかも、この人、む、む、胸が見えて──」

「待て！　誤解だ！　違う、葉桜、これは違うんだ！」

　学は慌てて彼女の言葉を遮さえぎった。葉桜は引きつった笑えみを浮かべ、一歩足を踏み出した。

「何が誤解なのかしら……？　じっくり説明してもらいましょうか」

「だから──」

　言いかけて口ごもる。まさか稻いな雀すずめのいる前で手紙のことを話せるはずもない。答えに詰まる彼の前で葉桜はにっこりと微ほほ笑えんだ。獲え物ものを前にした肉にく食しよく獣じゆうのような笑みだった。

「いいわよ、いくらでも理由を考えて。私ここで待ってるから」

　学は天井を仰あおいだ。脂あぶら汗あせが首くび筋すじを伝う。なすすべもなく立ち尽くしながら、蛇へびに睨にらまれた蛙かえるはこんな気分なのだろうなと思った。




　結局、夜通し葉桜に責められ続けた。

　自分がどれだけ学のことを心配していたか、それに対して学の不誠実さはどうか。そもそも父親が亡くなった時にこんな本を読むとはどういうことか。破は廉れん恥ちだ、不ふ謹きん慎しんだ。無む分ふん別べつ極きわまりない。等々──

　さらには「こんな露ろ出しゆつ狂きようのどこがいいのよ」だの「やっぱり人間の男の人は人間の女の子が」などわけの分からないことをつぶやきはじめたので、学は慌てて頭を下げ会話を打ち切った。

　通販サイトの配送ミスだと説明するのにそれから一時間。ようやく葉桜が部屋を出ていった時には、東の空が白み始めていた。

　そんなことをしていたためか、翌朝眠りから覚めると時刻はもう十時を過ぎていた。

　寝ね惚ぼけ眼なまこを擦こすりベッドから身体からだを起こす。カレンダーの日付は水曜日。あらかじめ学校に「父ちち親おやの件が片づくまでしばらく欠席する」と連絡していたのが幸いした。こんな体調では登校しても授業にならないだろう。

　学まなぶは眉み間けんを揉もみほぐしながら机に歩み寄り、引き出しを開けた。文房具トレーの奥に茶色の封筒が隠してある。父ちち親おやからの手紙だった。中には、アクセスコードの書かれた紙し片へんとアドレスのメモが入っている。

（さて、どうするべきかな）

　今後の行動について思いを巡めぐらす。

　とりあえず茉まつ莉り花かと接触してみるべきだろう。直接会って父親のメッセージを聞かせる。さすがにここまで事情に通じた学を茉莉花も無関係とは言い切れまい。彼女だって分かっているはずなのだ。自身の命がどんな意味を持っているか、自分が死んだ後に何が起こるのか。

　手段を選んでいる余裕はない。使えるものは全すべて使い敵の攻こう撃げきを防ぐ。冷静に話せば茉莉花も理解してくれるはずだ。そう考えて携帯を取り上げた。

　病院の番号をダイヤルしようとして、ふっと躊躇ためらう。自分の行動が監かん視しされているとしたら電話は明らかに盗聴の危険がある。

（直接、会いに行くか──）

　ため息をつきながら携帯を閉じる。

　手早く服を着替え準備を整えた。階下の様よう子すをうかがいながら階段を下りていく。リビングからテレビの音が響いていた。葉は桜ざくらか稻いな雀すずめがもう起きているのだろうか。行き先を詮せん索さくされるのも面倒だ。足音を忍ばせ背後を確認しつつ、玄関へ向かった時だった。

　ガンと膝ひざが何か硬い物にあたった。

　全身を強こわばらせて正面に向き直る。足あし下もとに巨大な旅りよ行こう鞄かばんがあった。玄関をふさぐように斜めを向いて置かれている。学は眉をひそめた。

　これ──稻雀のか。

　なんでこんな所に置きっぱなしなのか。邪じや魔までしょうがない。そもそも何を入れるためにこれほどの図ずう体たいが必要なのか。こないだの話だと、服や雑貨などの日用品は入っていないはずだ。であれば書類か仕事道具でも入れているのか。

　喉のどの奥から唸うなるような声を上げて、鞄の取っ手をつかんだ。とりあえず壁かべ際ぎわに動かそうと力を込める。

「………!?」

　予期せぬ重量に仰ぎよう天てんした。鞄はまるで底を糊のりづけしているかのようにぴくりとも動かない。無理な力の入れ方をしたせいか、肩の筋肉が電流でも流したように痺しびれている。一体何キロ──いや何十キロあるのか。もう一度力を込めて彼は喘あえいだ。

　なんだこれは、中に何を入れているのか。まるで──鉄てつ塊かいでも入れてるような。

「何をされてるんですか」

　背後から声をかけられ、彼は凍こおりついた。振り向くと廊下の奥に黒こく衣いの少女がいた。薄うす闇やみの中にシニヨンの銀ぎん髪ぱつだけが白く浮かび上がっている。彼女は紅くれないの双そう眸ぼうを細めて彼を見つめた。

「どうもこうもない、出かけようとしたらこんな所にでかい荷物があったからどけようとしてただけだ」

　動どう揺ようを押し殺して学まなぶは答えた。稻雀は表情を変えずに歩み寄り、鞄の取っ手をつかんだ。片手で軽々と持ち上げ壁かべ際ぎわに寄せる。小さな頭がすっと会え釈しやくするように垂れた。

「失礼しました。どうぞお通りください」

「……何入ってるんだよ、それ。無む茶ちや苦く茶ちや重かったぞ」

「気になりますか？」

　ふっと微ほほ笑えむ彼女が妙みように恐ろしく思えて、学は視線を逸そらした。「別に」と素そっ気けない口く調ちようで答える。

「床が抜けないようにだけ気をつけろよ。和室とか──結構、畳たたみ柔やわいんだから」

　そう言い捨てて玄関に降りる。靴を履はく彼に稻いな雀すずめは一言「どちらにお出かけで？」と訊たずねてきた。

「買い物だよ」

　学は短く答えて扉とびらの外に出た。




　尾び行こうを確認しつつ病院に向かう。

　ばくばくと心臓が鳴っていた。やはり稻雀はおかしい。最初の登場も、その後の言動も、自分達に対する接し方も。全すべてが不自然で奇き妙みようだった。

　あいつを葉は桜ざくらと二人きりにして大丈夫なのか。今いま更さらながら不安がこみあげてくる。だが、現状では葉桜と一いつ緒しよに行動することもできない。あいつを連れて動けば稻雀がついてくる。

　えい、くそ。

　悩んだところでしょうがない。稻雀の目的が自分達の監かん視し・足止めであれば、何も知らない葉桜を傷つけはしないだろう。早く用件を片づけて家に戻もどればいい。焦しよう燥そうに駆られながら病院への道を急ぐ。

　だが彼を待っていたのは受付担当の素っ気ない一言だった。

「茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちようでしたら、〈十じゆう字じ架か〉に搬はん送そうされましたよ」

「〈十字架〉……に？」

　学は目をしばたたいた。一昨日おととい、医者から「しばらく様よう子すを見る」と言われたばかりではないか。ひょっとして容よう態だいが急変したのか。表情を強こわばらせ問い詰めると少年のような受付担当は首を傾かしげた。

「警備上の問題みたいですよ。ここだと万が一のことがあった場合、安全を保証できないからって。意識が戻るまで待つよう言ったんですが──まぁほら相手が相手ですから」

「そう……ですか」

　学まなぶは悄しよう然ぜんと引き下がった。

　アポストリ達の懸け念ねんは分からないでもない。確かに不特定多数の人間が出入りする病院は警けい備びも困難だろう。勝手知った〈十じゆう字じ架か〉で治療を行いたいと思うのは道理だった。

　だが父親のメッセージを読む限り、本当に〈十字架〉が安全かどうかは分からない。むしろ自分達の手が届かない分、不ふ測そくの事態に対たい処しよしづらくなるのではないか。

　固かたい表情のまま病院を出た。植え込み脇わきのベンチに腰こし掛かけ、どうしたらいいか思い悩む。考え抜いた末、茉まつ莉り花かに電話してみようと思った。用件は直接告つげるとしてもアポイントを取るだけなら電話でもいいはずだ。

　携帯を取り上げ〈十字架〉の外線をコールする。

　一回、二回、三回──諦あきらめかけた時、相手が電話に出た。茉莉花本人ではない。評ひよう議ぎ長ちよう付つきの事務官だった。

「申し訳ありませんが、茉莉花評議長はまだ意識が戻もどられてません」

　沈痛な声でそう言われる。学は意識が戻ったら連絡をもらえるよう伝言して電話を切った。

　ふっと苦しげな表情で寄りかかってきた茉莉花の顔が思い浮かぶ。

　一体どれほどの心労、疲労がたまっていたのだろう。

　アポストリに対する悪意、嫌けん悪お、無理解。噴ふん出しゆつする負の感情に絶え間なく晒さらされつつ、彼女は必死に人間との関係を築こうとしていた。あの細い身体からだで、幼い顔立ちで、華きや奢しやな手足で。

　アポストリの外見は年齢と一致しない。そんなことは分かっている。だが彼女達も人間と同じく悩み、苦しみ、傷つくのだ。柔にゆう和わな笑えみを浮かべながら、茉莉花がその奥にどれだけの煩はん悶もんと重圧を抱えていたのか。考えるだけでも胸が締めつけられた。

「ねぇ、ねぇちょっと返してよ。返してったら！」

　幼い声にふりむくと、パジャマ姿の少年が看護士に追いすがっているところだった。看護士の手には薄型のポータブルラジオがある。彼女はラジオを胸に抱かかえ大おお股またで歩いていた。

「だめよ、まったく消灯後に聴きいちゃ駄だ目めってあれほど言ったでしょ。約束を守らない子からは没ぼつ収しゆう」

「聴いてないもん」

　少年が不服そうに唇を尖とがらせる。看護士は立ち止まると、冷たい視線で少年を見下ろした。

「隣の部屋の子達から聞いたわよ。昨日きのうの夜もみんなを集めてラジオを聴いてたって。わざわざ見張りまで立てて」

「………」

　はぁとため息の音が響いた。看護士は疲れ切った表情で頭を搔かいた。

「本当、いい加か減げんにしてほしいわね。他の患者さんから苦情が来てるのよ。夜通しザーザーザーザー変な音が聞こえてくるって。……まったく、放送終了後のノイズなんか聴いて何が面おも白しろいのよ」

　少年はばつ悪そうに俯うつむいていたが、ややあって観かん念ねんしたのかぽつりとつぶやいた。

「……聞こえるんだもん」

「聞こえる？　何が」

「声」

「声？」

「女の人の声。悲鳴みたいなやつ」

　看護士は表情を強こわばらせた。

「ちょっと……やめてよ、そういうの。私苦にが手てなんだから」

　気き味み悪わるそうに言って、看護士は両手で肩を抱いた。視線を泳がせラジオを胸に押しつける。

「とりあえずこれは没ぼつ収しゆう。返してほしかったらしばらくおとなしくしてるのね」

　えー、と不満げな声を上げる少年を残し看護士は歩きだした。慌あわてた表情で少年が続く。

　学まなぶは苦笑した。

　真夜中過ぎ、放送の終わったラジオから女の悲鳴が聞こえてくる。ただでさえ娯ご楽らくの少ない入院生活だ。噂うわさが噂を呼び、事の真しん偽ぎを確かめようとある子供が他の子達を呼び集める。目に浮かぶようだった。ラジオのスピーカーにかじりつく子供達、ささいなノイズを耳にした瞬しゆん間かん、誰だれからとも無く漏もれる興奮した囁ささやき。「聞こえた」「確かに聞こえた」──

　そう言えば自分も子供の時はああいう話が好きだった。見れば怖くなくなることは分かっていたのに、テレビのオカルト番組にかぶりついていた。おかげでトイレに行けなくなったことも一度や二度ではない。

『馬ば鹿かね、学。だから言ったでしょ。見ちゃだめって』

　そうしかめ面で言ったのは、夜中に起こされた母親だったか。なんだかひどく遠い昔の出来事に思える。

　自分がとても遠い所に来てしまった気がした。平和な日常、ありふれた生活──今となってはどちらも無縁の物だ。だが──

　これ以上、失わないことはできる。

　葉は桜ざくらも、居きよ留りゆう区くも、アポストリ達も。

　彼は唇を引き結ぶと、携帯をポケットにしまいベンチから立ち上がった。




　　　　＊




　結局、それから二日たっても茉まつ莉り花かからの連絡はなかった。春はる木きからの電話も途と絶だえ、学にとってなんとももどかしい日々が続いた。

　その間、テレビのニュースは加速度的にきなくささを増している。日本政府は議員殺害の犯人をアポストリと断定。〈十じゆう字じ架か〉評ひよう議ぎ会かいに犯人を捜そう索さくするよう要求し、成果が出ない場合は〈十字架〉への査さ察さつも検けん討とうすると発表した。対する評議会は茉莉花不在の影響もあってか、はっきりした対応を打ち出せずにいる。

　唯ゆい一いつ出た声明は『該がい当とうするアポストリは〈十じゆう字じ架か〉内の名簿に登録されていない』というもの。無む論ろんそれを鵜う吞のみにする人間はおらず、『〈十字架〉評議会は非協力的である』との言げん説せつが新聞を賑にぎわせた。

　不満が疑ぎ念ねん、次いで苛いら立だちへ変わるのに長くはかからなかった。まだ大手マスコミは論調を抑おさえているものの、一部の雑誌は今回の事件が〈十字架〉評議会の差さし金がねと主張し始めている。慎しん重ちような意見も皆かい無むでないが、テレビで流れる事件映像が冷静なコメントを押し流した。

（嫌いやな雰ふん囲い気きだな）

　学まなぶは携帯のニュース画面を閉じた。昼休みの教室はいつもより会話が少ないように思える。窓から差し込む陽光のまぶしさが、余計に周囲の静けさを際きわだたせているようだった。

　父ちち親おやの事件から五日、学と葉は桜ざくらはようやく学校に赴おもむいた。

　千ち紗さには「まだ休まれては」と言われたが、家にいても稻いな雀すずめの目が気になる。学校に行けば彼女は校内に入ってこられない。つまり下校時、稻雀が迎むかえに来るまでは監かん視しを気にしなくて済むということだ。クラスメイト達が気を遣つかい距離をおいてくれていることも幸いした。今なら誰だれに気き兼がねすることもなく存分に調べ物ができる。

　もう一度別のニュースサイトにアクセス。『滋し賀が県けん議ぎ会かいで超党派議連発足──居きよ留りゆう区くに対する送電・給水の一時停止も検けん討とうに』『滋賀県警──居留区周辺道路の一部封ふう鎖さ・検問開始』──

（くそっ）

　学はくしゃくしゃと髪を搔かき回まわした。自分の無力さに嫌いや気けがさす。周囲の狂きよう騒そうに対し自分は何一つ有効な手を打てずにいた。こうしている間にも事態は悪化し続けている。遠からず、自分のレベルでは手の施ほどこしようがなくなるのではないか。そう思う度たび、じりじりと焦しよう燥そうが胸を焦こがしていく。

　せめて茉まつ莉り花かさんが目を覚ましてくれれば──そう思う一方で、本当に彼女が意識を取とり戻もどしていないのか疑問に感じている。アポストリの病やまいがどういうものか分からないが、これほど長く目覚めないことなどあるのだろうか。まさか昏こん睡すい状じよう態たいというのは偽いつわりで既すでに刺し客かくの手にかかっているのでは。

　悪い予想がとめどなく意識を満たしていく。学は首を振った。体内の不安を吐き出すように大きなため息をつく。

「何、陰いん気きな顔してるのよ」

　唐とう突とつに、頭上から声が降ってきた。

　見上げるとすぐ傍そばにブロンドの煌きらめきがあった。腰に手を当て傲ごう然ぜんと彼を見下ろす少女──葉桜。学はぎくりと身体からだを強こわばらせ携帯の画面を消した。

「な、なんだ。葉桜か、どうしたんだよ」

「どうしたんだじゃないわよ。お昼ご飯、一いつ緒しよに食べようって言ったのに」

「え？　あ……」

　教室の時計に視線をやる。昼休みはもう半なかばまで過ぎていた。そう言えばニュースサイトをチェックする間、こいつを待たせてたんだっけ。

「悪い、俺ちょっとまだやることあるから先に食っててくれないか」

「やることって何よ」

　えらく追及が厳しい。学まなぶはどもりながら答えた。

「ご、午後の授業の予習とか──」

「そんなの今までやったことなかったのに」

「結構休んでたからな、見直しておかないとついてけないだろう」

　うそぶきつつ視線を逸そらす。葉は桜ざくらは怪け訝げんな表情を浮かべていたが、不ふ意いにぼそりと言った。

「学……何か私に隠かくしてるでしょ」

　ぐっと息を吞のんだ。慌あわてて唇を引き結び動どう揺ようを隠す。

「何かってなんだよ」

「最近の学、ずっと変じゃない。知らない間に外出してたり、家に帰っても電話やメールばかりしてるし。学校に来ても授業なんて上の空でしょ。気づかないと思ってるの？」

「──気のせいだよ」

「じゃあ、これは何？」

　すっと取り出されたのは茶色の封ふう筒とうだった。なんの気なしに視線をやって仰ぎよう天てんする。シンプルな無地の袋は見み間ま違ちがえようもない。机の引き出しに入れてきた父親の手紙だった。

「な……！」

　反射的に手を伸ばしていた。葉桜は半身を反そらして学の突進をかわす。片手を上あげ、大きく封筒を持ち上げながら一歩後ろに下がった。

「説明してくれるわよね？　学が何をしてるのか、誰だれと連絡をとってるのか」

「………」

「してくれないなら、今ここで声に出して読むわよ」

　学は目を剝むいた。気でも狂ったのか。周囲にはクラスメイト達がいる。彼らに内容を聞かれたらどこで誰に伝わるか分かったものではない。

「ちょ、ちょっと来い……！」

　蹴けり倒たおすようにして椅い子すを立つ。葉桜の手を引き廊下に飛び出した。

　啞あ然ぜんとする生徒達の間を駆け抜け、通用口の外──校こう舎しや裏うらに出る。周囲に人影がないことを確認して葉桜の肩をつかみ、壁に押しつけた。

「お、おまえどういうつもりだよ。あんなところで……！」

「学が隠しごとをするから悪いんじゃない」

　すねたように言って葉は桜ざくらはそっぽを向いた。形の良い唇がへの字に歪ゆがむ。

「私がどれだけ心配したと思ってるのよ。ご飯も抜きがちだし、家にいることも少ないし、思い詰めてどこかで早まった真ま似ねをしてるんじゃないかって」

「？　早まった真似？」

「琵び琶わ湖こに飛び込んだりとか、駅のホームから身投げしたりとか──」

　おいおい。

　学まなぶは呆あきれた表情になった。こいつの中で俺はどれだけ悲ひ壮そう感かんに溢あふれてるんだ。言ってからやや気恥ずかしくなったのか、葉桜は頰ほおを紅こう潮ちようさせて学に向き直った。

「と、とにかく！　きちんと説明してちょうだい。学はどうするつもりなの、何を考えて動いてるのよ！」

「わ、わ、わかった。とにかく落ち着け、落ち着けったら」

　詰め寄る彼女を押おし止とどめ学はため息をついた。やや上うわ目め遣づかいになり、つぶやきに近い声で訊たずねる。

「で……？　見たのか？」

　父ちち親おやのメッセージ、サーバに保存された彼の遺ゆい言ごん。葉桜は不ふ機き嫌げんそうに視線を逸そらした。

「見たわよ」

「どこまで」

「ぜ、全部よ、全部。決まってるでしょ」

　学は嘆息した。仕方がないか。ここまできたら、あとはできるだけ彼女を刺激しないように話すしかない。

「じゃあ分かるだろ。とりあえずなんとか茉まつ莉り花かさんと連絡取れないかって思ってるだけだ」

「伯お母ば様と？」

「ああ、手遅れにならないうちに直接警けい告こくしておきたいんだ。できればしばらく姿を隠かくしてもらいたいって思ってる」

　葉桜は眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、怪け訝げんそうな表情をしていた。細い首がこくりと傾かたむく。学は「だから──」と説明しかけて強きよう烈れつな違和感に襲おそわれた。なんだこの反応は。親おや父じのメッセージを読めば茉莉花に危険が迫っていることは分かるはずだ。だが、葉桜の様よう子すからは身内を気き遣づかう緊張感が全まつたく感じ取れない。

（まさか……！）

　ぐいと葉桜の腕をつかみ引き寄せる。不ふ意いを打たれた葉桜は学の動きに追つい随づいできなかった。慌あわてて身体からだを翻ひるがえそうとする彼女から封ふう筒とうを取り上げる。

　学は葉桜に背を向け袋の口を広げた。やられた──と思う。真新しい封筒には何も入っていなかった。

　学はぎりと奥歯を嚙かみしめ葉桜を睨にらみつけた。

「葉は桜ざくら！」

　彼女は気まずそうに顎あごを引いたが、ややあって昂こう然ぜんと胸を張った。開き直りも露あらわに学まなぶの視線を受け止める。

「しょうがないでしょ！　こうでもしなくちゃ、学何も話してくれないし」

「だからって、やり方ってもんがあるだろう！　こんなだまし討うちみたいな──」

「じゃあ、どうしたら学は話してくれたのよ」

　強い眼まな差ざしで問い詰められて、学は口ごもる。何をされたところで葉桜に話すつもりなどなかった。そんな内心を見て取ったのか、葉桜は「ほらみなさい」という表情になった。

「とにかく、伯お母ば様の件なら私にも聞く権利があるわ。学、何があったの。あの手紙は誰だれから来たものなの」

「………」

「学！」

　葉桜はがっちりと彼の肩をつかんでいた。真実を話さない限り、一歩たりとも動きそうにない。

　たっぷり一分以上煩はん悶もんした後、学は観かん念ねんした。俯うつむきながら、ぽつりぽつりと言葉を紡つむぐ。メッセージを見つけた経けい緯い、書かれていた内容、末尾に記された署名。

　話すうち葉桜の顔がどんどん蒼そう白はくになっていく。全すべてを聞き終える前に、彼女はくるりと踵きびすを返した。そのまま校門の方に向かって歩きだそうとする。学は急いで彼女の肩をつかみ引ひき戻もどした。

「待て！　どこにいくつもりだ、おまえ！」

「伯母様のところに行く。行って伯母様を守らないと」

「茉まつ莉り花かさんは〈十じゆう字じ架か〉だぞ!?　おまえ許可があるまで立ち入り禁止って言われてるだろ」

「そんなの知らない。罰を恐れた挙あげ句く伯母様に何かあったら、私、自分を許せない」

　固い声で言って学の手を振り払う。学はもう一方の手で葉桜の二の腕を握った。畜ちく生しよう、だからこいつには言いたくなかったんだ。

「いいから待て！　ちょっと落ち着けよ。仮に〈十字架〉に入り込めても今のおまえじゃ茉莉花さんの傍そばにいられないだろ。すぐつかまって送り返されるのがオチだ。その後はどうするんだよ？　ただ指をくわえて見てるつもりか」

「じゃあどうしろって言うのよ！　ここで黙って見てるならどのみち同じことじゃない！　手遅れになってからじゃ遅いわ」

「だから、こっちも必死で色々動いてたんだろ。何もしてないわけじゃない。できることからやり始めてた」

　葉桜は学を睨にらみつけながら一歩後退した。「どうするつもりなの」と囁ささやくような声で問いかける。学は声を低くした。

「去年の夏に春はる木きさんからもらったアポストリの名簿、あそこから怪あやしげな連中をリストップしてる。仮にそいつが〈水すい車しや小ご屋や〉と通じてたら、いくつか特徴があるはずだ」

「特徴？」

　学まなぶはうなずいた。

「まず過去に一度でも〈十じゆう字じ架か〉から外に出ていること。いくら〈水車小屋〉の連中がどこに入り込んでるか分からないって言っても最初の接触は〈十字架〉以外のはずだ。だとすれば、〈十字架〉を出たことのないアポストリは除じよ外がいできる」

「………」

「あとは茉まつ莉り花かさんに近づく権限を持ってること。この資料だけじゃ正確には分からないけど、少なくとも学生や民間の職員は茉莉花さんとそう簡単に接触できないだろ？　それから護衛の連中とやりあうことを考えたら、荒あら事ごとに慣れた──つまり軍や警けい察さつ勤務の経験を持っている奴やつの方がいい。そうやって注意するアポストリを洗いだして行動をマークする。あとは本物の内通者が分かるまで茉莉花さんに姿を隠かくしてもらえばいい」

　学の答えに、だが葉は桜ざくらはふんと鼻を鳴らした。細い顎あごを持ち上げ蔑さげすむような表情となる。

「馬ば鹿かにしないで。そんな方法で見つけられるわけないでしょ。軍と警察が対象って、当てはまるアポストリが何人いると思ってるのよ」

　学はぐっと言葉に詰まった。痛いところをついてくる。確かに今のところ条件に該がい当とうするアポストリは数百人単位で存在していた。この全員を要注意人物として手配するわけにもいかない。

「それに」と葉桜は語気を強めた。

「〈片かた腕うで〉の件じゃないけど特殊部隊の人は軍歴を隠してるケースも多いわ。民間人だって保安会社に所属してる人もいる。学の探さがし方かたじゃ、こういうアポストリは全員除外することになるわ。あと仮に容疑者が分かったとして、それを誰だれにどういう手段で伝えるの？　電話やメールは監かん視しされてるかも──そう言ったのは学でしょ」

　その通りだ。学は言葉もない。八はつ方ぽう塞ふさがりの状況を見事に言い当てられた感じだった。

　葉桜は大きく吐と息いきを漏もらし長い髪を搔かき上あげた。苛いら立だたしげに眉を寄せた後、ふっと考え込むような表情になる。

「そもそもだけど──、本当に伯お母ば様を襲おうとしてるのはアポストリなのかしら」

「どういうことだよ」

　学は憮ぶ然ぜんとした表情で言った。メッセージの内容にまでケチをつけるつもりか。だが葉桜は口元に手を当て、しかつめらしい顔をしている。

「だってそうでしょ、その──〈水車小屋〉とかいう組織の目的は、人間とアポストリを争わせることなんでしょ。人間の議員がアポストリらしい子に殺された。ここまではいいわ。でも、アポストリがアポストリを殺したら──そこで〈十字架〉内の意見が開戦に傾かたむくかしら」

「だからそれは、穏おん健けん派はの茉まつ莉り花かさんを消すことで歯止めを無くして──」

　言いながら、学は何とも言えない違和感を覚えていた。確かにおかしい。恵けい吾ごのメッセージを見る限り、〈水すい車しや小ご屋や〉はかなり慎しん重ちよう且かつ周しゆう到とうな組織に思える。再度の四よん・一いち八はちに向けて最も効果的な手段を考えているはずだ。人間側のみ開戦の機き運うんが盛り上がり、アポストリ側は消極的──こんな状況は望むまい。

　学まなぶの懸け念ねんを裏づけるように葉は桜ざくらは首を振った。

「テロによって政権の方針が変わるなんてありえない。もし過激派が伯お母ば様を手にかけたら、反対勢力はかえって開戦を言い出しづらくなるわ。言ったが最後、テロを肯こう定ていすることになってしまうから。ううん、むしろ暗殺を主導したのが反対勢力だって言われかねない」

「じゃ、じゃあ、連中はどうするつもりなんだよ。開戦するために茉莉花さんが邪じや魔まなのは確かだろう」

　葉桜は鼻の両りよう脇わきに皺しわを刻み、唸うなるような声を上げた。俯うつむき加か減げんになりながらぐっと唇を引き結ぶ。ややあって彼女はぼそりとつぶやいた。

「──人間に殺させる」

　ぞくりと、背せ筋すじに冷たいものが走る。確かにそんなことが起こればアポストリ側世論は沸ふつ騰とうするだろう。協定は吹き飛び、関係改善の道は永久に閉ざされる。後に待ち受けているのは絶望的な闘争──破は滅めつへの一本道だ。

「だけど茉莉花さんがいるのは〈十じゆう字じ架か〉だぞ。普通の人間が入り込めるのか？　仮に侵入できたとして、茉莉花さんの所までたどりつけるのかよ」

「だから内通者の存在を疑うんでしょ。直接伯母様を襲おそうんじゃなくて刺し客かくを招き入れるための存在として」

　葉桜の言葉は不ぶ気き味みな程ほど真しんに迫せまっていた。自分が考えていたいかなるシナリオより現実味を帯びている。学は喘あえぐような声を漏もらした。

　懸けん命めいに思考を巡めぐらす。

　仮に内通者が刺客を招き入れるつもりとして、どうやって連絡を取り合ってるのか。電話、メール、チャット──いずれも足がつきやすい。通信を傍ぼう受じゆされれば、あっという間に送信元と宛あて先さきを押おさえられるだろう。かと言って侵入のために必要な情報は刻こく一いつ刻こくと変化していくはずだ。かなりの頻ひん度どで連絡を取り合う必要がある。

　まさか──もう接触してる？

　どくりと鼓こ動どうが高鳴った。壁の中に侵入済みの刺客、定期的に〈十字架〉と居きよ留りゆう区くを行き来している内通者。最悪の場合、既すでに〈十字架〉への手引きを終えているかも知れない。

「中ちゆう尉いに相談してみましょう」

　唐とう突とつに葉桜が言った。学は目を見開いて彼女に向き直る。葉桜はひどく思い詰めた表情をしていた。

「憲兵隊ドラゴーニならかなり強力な調査権限を持ってるわ。事情を説明して協力を仰あおげば──」

「駄目だ」

　断ち切るような口く調ちようで告つげる。葉は桜ざくらは気け色しきばんだ。

「なんでよ」

「あいつが内通者の一員かもしれないからだ」

　学まなぶの言葉に、葉桜は呆ほうけたような表情となった。頰ほおの筋肉をわずかに歪ゆがめ、「冗談でしょ」と囁ささやく。学は首を振った。

「よく考えてみろよ。あいつの言ってることや行動を。全部俺達が事件に関わるのを邪じや魔まする方向に動いてる。しかも、あいつが来たのは今回の事件とほとんど同じタイミングだ。おかしいと思わないか」

「で、でもそれはそういう処分だから──」

「ラパーチェ事件の判決は評ひよう議ぎ員いん候こう補ほ資し格かくの剝はく奪だつ、それで話がついてたはずだろ。だけど最後にいきなり追加の処分が発表された。本当に偶然だと思うか」

　葉桜は渋しぶい表情になった。

「憲兵隊──ううん、高こう等とう法ほう院いんぐるみで陰いん謀ぼうが行われてるって言うの？」

「そこまでは分からない。ただ、今回の裁判が利用された可能性はある。内通者──いや、〈水すい車しや小ご屋や〉の連中にな」

「そんな」

　葉桜が呻うめくような声を漏もらした。ぐっと拳こぶしを握りしめた後、上うわ目め遣づかいになって学を見つめる。

「それで？　私達はどうするの？　おじさまもいないし、私から〈十じゆう字じ架か〉の上層部に連絡を取るのも無理よ。こんな状況で何ができるって言うの」

「とりあえず今の話をもとに情報を集めてみる。大たい使し館かんに知り合いがいるから、協力してもらえないか頼んでみる。あとは親おや父じの部屋にまだ何か残ってないか調べてみるつもりだ。それで──、おまえに頼みたいことがある」

「何？」

「稻いな雀すずめを足止めしてくれ。下校時間になったら俺は一人で帰るから、あいつを出来るだけ長く引き留めておいて欲しい。できるだけあいつの監かん視しがないところで動きたいんだ」

　葉桜は固い表情のまま考え込んでいたが、ややあってこくりとうなずいた。

「他には？」

「とりあえず今のところはいい。俺は昼休みの間にいくつか準備をしておきたいから、おまえは先に教室に戻もどっていてくれ。あとは……そうだな。稻雀と会ってもなるべく普通にしてるんだぞ。おまえ、考えてることすぐ顔に出るからな」

「失礼ね、そんな失敗しないわよ」

　葉桜は目を閉じてつんと顎あごを持ち上げた。

「私は淑しゆく女じよとして常に慎つつしみ深ぶかく振る舞うよう教育されてきたんだから、どんな相手の前でも顔色一つ変えないわ。感情を表に出すなんてとんでもない」

「……教育失敗だな」

　なんですって！　と憤いきどおる葉は桜ざくらを残して、学まなぶは校舎の入り口に歩きだした。放課後にやらなければいけないことを考えながら校舎に入ろうとした時だった。

「学！」

　切せつ迫ぱくした声が背中にかけられた。肩越しに振り返る。葉桜が緋ひ色いろの目を不安そうに揺ゆらしていた。

「気をつけてね」

　学は軽く手を上あげて入り口の扉とびらをくぐった。




　ホームルームが終わるのももどかしく、学は荷物をまとめ教室を出た。

　出がけに担任が一言「何かあったら相談にのるぞ」と声をかけてきた。おそらく家のことや精神的な問題を心配しているのだろう。学は担任の厚意に感謝しながら、自分が抱かかえている問題の重さに苦笑した。

　まったく──誰だれかに相談できればどんなにいいだろう。

　思い悩む度たび、相談相手として父ちち親おやや茉まつ莉り花かを思い浮かべてしまう。うち一人は既すでにこの世におらず、もう一人は意識不明で床に臥ふせっている。これまで一人で何だってできる、どんな修しゆ羅ら場ばでもくぐりぬけてみせる。そう粋いきがっていた自分が恥ずかしかった。現実の自分は大人おとな達たちがいなければ何もできない非ひ力りきな子供だった。だが。

（非力なら非力で──やりようがあるさ）

　敵は自分達を無力だと思っている。父親をなりふり構わぬ手段で殺しながら、自分達のことは監かん視し程てい度どに留とどめ置おいているのがその証しよう拠こだ。つけこむとすればそこだろう。彼らは、学が茉莉花暗殺を防ごうとしているなど考えてもいないはずだ。

　気づけば校門にたどりついていた。学は表情を強こわばらせる。門柱の脇わきに黒こく衣いの少女が見えた。足あし下もとに巨大な旅りよ行こう鞄かばんを置いた白はく面めんのアポストリ。時じ代だい錯さく誤ごな装よそおいが下校中の生徒達からひどく浮き上がっている。彼女は学の接近に気づくと門柱から離れた。

「お疲れさまでした、南みなみ方かたさん」

　相変わらず微妙にずれたイントネーションで言って頭を下げる。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳が探さぐるように周囲を見た。

「葉桜は？　一いつ緒しよじゃないんですか」

「あいつは何か用があるみたいだから──、俺だけ先に戻もどっているよ」

　平へい板ばんな口く調ちようでごまかすと、稻いな雀すずめは「そうですか」と何かを考え込むように視線を落とした。

「……じゃあ、また後でな」

　つぶやきながら稻いな雀すずめの傍かたわらを通り過ぎようとする。その時、彼女が顔を上げた。

「南みなみ方かたさん」

　固い声で呼びかけられる。学まなぶは足を止めた。稻雀が感情の読み取れない目でこちらを見ている。学は怪け訝げんな面おも持もちで彼女を見返した。

「なんだよ」

「嵐なんてものは止めようとしても止められません、安全な所で過ぎ去るのを待つのが一番です」

「……どういう意味だ？」

「何事もなるようになるし、なるようにしかならないってことです」

　稻雀は肩をすくめた。眉まゆ尻じりを下げ、ややとぼけた表情になる。

「南方さんが現状に危機感を覚えていることは分かります。自分が動かなければ全すべてが台無しになるのではないか、手遅れになるのではないか。そう考えて必死になるのも無理はありません。ですがはっきり言います。それは幻想です」

「幻想──」

「人が一人動いたくらいで大たい勢せいが覆くつがえることなどありません。この国の人達が全員アポストリを不要だと思っていたら、あなたがどれだけ壁の中であがこうと無む駄だです。南方大たい使しは失敗したんですよ。彼は自分がいなくなった後も、両種族の友好を維い持じするスキームを作れなかった。個人の優秀さをシステムに引ひき継つげなかった時点で彼の敗北は決まっていました。ああ、まぁそれを看かん過かしていた時点で私達も同罪ですが」

「……何が言いたいんだ、あんた」

　学まなぶはかすれた声で訊たずねた。喉のどがからからに乾いている。心がガラス張りになって見み透すかされている気がした。

　稻いな雀すずめは小首を傾かたむけた。
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「言ったでしょう、嵐が過ぎ去るのを待ちましょうって。いいじゃないですか、葉は桜ざくらはいい子です。二人で仲良く楽しく過ごしていれば。相手の気持ちに思い悩み、言葉の一つ一つに心をときめかせ、距離感の多た寡かに一いつ喜き一いつ憂ゆうする。迫るテストに憂ゆう鬱うつを覚え、放課後の寄り道に楽しみを感じ、まだ見ぬ進路に不安と希望を抱く。ありふれた生活──私達のような大人おとなが二度と手に入れられないものです。なぜそれを好んで捨てようとするんですか」

「何わけの分からないこと言ってるんだよ。馬ば鹿か馬鹿しい、帰るぞ」

　吐き捨てるように言って背を向ける。だが稻雀は執しつ拗ように言葉を重ねた。

「前に、なぜ私が半年しか共きよう棲せいしなかったのかと訊たずねましたよね」

　学は足を止める。これ以上こいつと話してはいけない。いつかボロを出してしまう。そう思っているのになぜか立ち去れなかった。稻雀は淡々と言葉を紡つむいだ。

「良い共きよう棲せい相あい手てだったんですよ。博はく識しきでも利り発はつでもありませんでしたが、純じゆん朴ぼくで人を疑うことを知らない人間でした。愚おろかしい迄までに善良──そう言えばいいんですかね。最初はなんて相手をあてがうんだと憤いきどおっていましたが、すぐに彼との生活を楽しく思うようになりました。何より──彼は私のことをとても大事に思ってくれました」

「………」

「転機は数ヶ月後に訪れました。本省の憲けん兵ぺい隊たいに欠員が出たんです。私の一族は──まぁ言うなれば短たん剣けんと外がい套とうの系けい譜ふでして、この話を聞きつけ私に候こう補ほ生せいとしての入隊を打診してきました。年齢資格や共棲経験は一いつ切さい不ふ問もん。成人を迎むかえたばかりの小娘には破は格かくの条件でしたよ。私は喜びました。ただ、オファーを受けるためには当然彼との共棲関係を解消する必要がありました」

「どうしたんだ」

「解消しましたよ。当然でしょう」

　稻雀はなんでもないことのように言った。その口元に自じ嘲ちようめいた笑えみを認めて、学まなぶは眉をひそめた。

「いくら気のあう相手と言っても彼とは精せい々ぜい数ヶ月一いつ緒しよに暮らした中。反面、憲兵隊への進路は生まれて十数年ずっと言い聞かされていたことです。比べるまでもありません。私は即断し彼にその旨むねを告つげました。祝福してもらえると思ったんでしょうね。結果は正反対でしたが」

「正反対」

「止められましたよ。なんでそんな急いで大人おとなになる必要があるんだって。共きよう棲せい期き間かんを終えてから普通に入隊するんじゃ駄だ目めなのかってね。まぁ確かに、今から考えれば彼の言葉は正論です。たかだか数年の違い、組織のキャリアパスに大した影響はありません。ですが当時の私は焦あせっていた。一秒でも無む駄だにしたくないと思っていた。だから私は半なかば喧けん嘩か別わかれするような形で彼のもとを飛び出しました」

　稻いな雀すずめはまるで他ひ人と事ごとのように言った。学まなぶは言葉もなく彼女の話に聞き入っていた。

「別れてからも、彼からはたまに連絡がありました。自分も一いつ生しよう懸けん命めい勉強して警けい察さつか大たい使し館かんか──とにかく憲けん兵ぺいと接するような仕事に就つきたい、そうすればまた私と一いつ緒しよにいられる。進学のための費用も稼かせいでいるから、どうか待っていてほしいという内容でした。私は返事をしませんでした。バツが悪かったんでしょうね。あんな別れ方をして今いま更さら仲直りできないと思っていたのかもしれません」

「………」

「そうこうしているうち、私はある任にん務むを与えられました。琵び琶わ湖この水上で密みつ輸ゆが行われているから、それを摘てき発はつしろという内容でした。もちろん候こう補ほ生せい風ふ情ぜいに全ぜん権けんを任まかせられないから、きちんとバックアップがついていましたけどね。私はいいところを見せようと張り切って、ほとんど一人で密輸業者が集まる場所と時間をつきとめました。──今でも思い出しますよ、月明かりの綺き麗れいな雲一つない夜でした。居きよ留りゆう区く警けい察さつの警けい備び艇ていに乗って私は現場周辺で待ち伏せしてました。どのくらい待ち続けたでしょうね、息を潜ひそめ船の灯りも消して数時間粘ねばった頃、情報通り密輸船が二に隻せき現れました。私は即座に指示を出して彼らを取り押えました。催さい涙るい弾だんと閃せん光こう弾を打ち込み、教科書通りの手順で中へ侵入して──そこにね、彼がいたんですよ」

「彼って……」

「分かるでしょ、私の元共棲者ですよ」

　稻雀は空を仰あおいだ。

「本当に馬ば鹿かな人でした。彼は自分が何をやっているのか、さっぱり分かっていなかったんです。ただ割の良い仕事があったから飛びついた。船で再会した時の彼の間ま抜ぬけ面づらを見せてあげたいですね。『やぁ稻雀、どうしてこんなところにいるの？』──本当にそう言いましたからね。あまつさえ嬉うれしそうに『もう少しで学費が貯たまる、だから待ってて欲しい』とまで言ってきました。正しよう真しん正しよう銘めいの馬鹿ですよ。愚おろかにも程ほどがあります」

　学は言葉もなかった。稻雀は顔を正面に戻もどすと、ふっと口元を歪ゆがめた。

「もちろん密輸業者の全員がそんな脳のう天てん気きではありませんでした。隙すきをうかがっていた何人かが武器を持ち出して私に向けました。後で分かったことですが、装そう塡てんされていた弾たまは通常の鉛なまり玉だまで──まぁ多分当たったところで大したことにはならなかったでしょう。ですがあの馬鹿はそう思わなかった。引き金が引かれるのを見るや私の前に身を投げ出して、それで──」

　稻雀は口をつぐんだ。学は喘あえぐように「噓うそだろ」とつぶやいた。稻雀は目をつぶり首を振った。

「安っぽいラブストーリーなら、ここで彼は一命を取り留め、私は憲けん兵ぺい隊たいを辞やめて二人仲良く暮らし始めるんでしょうけどね。残念ですが彼は即死でした。数十発の銃じゆう弾だんを浴びて苦しむ間もなかったと思います。──いかがですか？　これが私の共きよう棲せいの結末です。私が焦あせって背伸びしようとしなければ、彼は無理な金策などする必要もなかった。いいえ、仮に同じ状況だったとしても、私以外のアポストリに銃が向けられていたら彼は飛び出さなかったでしょう。結果として全員が取り押えられ死人を出さずにすんだかもしれません。私が憲兵隊へ入ったばかりに、普通の生活から外はずれたがために余分な犠ぎ牲せいを出してしまったんです。全すべては私の責任、そうは思いませんか」

「そんなことは──」

　ごまかしかけて学まなぶは口ごもった。稻いな雀すずめの話はあまりに重く気軽に口を挟はさめるようなものではなかった。ややって彼女は頰ほおの筋肉を歪ゆがめ、学から視線を逸そらした。

「すみません、ちょっと余よ計けいなことを喋しやべりすぎましたね。お引き留めして申し訳ありません。私は葉は桜ざくらを待ちますので、どうぞ先に帰られてください」

「………」

　なんと答えてよいか分からないまま、学は稻雀から離れた。下校する生徒の群れに混ざりながら一度だけ背後を振り返る。

　夕陽に影を大きく伸ばして、黒こく衣いの少女は物思いにふけるように一人たたずんでいた。




　薄うす闇やみに沈む町を、学は足早に大たい使し館かんへと向かった。

　顔見知りの事務局員は先日の非礼を詫わび、できることがあればなんでも協力すると言ってくれた。

　だが〈十じゆう字じ架か〉と外の連絡方法についてめぼしい情報はなかった。評ひよう議ぎ長ちよう執しつ務む室しつと首相官かん邸ていにはホットラインが引かれているらしいが、そこまで敵の手が及およんでいるとも思えない。仮に及んでいたとしても学の手出しできる範囲ではなかった。

　良いニュースもあった。議員殺害事件をきっかけに居きよ留りゆう区く駅えき、及び七つのゲートでは厳重な警けい戒かい態たい勢せいが敷しかれ出しゆつ入にゆう域いき者しやの行動を逐一チェックしているらしい。怪あやしげな動きをしている者がいればすぐ連絡が来るだろうとのことだった。

「今のところ、学君が気にされてるような不ふ審しん者は居留区に入ってきていません。入管からのレポートを見る限り、公用商用で外に出た人間が帰ってくるケースばかりです」

　観光って雰ふん囲い気きでもないですからね──事務局員は寂さびしげな笑えみを浮かべた。

　だとすればやはり刺し客かくはこれから入り込もうとしているのか。それとも、議員殺害事件の前にもう侵入されていたのか。あるいはやはり葉は桜ざくらの予測が間ま違ちがっていて、〈十字架〉内の内通者が直接手を下そうとしているのか──

　考えれば考えるほど思考が迷めい宮きゆうに迷い込んでいく。可能性は無限に存在し全すべてに対たい処しよする力は学まなぶになかった。ある程度絞しぼり込こみながら対策を考えていくしかない。それは分かっている。だが……

　湧わき上あがる焦しよう燥そうを抑おさえつつ、学は事務局員に礼を言って別れた。

　大たい使し館かんを出ると外はすっかり暗くなっていた。駅前通の電でん飾しよくが目に眩まぶしい。学は駐輪場の脇わきを通り抜け携帯の液晶を確認した。相変わらず茉まつ莉り花かからの連絡はない。ため息を漏もらしながら携帯をポケットに戻もどす。

　なんとも言えない徒と労ろう感かんが身体からだを満たしていた。穴の開いたバケツで懸けん命めいに水をすくっているような気分だった。果たしてこんなやり方で茉莉花を守ることなどできるのだろうか。いっそ警けい察さつに全てをぶちまけ協力を仰あおいだ方がよいのかもしれない。大人おとな達たちの全てが〈水すい車しや小ご屋や〉と通じているわけでもあるまい。適切な権力と責任を持つ人間にさえ情報が伝われば、あとはうまく処理してもらえるのではないか。

『何事もなるようになるし、なるようにしかならないってことです』

　稻いな雀すずめの言葉が脳のう裏りを過よぎる。ありふれた生活をなぜ好んで捨てようとするのか、嵐は止めようとしても止められない、安全な所で過ぎ去るのを待つのが一番──そうも言っていたか。

「……っ」

　内心の迷いを断ち切るように学は首を振った。流されるな、父ちち親おやが自分に託たくしたもの──その重みを考えろ。彼は二十年間アポストリと人間の友好を双そう肩けんに担になってきた。自分が引ひき継ついで一体どの程度になる？　わずか数日。その程度でもう弱よわ音ねを吐くのか。

　顔を掌てのひらで擦こすり大きく息を吸い込む。深呼吸を一回、二回。大丈夫、自分はまだやれる。事態は手遅れになっていない。自分へ言い聞かせるようにつぶやくと、わずかだが不安が収まってきた。

　もう一度頭の中で状況を整理してみる。〈水すい車しや小ご屋や〉の目的は再度の四よん・一いち八はち──いや、アポストリ自体の撲ぼく滅めつだ。だとすれば人間・アポストリ相そう互ごの憎ぞう悪おを決定的に煽あおる必要がある。今度こそ中ちゆう途と半はん端ぱな講和など結ばせない。アポストリが降伏して、日本の世論がそれを受け入れてはまずいわけだ。

　自分が〈水車小屋〉のトップならどうする？　アポストリを追い詰め講和の余よ地ちがないと思わせ、可能なら暴ぼう発はつさせる。先に手を出させる。現状まだ日本の世論は開戦を許容するところまでいっていない。だがアポストリから攻こう撃げきを受ければ、彼らも否いや応おう無なしに戦争を決意するはずだ。暴発のトリガーは人間によるアポストリ元げん首しゆの暗殺──、ああ確かに葉は桜ざくらの言うとおりだ。これ以上に相互の亀き裂れつを生み出すストーリーはない。

　そして人間が普段〈十じゆう字じ架か〉に立ち入れない以上、なんらかの手引きが必要となる。ここまではいい。問題は手引きされる人間が今どこにいるかだ。既すでに居きよ留りゆう区くにいるのか、それともこれから入ってくるのか。

（外だろう）

　冷静になった頭脳が答えを導き出す。

　もし刺し客かくが既すでに居きよ留りゆう区くを訪れているなら、父ちち親おやの死から数日も時間を空あける必要はない。世論は移り気だ。曖あい昧まいな状態が続けばすぐに今回の事件は忘れ去られる。燃え上がった火ひ種だねを絶たやさぬよう可か及きゆう的てき速すみやかに次の行動を起こすはずだ。それが何も起きていないのは、行動を起こせない理由があるからだろう。たとえばそう、政府内の親しんアポストリ派を押えつけるのに手て間ま取どっているとか。

（問題は、その状態でどうやって情報をやりとりしてるかだ）

　いついつなら警けい戒かいが弛ゆるむ。何番ゲートなら警備が甘い。そういった情報を内通者はどうやって〈水すい車しや小ご屋や〉に伝えるつもりなのか。

　メール、電話──は危険すぎる。何度も考えた通りだ。送信元と宛あて先さきが明確な分、一度傍ぼう受じゆされれば内通者・〈水車小屋〉ともに正体を特定されてしまう。通信を暗号化して経路を偽ぎ装そうすれば……、いやだめだ。議員殺人で当局がピリピリしている中、そんな通信があれば真っ先に目をつけられる。では手紙なら？　いくら検けん閲えつが厳しくても、まさか全すべての郵便を開封していないだろう。差出人名を書かず私書箱で受け取るようにすれば、最悪中身がばれても捜そう査さの手は及およびづらい。これなら──と思いかけ、学は首を振った。

　だめだ、だめだ。手紙が届くまでにどのくらいタイムロスがあると思ってるんだ。通信文をしたためてから相手が内容を確認するまでにどれだけ状況が変化しているか、誰だれにも予測できない。情報共有手段としては悠ゆう長ちようすぎる。

　何か良い方法はないか。伝達速度が速く匿とく名めい性せいも担たん保ぽされたもの。喩たとえるならば、そうテレビのニュース速報のように。受け手を特定せず、放送のように情報を流す手段があれば──

　……放……送？

　学まなぶは表情を凍こおりつかせた。

　何かがひっかかる。似たような話をどこかで聞いた気がした。どこだ、どこで耳にした。

『──聞こえる？　何が』

『声』

『声？』

『女の人の声。悲鳴みたいなやつ』

　───。

　そうだ、あの病院での会話。子供と看護士が話していた内容。彼らが取り合っていたポータブルラジオ。

　学は喘あえいだ。

　不特定多数に向けて頻ひん繁ぱんに流される意味不明な放送。受信者は素す性じようを明らかにせず、ただ流れる時間帯とチャンネルさえ知っていればいい。放送終了後であれば誰だれかが耳にする危険性も低い。そう、怪かい談だん話ばなしに飛びつく子供さえ除のぞけば。

　表情を強こわばらせ胸ポケットから携帯を取り出す。

　アドレス帳から病院の番号を選択し学まなぶはダイヤルボタンを押した。




「葉は桜ざくら、いるか!?」

　家に帰るなり階段を駆け上り、葉桜の部屋を訪れた。返事を待たずに扉とびらを押し開ける。葉桜は椅い子すに腰こし掛かけ、ちょうどワッフルにかぶりつこうとしているところだった。眦まなじりを弛ゆるめ小さな唇を一杯に開けている。

　彼女はちらりと目だけを学の方に向けて、ぱちぱちと瞬まばたきした。

「な……え、ええ……!?」

　瞬しゆん時じに顔が真しん紅くに染まる。慌あわてて居い住ずまいを正そうとする彼女に構わず、学はずかずかと室内に入っていった。周囲に人の姿がないことを確認し葉桜の腕をつかむ。

「ちょっと来い！」

「こ、来いってどこへ？　あ、待って、ワッフルだけ置かせ──ちょ……ちょっと学ったら、どうしたのよ、いきなり!?」

　強引に立ち上がらせて自分の部屋に連れて行く。廊下の様よう子すをうかがいながら、突き飛ばすようにして葉桜を部屋に押し込んだ。続いて室内に入り後ろ手に扉を閉める。

　背中を扉に押しつけ、物音に耳を傾かたむける。一応稻いな雀すずめが一階にいることは確認していたが念のためだ。しばらく息を潜ひそめていたが外に人の気け配はいはない。彼は荒い息を漏もらしながら視線を正面に戻もどした。

　怯おびえた表情で胸元を押える葉桜と目が合った。彼女は学と視線が合うなり、真っ赤になって顔を逸そらした。

「こ、こ、こういうのは良くないと思う。その──私だって心の準備ってものがあるし。無む理り矢や理りっていうのは、ちょっと」

「あぁ？」

「り、理解はしてるわよ。人間の男の子にも発作みたいなものがあるのは。私が発作に襲おそわれる時は学も協力してくれるし、だから私だって協力しないわけじゃないけど。でも、こんないきなりは──」

「何わけの分からないこと言ってるんだ。いいからちょっと机の横に座れ、ＰＣの画面が見えるところだ」

「は……？」

「おまえに聞いてもらいたいものがある」

　ぽかんとした表情の葉桜を後しり目めに、学は椅い子すに腰こし掛かけた。ＰＣを起動しメモリーカードを取り出す。運が良かった。ラジオのチャンネルと時間帯を訊きくつもりで病院を訪ねたところ、例の子供が放送内容を録音していたのだ。いずれラジオが没収されることを予感していたのか。メモリーカードに保存し、仲間内の携帯端末で回まわし聴ぎきしていたのだという。

　突然現れた学まなぶに子供達は最初警けい戒かいの色を隠かくさなかったものの、学が幽ゆう霊れいラジオに興味あると分かった瞬しゆん間かん、得意げに自分達の成果を語り始めた。放送の時間帯、周期、周波数。声の主ぬしに関する予想とオカルト的な分析まで付け加え、彼らはメモリーカードを貸してくれた。

「分かったんだ。内通者の連絡方法が。連中、〈十じゆう字じ架か〉からのラジオ放送を使ってる。放送終了後のノイズに混ぜて定期的に通信を──どうしたんだ？　変な顔して」

　葉は桜ざくらは赤面した河ふ豚ぐのように頰ほおを膨ふくらませていた。ぎらぎらした目で学を睨にらみつけ、ふんっとそっぽを向く。

「知らないわよ、馬ば鹿か。話続けたら？」

　何を怒ってるんだこいつは。間食を邪じや魔まされたのがそんなに腹立たしいのか。首を傾かしげながらＰＣに視線を戻もどす。メモリーカードのフォルダを開け音声ファイルをクリックした。再生ソフトが立ち上がりシークバーが動き出す。ザザザと砂嵐のようなノイズがスピーカーから流れ出してきた。

　ややあって雑音の海から声が浮かび上がってくる。すすり泣き、哄こう笑しよう、悲鳴のような女の声。それも一人ではない。複数の声だった。怪かい談だん話ばなしになるのも分かる。まさしくホラー映画の効果音だった。

　五分くらい経たって声は途と切ぎれた。学は一時停止をかけながら葉桜を見た。

「何言ってるかわかるか？」

　葉桜は首を振った。眉まゆ根ねに皺しわを刻み、考え込むような表情となる。

「全然、人の声っていうより動物の鳴き声みたい」

「アポストリ語じゃないのか？」

「違うと思う」

「……そう、か」

　学は肩を落とした。外はずれだったか。ため息をつきながら再生ソフトを終了しようとする。

「待って」

　葉桜が彼の手をつかんだ。

「もう一度再生して」

「？　いいけど……」

　再度、再生ボタンをクリック。ノイズと悲鳴が再び繰り返される。葉桜は目を閉じながら「もう一度」とつぶやいた。シークバーが最後までたどりつく。停止ボタン、再び再生。終了。再生、再生。

　ややあって葉桜は目を見開いた。視線を宙ちゆうに彷さ徨まよわせながらぽつりとつぶやく。

「アナログ変調だわ」

「アナ……なんだって？」

「アナログ変調よ。データを音声に変換して流してるんだわ」

　言うなり葉は桜ざくらは学の手からマウスを奪うばい取とった。止める間もなくプログラムランチャーを開き中身を探さぐり始はじめる。彼女はぎりっと奥歯を嚙かみしめた。

「あなた達の技術史を学んだ時、出てきたの。ちょっと前まであなた方の通信網は音声交換用のものしかなかったんだって。だからその上でコンピュータ通信をするために、データを一度音声に変換してネットワークに流していた」

「データを……音声に？」

　学まなぶは眉をひそめた。そんな話聞いたことがない。今のネットワークは音声も画像も全てデジタル化され、単一のデータフォーマットでやりとりされている。データをわざわざ音声に変換して流す意味が分からなかった。

「元々音声用に作られたネットワークを無む理り矢や理りデータ通信に流用したのね。大量のデータを送るために、電話の可か聴ちよう帯たい域いきギリギリの音を出してるのよ。だからあんな甲かん高だかい叫び声や泣き声に聞こえる。──確かに盲もう点てんだわ。こんな旧時代の技術、普通は誰だれも知らないもの」

「すまん、何を言ってるかさっぱり分からないんだが」

「分からなくていいわ。──学、このコンピュータ変復調ソフトは入ってないの？　それか音響カプラでも」

　首を傾かしげる学を見て葉桜は舌打ちを一つ、猛もう然ぜんとキーボードを叩たたき始めた。瞬またたく間まにディスプレイが見たこともない画面で埋め尽くされていく。

「お、おい！　何してるんだ、人のパソコンで」

「静かにして。今、〈十じゆう字じ架か〉にある私の端たん末まつ領りよう域いきと接続したの。あっちのマシンパワーを使って一気に復調処理をかけるわ。こうして、この手順で復調をかければ──来た」

　ウィンドウの中を厖ぼう大だいな文字列がスクロールしていく。学は読み取ろうとして顔をしかめる。画面を流れていく文字の羅ら列れつはどうみても意味不明な代物だった。

「おい、本当にこれでいいのか？　なんか文字化けしてるみたいだぞ」

「暗号化されてるのよ。……大丈夫、量りよう子し暗あん号ごうじゃない。この程度の鍵かぎ長ちようなら余裕」

　細い指がエンターキーを叩たたく。スクロールが止まり文字列が逆流し始めた。ややあって画面がフラッシュ、固かた唾ずを吞のみ見守る学の前で一行の文章が表示される。
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「これだけか？」

　学は意表を突つかれた。厖大なデータ量の割にはあまりに簡かん素そな内容だった。しかも意味の取れる単語は相変わらず一つもない。ただの数字とアルファベットの羅ら列れつだった。

　顔をしかめる学まなぶの前で、だがぽつりと葉は桜ざくらが言った。

「前の数字、これ座ざ標ひようじゃないかしら」

「座標？」

「緯い度どと経けい度どよ。分ふん秒びよう表ひよう記きで北ほく緯い35度17分、東とう経けい１３６度９分。細かい数字は分からないけど〈十じゆう字じ架か〉の場所が大体このあたりのはず」

　そう言われてもぱっとは思い浮かばない。むしろなんでこいつがこんなに色々知っているのか不ふ思し議ぎだった。

「おまえ……、ひょっとして結構〈十字架〉で優等生だったとか？」

「首席の座は譲ゆずったことないわ」

「なるほど」

　そう言えば、こいつは評ひよう議ぎ員いん候こう補ほだった。成績が悪いはずはないだろう。その割にあちこち抜けているのはどういうわけか。

「地図に座標を入力して──場所は……あら？」

　表示された部分は何もない湖面だった。多た景け島しまの西方数キロ地点をカーソルが指し示している。葉桜は首を傾かしげた。

「入れ間ま違ちがいかしら……、もう一度」

「待て」

　学は低い声で言って画面を覗のぞき込こんだ。キーボードに手を当て地図の縮しゆく尺しやくを上げる。程ほどなく何もない湖面に灰色の点線が現れた。〈十字架〉を取り巻くように描かれた多角形のライン──、居きよ留りゆう区くの警けい戒かい水すい域いきだった。カーソルはその境さかい目めに突つき刺ささっている。

　葉桜の喘あえぐような声が耳元で響いた。

「これって……」

　学はうなずいた。

「侵しん入にゆう路ろ──だな」

　湖から近づくつもりなのか。確かに、これなら駅やゲートの警けい戒かいも関係ない。彦ひこ根ね港こうのセキュリティもバイパスし〈十字架〉に直接乗り込める。学はぎりっと奥歯を食いしばり、文字列に視線を戻もどした。

　前半の数字は座標、では後半はなんだ。

「三月十二日午後十時」

　学が文字列を追うより前に葉桜が言った。白い頰ほおから血の気が引いている。彼女は固い表情で言葉を続けた。

「今日きようの日付よ」

「……っ！」

　学まなぶは絶句して壁の時計を見上げた。銀色の短針は10の数字に重なりつつある。午後九時五十六分──通信文の時間まであと何分もない。

　今日きようの午後十時──多た景け島しま沖おき西せい方ほう二キロ地点。暗黒の湖面から近づきつつある脅きよう威いに、学は肺はい腑ふが凍こおりつくような感覚を覚えた。




　琵び琶わ湖この湖面は漆しつ黒こくのカーペットを敷しき詰つめたように暗く澱よどんでいた。

　凪ないだ水面を漁船は音もなく滑っていく。船内の灯りは全て消され、気を抜けば甲かん板ぱんと湖面の境界さえ見失いそうになる。おんぼろな船体の割には機関音が静かなせいだろう。船に乗っていると言うよりは湖面をベルトコンベアで運ばれているような気分だった。

〈彼女〉は船首の上甲板に立ち、前方の闇やみを睨ねめつけていた。夜空にぽつぽつと赤い光点が浮かんでいる。遥はるか天頂まで規則的に配置された光の点てん滅めつ。おそらく高層ビルの航こう空くう障しよう害がい灯とうに近いものだろう。では、あれが〈十じゆう字じ架か〉か。

　彼女はほぉと小さな吐と息いきを漏もらした。真っ白な呼こ気きが一いつ瞬しゆん宙ちゆうに広がった後、後方に霧む散さんしていく。

　周囲の風は刺すように冷たく、剝むき出しの頰ほおがじくじくと痛んだ。船員から何度船室に入るよう勧すすめられただろう。確かに──普通の人間ならこんな寒空の下、外に立ち続けたりしないはずだ。だが今の彼女には空気の冷たさ、肌の痛み、目から入ってくる光の全すべてが心ここ地ちよかった。

　胸ポケットの携帯が震ふるえた。彼女はコートの前を開け携帯を取り出した。通話ボタンを押し耳に当てる。

「はい──、私です」

『元気そうだねＶＺヴイー・ジー、新しい身体からだはどうだい』

　電話の相手は彼女のよく知る人物だった。彼女はほうとため息を漏もらした。

「良好です、全すべて問題ありません」

『まだ慣かん熟じゆくが済んでないんだから無む理りは厳げん禁きんだよ。まぁ僕としても、こないだの黒髪ストレートの方が好きだったんだけどね。同じ姿を使うわけにはいかないから』

「お気き遣づかいありがとうございます。ご心配なく、調整は念入りにやりましたから」

　平へい板ばんな声で答えながら背後の艦かん橋きようを振り向く。窓ガラスにはベリーショートの少女が映っていた。狐きつね目めに高い鼻び梁りよう、瘦やせた頰のせいかどこかきつい印象を受ける。膝ひざ下したまでを覆おおうロングコートもその印象を強めていた。

『君にはきつい仕事を頼んで申し訳ないと思う。できれば他の人間をヘルプにつけられればよかったんだけど今回は──』

「分かってます。自分の立場も、今回の仕事の性質も。だから気に病まないでください。〈親方マイスター〉には感謝してます。私がこうしてまた自分の足で歩けるのは、あなたのおかげですから」

　電話向こうの声が虚きよを突つかれたように沈黙した。

　ややあってため息にも似た音がＶＺヴイー・ジーの耳じ朶だを打った。

『ＶＺ……君、いくつだっけか』

「？　十七──だったと思いますが」

　低い笑い声が耳元で響いた。諧かい謔ぎやくと苦笑が絶ぜつ妙みように混ざり合った声こわ音ねだった。

『子供達、子供達。まったく──今の高校生諸君には恐れ入るな。君といい、……彼といい』

「〈親方マイスター〉……？」

　意い図とを計はかりかねＶＺは訊たずね返かえした。電話向こうの声はひとしきり笑った後、ぽつりとつぶやいた。

『水み無な瀬せ』

「……はい？」

『水無瀬、覚えておきたまえ。それが僕の名前だ。帰ってきたら一度食事にでも行こう。いつも電話ばかりじゃ味気ないだろう。それじゃあ吉きつ報ぽうを待ってるよ』

　ぷつりと電話が途と切ぎれた。風の音が思い出したように聞こえてくる。ＶＺは液晶画面を見つめ、携帯を握る手に力を込めた。

「そろそろ上陸です。準備を」

　艦かん橋きようの扉とびらから船員が顔を出し声をかけてきた。前方に白い汀みぎわが見えている。上空には空を覆おおうような漆しつ黒こくの質量。彼女は船が〈十じゆう字じ架か〉のメガフロートに近づいていることを知った。

　とりあえずは第一関門突とつ破ぱか──

　ＶＺは足下に置いたスポーツバッグを取り上げた。

　ここに来るまで一度も居きよ留りゆう区く警けい察さつの警けい備び艇ていに遭そう遇ぐうしなかった。内通者からの情報に誤あやまりはなかったらしい。直前まで罠わなを疑っていただけに、彼女はほうっと肩の力を抜いた。

　舞台は整った。後は役者が踊るだけだ。

「今行きます」

　短く言って、ＶＺは〈十字架〉に背を向けた。
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「ちょっと学まなぶ！　何もたもたしてるの、早く降りなさいよ！」

　下から突き上げるように葉は桜ざくらが声をかけてくる。学は片手をバルコニーの縁ふちにかけながら、一階の屋根に踏みとどまっていた。タイル張りの斜面は急な角度で庭に落ち込み、その向こうに茂みや石いし畳だたみ、池がぼんやりと見えている。周囲が暗いため地面までの距離がいまいちつかみきれない。学は足を滑らしそうになって危うくバルコニーの柵をつかんだ。

「何してるのよ、早くしないと気づかれちゃうでしょ。この程度の高さ、覚かく悟ごを決めて飛んじゃいなさいよ。ほら、いざとなったら受け止めてあげるから。ほら」

「簡単に言うなよな……」

　葉桜は一足先に軽々と飛び降りている。ハイヒールで足音を殺しながらそんなことができるのもアポストリだからこそだ。人間の自分に同じことを要求されても困る。

（……ったく、あいかわらず暴ぼう走そう機き関かん車しやみたいな奴やつだよな、こいつ）

　学は舌打ちした。

　伯お母ば様を助けに行く──通信文を解読するなり、そう強硬に主張し始めたのは葉桜だった。今から警けい備びを固めても間に合わない。そもそも警備の者自体が内通者かもしれないのだ。ならば自分が〈十じゆう字じ架か〉に赴おもむき刺し客かくを迎むかえ撃うつしかない──と。

　もちろん学は反対した。〈十字架〉の警備は厳重だ。リスクを冒おかしたどりついても、逆にこちらが捕ほ縛ばくされかねない。血けつ気きに逸はやる彼女を抑おさえ、とりあえず茉まつ莉り花かに電話した。詳しよう細さいは伝えられなくても刺客の存在さえ知らせられればいい。だが電話は繫つながらなかった。たまたま電話を取る者がいないのか、あるいは意い図と的てきに通話が遮しや断だんされているのか。

　散さん々ざん迷った後、学は葉桜の意見を受け入れた。

　方針が決まった後の葉桜は素す早ばやかった。手早く荷物をまとめ〈十字架〉へのルートを確認する。階下の状況を窺うかがい、稻いな雀すずめがリビングにいることを確認して「窓から降りましょう」と言い出した。玄関経由で外に出たらいつ稻雀と出くわすか分からない、部屋の鍵かぎを閉めていけば自分達がいないこともごまかせる。そう言われた時はなるほどと思ったが、これはかなり難なん易い度どが高い。着地に失敗して骨でも折ったら茉莉花救出どころではなかった。

（とはいってもな）

　ここでじっとしていても埒らちが明かない。両目を閉じて息を整える。地面までの距離は二メートル程度しかないはずだ。石いし畳だたみの横、芝しば生ふのあたりを狙ねらって──よし。

「あら？」

「……っ!?」

　彼の行く先に葉は桜ざくらが歩いていく。慌あわてて手すりにつかまろうとするが間に合わない。伸ばした指先が虚こ空くうをつかむ。止まれない。

「このハンカチ──、無くしたと思ってたのに」

「馬ば鹿か！　どけ、ぶつかる！」

「え？」

　きょとんとした表情で葉桜が面おもてを上げる。真しん紅くの双そう眸ぼうが驚きよう愕がくに見開かれ、そして。

　鈍い痛みが身体からだを駆け抜けた。芝生の匂いが鼻び腔こうを満たし、冷たい土の感触が手の甲に伝わる。

「痛つぅ……」

　頭を擦こすりながら地面に掌てのひらをついた。うつぶせの姿勢で上体だけを起こす。身体の下から呻うめき声ごえが上がった。

「………？」

　視線を落として凍こおりつく。すぐ下に葉桜が倒れていた。豊かな金きん髪ぱつを大きく乱し整った顔を歪ゆがめている。作り物のように精せい緻ちな美び貌ぼう、艶つやめいた唇が綻ほころび真珠のように白い前歯がのぞいていた。吐息さえ感じられそうな距離、気がつけば腹や太ふと股ももに柔やわらかな感触と体温が伝わってくる。

「……っ！」

　慌あわてて飛とび退のこうとした瞬しゆん間かん、足が何か固かたい物を蹴けり飛ばした。狼ろう狽ばいから立ち直れないまま視線を向ける。石いし畳だたみの上に黒光りする鉄の塊かたまり。

「なんなのよ、もう……学まなぶ？」

　しまったと思った時にはもう葉桜が彼の視線を追いかけていた。グリップの大きいオートマチック拳けん銃じゆう。学は慌てて飛びつくとズボンの尻ポケットに戻もどした。ぞわりと、背後で殺さつ気きにも似た空気が立ち上る。

「学」

　険けんのある声。学はごくりと唾つばを吞のみ込み後あと退じさった。

「その銃、まだ持ってたの？　捨てたって言ってたのに」

　ラパーチェ事件の時、水み無な瀬せから渡された拳銃。装そう塡てんされた銀ぎんの銃弾はアポストリ相手に最悪の凶きよう器きとなる。禁きん制せい品ひん中ちゆうの禁制品だった。

「いや、まぁ……それは」

　一瞬ごまかしかけて、葉桜の刺すような視線に無む駄だだと悟さとる。彼は乱暴に髪を搔かき混まぜると視線を逸そらした。

「誰だれとやりあうことになるか分からないんだぞ。これくらい持っていかないと、俺の方が足手まといになるだろ」

「銀の弾だん丸がんを持って〈十じゆう字じ架か〉に乗り込むつもり!?　ばれたらどうなると思ってるのよ、罰ばつ金きんや謹きん慎しんじゃすまないわよ！」

「ばれてやばいのはおまえも同じだろ、どのみち今の俺たちには非合法な手段しかないんだ。だったら程度の大小なんか気にしてられるか」

「でも……！」

　追いすがる葉は桜ざくらを振り切るようにして、学まなぶは身体を翻ひるがえした。

「ほら行くぞ、いつまでもここで騒さわいでたらあいつに見つかるだろ」

　背中に葉桜の視線が感じられる。学はあえて気づかないふりを装よそおい門から道路に出た。




　時間は刻こく一いつ刻こくと過ぎていった。

　時計の針はとうに十時を過ぎ無む慈じ悲ひに時を刻んでいく。

　学は大通りに出てタクシーをつかまえた。「彦ひこ根ね港こうまで」と告つげ後部座席に身体からだを沈める。葉桜はまだ物言いたげだったが、運転手の前で銃のことを話すわけにもいかないのか、不ふ機き嫌げんそうに黙り込んでいる。

　学は外の景色を眺ながめながら今後の行動を考えていた。

　刺し客かくはもう居きよ留りゆう区くの警けい戒かい水すい域いきに侵入しているだろう。水上で食い止められない以上、あとは〈十じゆう字じ架か〉で捕ほ捉そくするしかない。問題はどうやって〈十字架〉にたどりつくかだ。葉桜の言葉によれば港こう湾わん脇わきにＶＩＰ用のゲートと連絡ボートがあるらしい。生体認証のみで通り抜けられるから、今の葉桜でも人目につかず〈十字架〉に向かえるという話だった。ただアカウント自体無効になっている可能性は高いし、仮に有効だったとしても葉桜が禁きんを冒おかした記録は残る。

『〈十字架〉最さい奥おう部ぶへの永えい久きゆう拘こう禁きん。筋肉を破は壊かいし、二度とアポストリとしての力を発はつ揮きできなくされるでしょうね』

　ふっと稻いな雀すずめの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。彼はきつく唇を引き結んだ。

　今からでも葉桜を置いていくべきではないか。だが、彼女がいなければ自分は〈十字架〉にたどりつくこともできない。入管ゲートをくぐりぬける前に拘こう束そくされ送り返されるのがオチだ。

（最悪……全部俺の責任ってことにすればいいか）

　きゅっと目をすぼめる。

　銃じゆうを持ってきた理由の一つはそれだ。銀ぎんの弾だん丸がんに脅おどされたと言えば、葉桜には情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちが認められる。稻雀が言っていた程ほどの罰は与えられないはずだ。かわりに自分がどうなるかは見当もつかないが。

　いずれにしろ、全すべてはこの件が片づいた後の話か──

　───。

　程なくして車は彦ひこ根ね港こうについた。

　連絡船の便びんが終了しているためか、周囲はひっそりと静まりかえっている。学はタクシーが交差点の向こうに消えるのを見送って港の敷しき地ちに足を踏み入れた。

　暗あん幕まくを垂らしたような闇やみの中、五階建ての連絡船乗り場だけが煌こう々こうと輝いている。辺あたりに人の姿は見あたらない。

「こっちよ」

　葉は桜ざくらに導かれるまま、学まなぶは無人の駐車場を横切っていった。途中、巡じゆん回かいの警けい備び員いんを認めて植え込みの陰かげに隠かくれる。そのまま乗り場の外がい壁へきを伝うように港みなと北きた側がわのフェンスにたどりついた。

　有ゆう刺し鉄てつ線せんの施ほどこされた金網に一箇所簡かん素そなゲートが設もうけられている。葉桜は恐る恐るフェンス脇わきの認証インタフェースに手を当てた。軽やかなチャイム音が響きゲートが開く。

「よかった、まだ有効だわ」

　ほっと安あん堵どの息を漏もらしながら葉桜が肩の力を抜く。

「急ぐぞ」

　学は内心の動どう揺ようを抑おさえながら彼女を急せかす。これで葉桜は犯罪者になってしまった。だが今は思い悩んでいる余裕もない。

　ゲートを抜けた瞬しゆん間かん、重々しい波の音が押し寄せてきた。心なし湖からの風も強さを増したように思える。琵び琶わ湖この湖面は墨ぼく汁じゆうを注いだように黒々とうねっていた。正面やや右手に巨大な柱状の構造物がぼんやりと浮かび上がっている。天空の星に混じって瞬またたく無数の航こう空くう障しよう害がい灯とう。〈十じゆう字じ架か〉だった。

「学！」

　葉桜が片手を上げて彼を呼んだ。

　埠ふ頭とうの奥に連絡用のボートが係けい留りゆうされている。鋭角的なシルエットの、いかにも高級そうな船だった。学は「おう」と声を上げて彼女のもとに駆け寄った。歩きながら、ふっと感心してつぶやく。

「そういえばおまえ、ボートなんて操そう縦じゆうできたんだな」

　ラジオの通信を解読したことといい、なかなかやるじゃないか。伊だ達てに首席を名乗っていない。だが葉桜はぐっと夜よ闇やみを睨にらみつけ答えた。

「シミュレータではいつも満点だったわ」

「なるほど……って、おい！　実物は!?」

「………」

「黙るなよ！　てか、そういう大事なことは先に言えよ！　嫌いやだぞ、乗った瞬しゆん間かん転てん覆ぷくとか」

「うるさいわね、そんなに言うなら学が操縦しなさいよ。しょうがないでしょ、こんなことになるなんて思わなかったから実習まで受けてなかったのよ」

　こ、こいつは──

　学は頭痛を覚えながら天を仰あおいだ。こんな奴やつ有罪で十分だ。誰だれか早いところしょっ引ぴいてくれ。

　喉のどの奥から唸うなるような声を上げ正面を見み据すえる。彼女の腕前がどうあれ、今いま更さら引き返すわけにもいかない。こうなれば運を天に任まかせる他なかった。

　その時、ふっと前方に人影を認めた。眉をひそめ立ち止まる。

「どうしたの？」

「しっ」と葉は桜ざくらを押おし止とどめ視線を凝こらす。

　カツリと固い靴音が周囲に響き渡った。息を吞のんで見守るうちにもう一度靴音。ボート脇わきの暗がりから細身のシルエットが姿を現した。

「やはり──ここでしたか」

　平へい板ばんな口く調ちよう、抑よく揚ように乏とぼしい声。黒のワンピースに華きや奢しやな肩を包むフリルつきのハーフコート。右手には巨大な旅りよ行こう鞄かばん。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳がじっとこちらを見据えている。

「い、稻いな雀すずめ……!?」

　学まなぶは息を吞のみながら後あと退じさった。なんでこいつがここに。

　ひょっとして先回りされていた……？

「警けい告こくしたはずですよ。嵐が過ぎるのを待つようにってね。まったく……だから私は言ったんです。葉桜からゲートの権限を取り上げるようにって。それが上ときたらそこまでやる必要はないの一点ばりで。おかげで現場が余よ計けいな苦労をしょいこむことになる」

　厚底の靴がコンクリートを叩たたく。学は葉桜をかばうように片腕を広げた。前まえ屈かがみの姿勢になり稻雀を睨にらみつける。

「俺たちを──逮たい捕ほするつもりか？」

「逮捕してほしいんですか？」

　稻雀は呆あきれたように言った。肩をすくめ鼻から息を漏もらす。

「私の仕事は監かん察さつ。葉桜の行動を監かん督とく・査さ察さつすることです。逮捕は警けい察さつの仕事ですよ。私的にはむしろあなた方が回れ右して帰ってくれると一番ありがたいんですが。事が公おおやけになれば私の監督責任も追及されますからね」

「本当に──それだけか？」

　学の言葉に稻雀はぴくりと眉を持ち上げた。顔から表情を消して訊たずね返かえす。

「なんですって？」

「おまえが俺達を連つれ戻もどそうとしてるのは監察業務だからじゃない。足止めを言い渡されてるからじゃないのか」

「言っている意味がよく分かりませんが」

「茉莉花さんの暗殺が終わるまで邪魔をさせるな。そう言われてるんじゃないかってことだよ」

　稻雀は一いつ瞬しゆん言葉を失い、ぽかんとした表情で学を見返した。ややあって「あー」とつぶやく。

「あーなるほど、そういうことですか」

　低い笑い声が暗色の唇から漏れる。彼女はこくりと首を傾かたむけ、苦笑の形に口元を歪ゆがめた。

「──で？　仮にそうならどうするって言うんです」

「葉は桜ざくら」

　学まなぶの呼び声にブロンドの少女が一歩進み出た。紅くれないの双そう眸ぼうがきゅっと鷹たかのようにすぼまり、稻いな雀すずめを睨にらみつける。学は顔を正面に向けたまま尻ポケットの銃じゆうに手をかけた。

「行かせてもらえないか、稻雀。今日きよう校門で聞いた話──共きよう棲せい者しやの件が本当なら、あんたは悪い奴やつじゃないと思う。できればあんたを傷つけたくない」

「きずつけ……る？」

　学はうなずきながら銃を構えた。

「こいつの弾たまは銀ぎん製せいだ。葉桜と一対一ならともかく俺に狙ねらわれながらじゃうまく戦えないだろ。頼む、引いてくれないか」

　稻雀がすっと顎あごを引いた。俯うつむいたままぎゅっと拳こぶしを握りしめる。細い肩がわずかに震ふるえていた。

　怯おびえているのか──一瞬そう思った。だが続いて聞こえてきたのは、地の底から響くような低い笑い声だった。

「傷つける、傷つけるですか」

　稻雀が顔を上げた。双そう眸ぼうに炎のような輝きが灯ともる。唇が捲まくれ、口の端はしと眦まなじりが悪鬼のように吊つり上あがった。




「図に乗るなよ──小こ僧ぞう」




　……っ！

　空気が震ふるえた。激しい殺さつ気きが突とつ風ぷうと化して彼の顔をはたく。思わず後あと退じさった彼を追うように、稻いな雀すずめが一歩進み出た。

「たかだか一度や二度修しゆ羅ら場ばを経験したぐらいで、もうアウトロー気取りですか？　笑わせないでください。私から見ればあなた方などアマチュア以下だ。大きな口を叩たたきたいならせめて風穴の一つや二つ身体からだへ空あけてからにしていただきたい」

　針金のように細い手が旅りよ行こう鞄かばんに伸びる。瞬しゆん間かん、学の脳のう裏りに激しい警けい鐘しようが鳴り響いた。自宅の玄関で彼女の鞄を持ったときに感じた重量。まるで岩の塊かたまりでも持ち上げたような感触。──やばい。あの中身は危険だ。

「葉桜！　あの鞄を開けさせるな！」

　学の声に応こたえて葉桜が地面を蹴ける。ウェーブのかかった金きん髪ぱつが翻ひるがえり鈍く輝いた。

　瞬まばたきする間もない。気づいた時にはもう二人の距離はゼロになっている。葉桜が上体をねじりつつ腕を引いた。稻雀の手はまだ鞄の取っ手にかかったまま──大丈夫、これならまだ間に合──

「………!?」

　稻いな雀すずめがぐいと鞄かばんを持ち上げた。両足を大きく開き、パニエの裾すそを揺ゆらしながら鞄を振り回す。轟ごうと空気が唸うなり鞄の角が葉は桜ざくらの腹に突つき刺ささった。

　続けて起った光景は学まなぶの想像を絶するものだった。

　葉桜の身体からだがゴムまりのように弾はじけ飛とんだ。数メートル、いや十メートル以上？　肩口から墜つい落らくし、それでもなお勢いを殺しきれず地面を転ころがっていく。

「葉桜！」

　思わず駆け寄ろうとして首くび筋すじに怖おぞ気けを感じる。はっとなって振り向くと、稻雀の血のように赤い視線がこちらを見ていた。
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「開ける必要なんてありませんよ」

　彼女は無む造ぞう作さに鞄を置いた。重苦しい音とともに地面が震ふるえる。形の良い唇がふっと綻ほころんだ。

「だってこの鞄自体が私の得え物ものですから」

「な……」

　絶句する学の前で、稻雀の手が優しく鞄を撫なでた。

「チタン合金の外がい郭かくに鋼こう板ばんを三十枚詰め込んだものです。重量にして八十キロ、鈍どん器きとしては十分な威い力りよくですよ。大して目立ちませんからどこにでも持ち運べますしね」

　学は戦せん慄りつした。八十キロの金属の塊かたまり──そんなものを葉桜は食らったのか。

　背後で咳せき込こむ音。学は肩越しに振り返った。葉桜が肘ひじをつきながら上体を起こそうとしている。その唇から赤いものが滴したたっていた。

「葉は桜ざくら……！」

　学まなぶの呼びかけに、だが返事はない。彼女は苦しげに肩を震ふるわせている。

「さぁて、これでまず一人」

　すぐ後ろで声がした。学はぞっとなって顔を正面に戻もどす。天高く振り上げられた鞄かばんが真まっ直すぐ彼に落ちてきていた。

「……っ！」

　反射的に身体からだを後ろに投げ出す。目の前の大気が唸うなりを上げて両断された。轟ごう音おんとともに地面が砕くだけアスファルトの欠かけ片らが飛び散る。

　学は上体を起こしながら銃じゆうのトリガーを引き絞った。だが、稻いな雀すずめの顔を狙ねらったそれは鞄に阻はばまれ空むなしく弾はじき返かえされる。稻雀は鞄を盾たてのように構え、大おお股またに前進してきた。

「どうしたんですか、もう終わりってわけじゃないでしょう。しっかりしてくださいよ。あれだけの啖たん呵かを切って、まさか彼女にだけ戦わせるつもりだったんですか？」

　圧倒的なプレッシャー──突進する巨きよ象ぞうの群れを前にしたような気分。学はごくりと唾つばをのみ込んだ。

　甘く見ていた。

　稻雀の言う通り、岡おか町まちや〈渦うず巻まき〉との戦闘を経へてどこか自力で修しゆ羅ら場ばをくぐりぬけたような気分になっていた。現実にはどちらも葉桜の手助けがあったからこそ勝てたのだ。彼一人では為なす術すべもなく惨ざん殺さつされていただろう。

　最初の侮あなどりが過あやまちだった。余よ計けいな会話などせず、すぐ銃を撃うっていればよかったのだ。覚かく悟ごの無さを見み透すかされ相手に先制の機会を与えた。葉桜が無力化された時点で彼の勝機は大おお幅はばに減じている。今の彼に出来るのは、鞄の形をした鉄てつ槌ついをかわし続けることだけだった。

　銃をかまえたままじりじりと後あと退じさる。

　下がり続けた挙あげ句く、不ふ意いに背せ筋すじを冷気が撫なでた。ぎょっとなって振り返る。足あし下もとの地面が途と切ぎれ真っ黒な波が岸がん壁ぺきを洗っていた。

「もう一度だけ聞きます」

　稻雀の声が冷たく響き渡る。学は喘あえぎ声ごえを漏もらしながら視線を正面に戻した。

「ここで帰る気はありませんか？　今ならまだ何もなかったことにできます。家に帰って温かいお茶を飲み、お風呂に入ってゆっくり休めばいい。大丈夫、あなた達が動かなくても誰だれかが代わりにやってくれますよ」

「………」

　無言のままの学に、稻雀は片手を上げてみせた。

「なぜ好んで怖い思いをしようとするんですか？　同い年の子達は今頃ベッドで寝ているはずです。温かい毛布にくるまれ心地よい夢を見ているでしょう。なぜあなた達だけがこんな場所で苦痛と恐怖に震ふるえているんです。死線をくぐる必要があるんですか」

　なぜ──。

　学は自問する。

　どうして自分はこんな寒空の下、武装したアポストリと対たい峙じしているのか。稻いな雀すずめの言う通り自分だけが辛つらい目にあう必要はない。もともと政治やアポストリに関わることなど大だい嫌きらいだったのだ。父ちち親おやが死んだ今、望みさえすれば普通の高校生として生きていける。暴力と恐怖に満ちた世界から決別できる。

「確かに──な」

　学まなぶはかすれた声を漏もらした。

「時々思うよ。自分でもなんでこんな馬ば鹿かなことやってるんだろうってな。居きよ留りゆう区くもアポストリも何もかも放ほうり出だして、気楽に生きられればいいって」

「南みなみ方かたさん」

　ほっと表情を弛ゆるめかける稻雀に、学は「でもな」と告つげた。

「どうにも俺は根が心配性らしくてな。こんな状況を任まかせられるほど他人を信用できないんだ。あんた言ったよな？　俺一人が動いたくらいで世界はどうにもならない、なんとかできると思っていたらそれは幻想だって。だけど──俺に言わせれば話は逆だ」

「逆──」

　学はすっと息を吸い込み、挑いどむような視線で稻雀を睨にらみつけた。

「黙って待ってれば事態が片づくなんてありえない。俺も葉桜も、茉まつ莉り花かさんもあんたも、それぞれ自分ができることをやってくしかないんだ。もし誰だれかが自分の代わりに面めん倒どう事ごとを片づけてくれると思ってるなら──そんなもの、それこそ幻想にすぎない」

　稻雀の顔から表情が消えた。

　下唇を巻き込み、わずかに面おもてを伏ふせる。

「つまり、引く気はないってことですね」

「ああ」

「勝ち目のない戦闘に挑いどむのは勇気じゃない、無む謀ぼうと言うんですよ」

　学は首を振った。口元に不ふ敵てきな笑みをたたえ頰ほおの筋肉を歪ゆがめる。

「稻雀、一つ教えてやる。俺は勝算のない賭かけをしない。俺があんたの提案を拒否したのはそうできるだけの理由があったからだ」

「？　………！」

　稻雀の背後で黒い影が伸び上がった。

　慌あわてて飛とび退すさろうとする稻雀を、細い腕が羽は交がい締じめにする。シニヨンにまとめた銀ぎん髪ぱつの向こうで金色の風が揺ゆれた。闇やみ夜よを圧するように葉桜の双そう眸ぼうが真しん紅くに瞬またたいている。

「……っ！　葉桜の回復を待って……!?」

　学まなぶは銃じゆうを構えたまま、真っ直ぐに腕を伸ばした。片目をすがめ稻いな雀すずめの顔に狙ねらいをつける。

「子供だと思って甘く見たか？　あいにくこっちも半はん端ぱな覚かく悟ごじゃないんでね。だまし討うちだろうが時間稼かせぎだろうが遠慮無く使わせてもらう」

「この距離で撃うったら葉は桜ざくらに当たるかもしれませんよ!?　銀ぎんの銃じゆう弾だんを受けたアポストリがどうなるか知ってるんですか！」

「知ってるさ、よくな」

　三ヶ月前、ハンターの追つい撃げきを受けボロボロになった星ほし祭まつりを思い出す。強きよう靱じんな皮ひ膚ふは紙のように切きり裂さかれ、焼けた細胞が白はく煙えんとなりたなびいていた。

　学は葉桜に視線をやった。彼女は額ひたいに玉のような汗を浮かべ、必死の形ぎよう相そうで稻雀にしがみついている。先さき程ほどの一撃からまだ回復しきっていないのだろう。ふらつく足を必死に踏ふん張ばり学の射しや線せんに稻雀を固定していた。

　学はふっと眦まなじりを弛ゆるめた。口元を綻ほころばせ安心させるようにつぶやく。

「心配するな葉桜。おまえには当たらない」

「当たり前でしょ。いいから早く撃って、長くは抑おさえられないから」

　葉桜の虚きよ勢せいに、稻雀は愕がく然ぜんとした表情で目を見開いた。

「あなたがた……」

　喘あえぐような声が暗色の唇から漏もれる。

　彼女は顔を俯うつむかせ肩から力を抜いた。弾はずみで葉桜が姿勢を崩しそうになる。背中の少女をおぶうような形になりながら、稻雀がこくりと首を傾かしげた。

「降こう参さんです」

「……は？」

「私の負けです。どこへなりと好きなように行ってください。本当、あなた方にはほとほと愛あい想そがつきました」

　学は目をぱちぱちとしばたたいた。黒こく衣いの少女からは先程までの殺さつ気きが綺き麗れいに霧む散さんしている。状況の変化についていけないのか、葉桜もぽかんと口を開けていた。

「評ひよう議ぎ長ちようから、あなた方が暴ぼう走そうしないよう見守れと言われていましたが……、葉桜が命を落としたら元も子もありません。まったく、そんなへたくそな構えで本当に狙ったところに飛ぶと思ってるんですか」

「いや……あ？　……え？　茉まつ莉り花かさんが見守れって……ど、どういうことだよ」

「どういうことも何も」

　稻雀は虚脱状態の葉桜を押おし退のけ、ため息をついた。鞄かばんを地面に置きその上に腰こし掛かける。額にかかった髪を払いのけながら学を見上げた。

「言われたでしょう、茉莉花評議長からこの件に関わるなって」

「………」

　学まなぶは絶句した。父ちち親おやの葬そう儀ぎ後ごに茉まつ莉り花かから言われた台詞せりふ。なぜそれを稻いな雀すずめが知っているのか。

「茉莉花評ひよう議ぎ長ちようとは古いつき合いでしてね、私が監かん察さつ役やくになったタイミングで色々頼まれていたんです。二人とも後あと先さき考えずに突つっ走ぱしり勝がちだから何かあったら止めるようにって。──まさか、ここまで無む茶ちや無む謀ぼうな人達とは思いませんでしたが」

「じゃ、じゃあ、あんた、暗殺の件とは関係ないのか……？」

「なんで私が評議長を殺さなきゃいけないんですか。あの人は──まぁどちらかと言えば苦にが手てなタイプですが、殺したい程ほどじゃありません」

　な……。

　学は崩れ落ちそうになった。なんでそれを早く言ってくれなかったのか。ていうか、こいつさっき本気で自分を殺そうとしてなかったか。

「手て加か減げんはしてましたよ。まぁ当たったら肩ぐらい砕くだけてたでしょうけど、そのまま病院に連れて行く気でしたから」

「ふざけるな！」

　目を剝むきながら叫んだ後、学は天を仰あおいだ。稻雀はコートの中からすっと銀ぎん色いろの懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出した。

「そんなことより急がなくていいんですか。もう十時半を過ぎてますよ」

　慌あわてて腕時計に視線を落とす。時計の長針は６のやや左側を指していた。メッセージの時間から既すでに三十分が経過している。

「葉は桜ざくら」

　大声で呼びかけて銃じゆうを尻しりポケットにねじりこむ、ボートの方に向き直りながら、ちらりと稻雀に視線を向けた。わずかにためらいつつ口を開く。

「なぁ、稻雀──」

「ごめんです」

　断ち切るように言われた。小さな鼻がつんと上を向く。

「一いつ緒しよについてきてくれとでも言う気ですか。甘えないでください。葉桜は〈十じゆう字じ架か〉立ち入り禁止の身。犯罪の片かた棒ぼうを担かつぐなんてまっぴらです。ましてや私は監察役ですよ。警けい官かんに盗みを手伝えと言ってるようなもんです」

「……茉莉花評議長に危険が迫ってるかもしれないんだぞ」

「なら正規のパスを通して警告を上げるのみです。私があなた達につきあって〈十字架〉まで赴おもむく理由はありません」

「だよ、な」

　嘆息して視線を逸そらす。稻雀は澄まし顔で彼を見つめていたが、やがて「ああ」と思い出したように言った。

「葉桜、お願いがあります」

「………？　なんですか」

「私を殴なぐってください」

「……はぁ？」

「黙ってあなた方を見み逃のがしたとなったら私の処分が重くなります。不ふ意い打うちされ気を失っている間に取り逃がした──そういうことにしたいんです」

　葉は桜ざくらは眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。嫌けん悪おも露あらわに口元を歪ゆがめる。

「こんな状況で処分の心配ですか」

「あなた方のせいで退職金を減へらしたくないですからね」

　露ろ悪あく的てきに微ほほ笑えむ稻いな雀すずめの前で、葉桜はぎりっと奥歯を嚙かみしめた。大おお股またで歩み寄ると躊ちゆう躇ちよなく稻雀の腹に拳こぶしを叩たたき込こんだ。鈍い音とともに黒こく衣いの身体からだが背後に弾はじけ飛とぶ。背中からフェンスに激げき突とつし、ずるずると崩れ落ちた。

　荒い息をつく葉桜の肩に学まなぶは手を置いた。細い背中を押してボートに向かわせる。彼女が十分に離れるのを見届けて、学は稻雀に向き直った。だらりと両足を投げ出した彼女は操あやつり糸いとが切れた人形のようだった。

「悪いな」

　ゆるゆると稻雀が顔を上げた。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた双そう眸ぼうが彼を見上げる。

「──何がですか」

「俺たちを逃がした時点で、どのみちあんたは処分を受けるんだろう？　でもそう言ったら最後、葉桜は動けなくなる。わざと怒らせてあいつに踏ふん切ぎりをつけさせたんだろう」

「………」

　返事はない。学は肩をすくめ彼女に背を向けた。

　数歩進んだ時、背後から「南みなみ方かたさん」と呼ぶ声がした。振り向くと稻雀がけだるげな表情で空を見上げていた。彼女は瞳に星明かりを映したまま、つぶやくように言った。

「私は本当に、あなた達たちが普通の子供のように生きられればと思ってたんですよ」

　学は鼻から小さく息を抜いた。顔を正面に戻もどし囁ささやくような声で告つげる。

「悪いな、もう手遅れだ」

　そう言って、あとはもう振り向くことなくボートに向かう。

　答えはなかった。黒衣の少女は黙したまま、ひっそりと暗くら闇やみの中に座っていた。




　ボートは滑るように湖面を進んでいった。

　港での騒そう動どうが噓うそのように航路上の妨ぼう害がいはなかった。黒々とした水面は無人の荒野のようにひっそりとしている。葉桜の操そう縦じゆうも安定しており、船は程ほどなくメガフロートの裏手に到着した。

　頭上には巨大な闇色の塊かたまりが広がっている。航こう空くう障しよう害がい灯とうが瞬またたく度たび、〈十じゆう字じ架か〉の輪りん郭かくがわずかに姿を現し学の視線を吸いつけた。

　船のエンジンが止まると同時に側面の扉とびらが開いた。揺ゆれる桟さん橋ばしの向こうに広大なメガフロートの敷しき地ちが見える。学まなぶは立ち上がりかけて傍かたわらの葉は桜ざくらの様よう子すに気づいた。彼女はハンドルに両手をかけたまま、じっと足あし下もとを見つめていた。

「どうした？　葉桜」

　学の問いに葉桜は沈黙したままだった。唇を開きかけ、躊ちゆう躇ちよしたようにまたつぐむ。ハンドルを握る手にぎゅっと力がこもった。

「葉桜……？」

　学は眉をひそめボートの中に戻もどった。一体どうしたというのだ。ここまできて、何かまだ心配事があるのか。

「ここを降りたら──もう本当に戻れなくなるのね」

　絞り出すような声が薄うす紅べに色いろの唇から漏もれた。

「高こう等とう法ほう院いんの判決無視、憲けん兵ぺいに対する暴ぼう力りよく行こう為い。〈十じゆう字じ架か〉内部における無許可の戦せん闘とう行為──一生分のキャリアを投げ捨てても償つぐないきれないわ。よくて終身刑か、ひょっとすると──」

「………」

「学」

　葉桜が顔を上げた。大きな瞳が不安に揺れている。彼女は唇を引き結び、すがるような表情で学を見上げた。

「も、もし私が捕つかまって二度と会えなくなっても、私のこと……わ、忘れ──」

「馬ば鹿かかおまえは」

　蔑さげすみも露あらわに言うと、葉桜は目を瞬またたいた。

「ば、ばか……？」

「茉まつ莉り花かさんは殺させない。おまえを牢ろう屋や送おくりにもしない。刺し客かくも内通者も叩たたきのめして、おまえの評ひよう議ぎ員いん候こう補ほ資し格かくを取り戻してみせる」

　葉桜はぽかんと口をあけた。

「そ、そんな、うまくいくわけ──」

「いくさ、いやいかせてみせる」

　根こん拠きよなどない。だが今はそう信じるより他なかった。決意に満ちた表情で学は手を差し伸べた。背せ筋すじを伸ばし頰ほおを引き締めて、傲ごう然ぜんと彼の共きよう棲せい者しやを見下ろす。

「こい葉桜、すかした大人おとなどもの鼻をあかしに行くぞ」

　葉桜は呆ほうけたように彼の顔を見返していたが、ややあってぶるりと白い頰が震ふるえた。彼の手を取りながら昂こう揚ようした表情でうなずく。瞳の焦点が定まり、意思の強い眼まな差ざしが真っ直ぐに彼を見み据すえた。
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「──はい、我が主シ・スア・マエスタ」




　　　　＊




　十歳の時、〈彼女〉は家族の全すべてと身体からだのほとんどを失った。

　交通事故だった。

　伊い豆ずかどこかの海水浴場に行く途と中ちゆうだったと思う。走行車線をのんびり走っていた彼女の車は、無理な追い越しをかけてきたトラックに押おし潰つぶされた。警けい察さつの捜そう査さによると、トラックの運転手は深夜勤務が続き注意力散さん漫まんになっていたらしい。急ぎの仕事を押し込まれ焦あせっていたとも聞く。

　どうでもいいことだ。

　気がつくと、彼女は光も嗅きゆう覚かくも触覚さえ失い病院のベッドに横たわっていた。あなたの腕はもうありません。足もありません。内臓はほとんど摘てき出しゆつし人じん工こう心しん肺ぱいで代用しています。目はありません、鼻もありません。舌がないので喋しやべることは難しいでしょう。そんな事実を矢や継つぎ早ばやに聞かされた後で、加害者の個人的な事情など意識する気にもなれなかった。

　自分は本当に生きているのか、それとも死んだ後に悪夢を見ているのか。答えの出ない自問自答を何十時間何百時間と繰り返し、やがて彼女は考える気さえ失うせた。

　どうせこんな身体で助かるわけがない。親も身よりもない自分は、いずれ朽くちるように死んでいくのだろう。

　だから医師が穏おだやかな口く調ちようで相談をもちかけてきた時、彼女は耳を疑った。

「──さん、手術をうけてみませんか」

　手術。自分の身体からだがどうなっているか知っているだろうと言いたかった。四し肢しと内臓のほとんどを失った自分に、どんな手術が効きくと言うのか。だが医師は辛しん抱ぼう強づよく事情を説明してくれた。最先端の義ぎ肢し・人じん工こう臓ぞう器き治ち療りよう。バイオテクノロジーと機械工学を駆く使しし、生なま身みとほぼ変らぬ身体を復元できるのだと言う。

　摩ま耗もうした心は、特に期待も喜びもなく医師の提案を承しよう諾だくした。何をしたところでこれ以上悪くなることはないと思ったからだ。

　だが、予想に反し手術は完全に成功した。光が、音が、香りが、手触りが、爆ばく発はつ的てきな刺激となって彼女に戻もどってきた。

　奇き跡せきだと思った。自分は夢を見ているのではないか──何度そう自問しただろう。周囲の物を手当たり次第に触り、窓を開け冷たい空気を吸い込み、降り注ぐ日の明るさに歓かん喜きした。

　ああ──ああ、生きてる。自分は生きてる。

　喘あえぎ声ごえが耳じ朶だを打ち、白い息が宙ちゆうに立ち上っていった。彼女は見守る医師達に抱きつき、彼らの慈じ悲ひと好意に感謝した。

　無む論ろん、彼女に対する手術は愛情や善意で行われたものでなかった。

　ＶＺヴイー・ジー──それが彼女に与えられた名前だった。媒介筐体ｖｅｃｔｏｒ─ｐａｃｋａｇｅのＺ番目。軍事利用を前提とした、義肢・人工臓器による身体能力の向上研究。その素そ体たいとして彼女は選ばれたのだ。

　銃じゆうで撃うたれ、鈍どん器きで殴なぐられ、高所より突き落とされ、彼女は兵器としての性能を試され続けた。やがて名前の意味が分かるにつれ、自分の前にＶＡからＶＹ──二十五人の素体がいたことも分かった。ほぼ全員が身よりのない子供達、死を待つだけの重傷者だったらしい。彼らのほとんどは拒絶反応で、そうでない者も試験時の事故で死亡していた。

　悲劇と感じるべきだったのだろう。だが彼女は再び得た身体と世界に酔いしれていた。たとえ実験動物でしかなかったとしても、頰ほおを撫なでる風、網もう膜まくに映る空は本物だった。彼女は必死で実験に協力し、激痛を伴う日々のメンテナンスにも耐え続けた。

　だが奇き跡せきは唐とう突とつに終しゆう焉えんを迎むかえた。

　プロジェクトの中止、研究チームの解散。

　理由は経済的な問題だった。特殊な義肢と人工臓器は莫ばく大だいな資金を必要とし続けた。噂うわさでは一日の稼か働どうで新車を一台買える程ほどだったらしい。実験結果と運用コストは逐ちく一いち比較され、ある時点で採さい算さんが取れないと判断された。実験は即時中止、以降の追加投資は凍とう結けつ。彼女は最低限の生せい命めい維い持じ機き能のうを残して身体を奪うばわれ、元の病院に戻された。光もなく匂いもない、動くことも喋しやべることもできない世界に。

　───。

　どのくらい闇やみの中にたたずんでいただろう。

　意識さえ枯かれ果はてるような時間の果てに彼は現れた。固い足音をたて、清せい涼りような空気をまとって。

「この子がそうかい？」

　男は気さくな口く調ちようで傍かたわらの誰だれかに問いかけた。

　常人が見れば卒そつ倒とうするであろう自分の姿──異い形ぎようの身体からだを前にして、まったく気にした様よう子すもない。彼は興味深げに実験の内容を聞き、やがてふっと顔を近づけてきた。

「やぁ君」

　温あたたかな声が耳元を撫なでた。後に〈親方マイスター〉と呼ぶよう言われるこの男は、本当に何でもない口調で問いかけた。

「もう一度自分の足で歩いてみないかい？」




　ＶＺヴイー・ジーは〈十じゆう字じ架か〉の中を歩いていく。

　虹こう彩さいのカラーを赤に変更。東とう京きようで議員を殺害した時と同じ要よう領りようだ。慣れ親しんだ義ぎ眼がんは拡大・縮小、暗あん視しの機能を容易に使い分けられる。今の外見なら、瞳の色を変えるだけで十分にアポストリを装よそおえるはずだった。

　広い構内は迷路のように入り組んでいた。事前の情報がなければすぐ迷っていただろう。だが網もう膜まくに映し出される地図は迷うことなく彼女を導いてくれる。

　自信ありげに歩いていたことが功こうを奏そうしたのか、すれ違うアポストリから呼び止められることもなかった。回廊を抜け、大階段を上り、幾いく多たのゲートをくぐって上層階に進む。

　───。

　どれだけの時間歩き続けただろう。ふっと周囲の様よう子すが変わった。

　左右の壁が黒くろ御み影かげ石いしのような材質に変化する。前方に柵状のゲートが設もうけられ、二人のアポストリが両りよう脇わきに立っていた。接近するＶＺを認めて、アポストリの一人が前に進み出る。

「何をしてる、ここは立ち入り禁止──」

　ＶＺは銃じゆうを抜くと躊ちゆう躇ちよなく引き金を引ひき絞しぼった。眉み間けんに黒い穴を空けてアポストリが崩れ落ちる。

「な──」

　呆あつ気けにとられているもう一人のこめかみに、ＶＺは二発目の銃じゆう弾だんを叩たたき込こんだ。頭をハンマーで殴なぐられたように揺ゆらしアポストリは倒れた。皮膚の焼けるちりちりという音、白い煙がドライアイスのように傷口から立ち上る。

　脆もろいな──と思った。

　たかだか石つぶて程度の銀ぎんを当てただけで呆気なく朽くち果はててしまう。なぜこんな脆い生き物を他の人間達は怖がるのか。それとも、気づかないうちに自分が彼女達以上の化ばけ物ものとなってしまったのか。

　死体を蹴けりのけ、ゲートを引ひき千ち切ぎる。途と端たん、けたたましい警けい報ほうが周囲に鳴り響いた。折れ曲がった柵を地面に投げ出しながら、彼女はすんと鼻を鳴らす。標ひよう的てきまでは若じやつ干かん距離があるものの概おおむね予定通りだった。どのみち自分はアポストリ達に目もく撃げきされなければならない。茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちよう──穏おん健けん派はのトップを殺しに来た〈人間〉として。

「何だ、何事だ！」

　通路の奥──曲がり角から数人のアポストリが姿を現す。彼女達はＶＺヴイー・ジーの姿を見て顔を強こわばらせた。ＶＺは歩きながら真っ直ぐに腕を伸ばし引き金を引ひき絞しぼる。先頭のアポストリが悲鳴を上げて吹き飛び、顔を押えて転げ回る。わずかに外はずしたらしい。ＶＺは舌打ちしながら、虹こう彩さいのカラーを戻もどす。赤いフィルターをかけたままでは狙ねらいづらくてしょうがない。

「に……人間……!?」

　アポストリの一人が驚きよう愕がくに目を見開いた。馬ば鹿かが──何をぼんやり立ち尽くしているのだ。ＶＺは義ぎ眼がんの焦しよう点てんを絞り、そのアポストリに狙いをつける。照しよう準じゆん過あやまたず銃弾は彼女の眉み間けんを貫つらぬいた。

　そこまで事態が進んで、アポストリ達はようやく事の重大さを認識したようだった。

　曲がり角に姿を隠かくし大声で連絡を取っている。同時に背後から足音、増ぞう援えんのアポストリが数人駆けつけてきた。

（多いな）

　ＶＺはコートの前を開き、裏側のホルスターからショットガンを取り出した。トリガーガードを支点にぐるりと銃じゆう身しんを回転、背後のアポストリに狙いをつける。

　轟ごう音おん。

　実じつ包ぽうが弾はじけ、百発以上の散さん弾だんがアポストリ達に降り注ぐ。白はく煙えんと血ち飛沫しぶきが舞い絶叫が通路に満ちた。彼女はコートの中からもう一丁ショットガンを取り出す。曲がり角から防ぼう弾だん盾たてを構えたアポストリが飛び出してきていた。通路を塞ふさぐように横一列、力ちから任まかせに押し寄せて制圧する気か。確かに──散弾や通常弾で盾を撃うち貫ぬくのは難しいだろう。だが──

　正面に構えたショットガンの引き金を引く。空気を揺ゆらす衝しよう撃げき波はとともに、列中央のアポストリが吹き飛んだ。

　散弾ではない、十二ゲージのスラッグ実包。巨大な弾体は人ひと垣がきに穴を空あけＶＺはその間かん隙げきに向けて散弾を撃うち込こむ。起き上がりつつあるアポストリの腕を踏ふみ砕くだき、立ちすくむアポストリの頭には銃じゆう把はを見舞い、止まることなく進み続けた。

　むせかえるような血と硝しよう煙えんの匂い。白く濁にごった空気をかき分け、死体を量産しながら彼女は歩いていく。

　距離にして約百メートル。直線的な行こう軍ぐんの後、彼女は巨大な観かん音のん開びらきの扉とびらに突き当たった。背せ丈たけの数倍はありそうな黒こく檀たん色いろの開き戸。表面には精せい緻ちな彫刻が施ほどこされ、見たこともない獣けものが彼女を睨ねめつけている。両りよう脇わきには二人のアポストリ。まだ幼い顔立ちで門番よりは従じゆう者しやという感じだった。必死の形ぎよう相そうで向かってくる彼女達をＶＺヴイー・ジーは容よう赦しやなく打ち倒した。

　掌てのひらを扉とびらに当て力を込める。予想外に何の抵抗もなく扉は開いた。漏もれ出だした光が彼女の目を射い貫ぬく。顔をしかめながら彼女は室内に歩を進めた。

　ゴシック調の、落ち着いた雰ふん囲い気きの寝室だった。床には浅あさ葱ぎ色いろのカーペットが敷しき詰つめられ、年代物の家具が壁沿いに配置されている。部屋の奥に天てん蓋がいつきのベッドが見えた。

　白い毛布に沈み込んで黒髪の少女が眠っている。おかっぱ頭の愛らしい顔立ちだった。小さな唇は朝露を乗せたように艶つややかで瑞みず々みずしい。長い睫まつ毛げがすっと伏せられ目元に淡い影を落としていた。人形のようだ──と思う。腕の良い人形師が精せい魂こん込こめて作り上げた、理想的な童女の姿。

　ＶＺは記憶を探さぐり、目の前の少女が標ひよう的てきであると確認した。アポストリ十万を統すべる元首、評ひよう議ぎ長ちよう茉まつ莉り花か。

　ベッド脇に歩み寄り毛布をはぎ取る。純白の襦じゆ袢ばんに包まれた小こ柄がらな身体からだが露あらわになった。ＶＺはショットガンの銃口を童女の左胸──心臓に押しつけた。すっと目を細め引き金に指をかける。

「………！」

　背後で空気の唸うなる音がした。振り向き様ざま、反射的に腕をかざす。衝しよう撃げきとともに身体が瘧おこりのように震ふるえた。血まみれのアポストリが一人、手に持った火ひ搔かき棒ぼうを彼女の腕に叩たたきつけている。子供のような顔立ち。扉前にいた従者だ。しとめそこねたのか？　だが銃じゆう弾だんは過あやまたず彼女の腹をえぐっている。致命傷のはずだった。

「ま、茉莉花様から……はなれろ！」

　かすれた声こわ音ねで言って、従者は火搔き棒を握る手に力をこめる。赤い瞳は混こん濁だくし、生せい気きが刻こく一いつ刻こくと流れ出しているようだった。最後の力で突とつ貫かんしてきたのか。ＶＺは眉をひそめた。

　装そう甲こう化かされた義ぎ肢しがミシミシと鈍い音を立てる。ＶＺは無言のままアポストリの腹を蹴けりつけた。きゃっと悲鳴を上げて小柄な身体が弾はじけ飛とぶ。彼女は倒れ伏した従者に歩み寄り手首を踏みつけた。火搔き棒を蹴飛ばし左胸をショットガンで撃うち貫ぬく。

　素す早ばくフォアグリップをスライドさせ弾薬を排はい莢きよう。ＶＺは従者に背を向ける。早くしないとまた余よ計けいな邪じや魔まが入りかねない。持参した弾たまもあらかた撃ち尽くしていた。任務を果たしたところで、アポストリ達が体勢を立て直し退路を塞ふさがれたら脱出できなくなる。

「お……、お願い……やめて、撃たないで」

　嗚お咽えつ混まじりの声が背中にかけられた。構わず、茉莉花のもとに歩み寄り銃口を向ける。狙ねらいをつけ引き金を引く指に力を込めた。




　瞬しゆん間かん、すさまじい衝しよう撃げきが彼女を襲おそった。




　視界が浮き上がり身体からだが宙ちゆうに浮いた。横からダンプカーに激げき突とつされたようだった。腹部と胸に強きよう烈れつな圧迫感を感じたのも束つかの間ま、今度は背中から壁に叩たたきつけられる。轟ごう音おんとともに壁材が弾け、ＶＺヴイー・ジーは粉ふん塵じんをまといながら通路へと投げ出された。

　視界の端はしで金色の光がきらめく。

　ブロンドの少女が目の前に立っていた。紅こう玉ぎよくのような双そう眸ぼうを爛らん々らんと瞬またたかせ、凶きよう暴ぼう極きわまりない表情でＶＺを見下ろしている。

「──人の家で随ずい分ぶん好き勝手やってくれるじゃない」

　薄うす紅べに色いろの唇が捲まくれた。そこから現れる長大な犬歯、ぬめりを帯びた歯は茎ぐき。

　ＶＺは記憶を探さぐる。波打つ金色のロングヘア、直線的な眉と意思の強そうな眼まな差ざしには見覚えがあった。評ひよう議ぎ長ちよう茉まつ莉り花かの姪めい、〈夏エスターテ〉の──葉は桜ざくら。

「立ちなさい、自分が何をしでかしたか思い知らせてあげる」

　彼女は眦まなじりに力を込めると、一いつ切さいの異議を挟はさませない口く調ちようでそう告つげた。







　第五話







　止める間もなかった。

　室内に入り侵入者の姿を認めるなり葉桜が突進した。肩から体当たりをかけ、もつれ合ったまま反対側の壁をぶち抜く。衝しよう撃げき波はが空気を揺ゆらした。轟ごう音おんと粉ふん塵じんが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり寝室に満ちる。学まなぶは煙を払いのけ状況を確認した。ベッドに横たわる黒髪の少女、茉莉花。白の襦じゆ袢ばんに包まれた身体は傷一つ見あたらない。学まなぶはほっと肩の力を抜いた。よかった無事だ。

　葉桜はどうなったのか。壁の穴からは爆ばく音おんとも銃じゆう声せいともつかぬ音が響いてきている。断続的に響く音響は徐々に遠ざかりつつあった。慌あわてて後を追おうとして足あし下もとのアポストリに気づく。左胸と腹を撃うち貫ぬかれた子供のようなアポストリ、大きな瞳が虚うつろに見開かれ天井の照明を映している。学はそっと膝ひざを落とし目ま蓋ぶたを閉じさせた。

　壁面の穴に歩み寄り外を覗のぞき込こむ。壁の向こうはダクトのようになっていた。暗い管かん路ろが緩ゆるくカーブしつつ先に続いている。学は耳を澄ましながら音のする方に進んでいった。──どのくらい歩いただろう。ふっと視界が開け、冷たい風が吹きつけてきた。

　学は息を吞のんだ。巨大な吹き抜けの空間が眼前に広がっていた。上下ともに底知れぬ深しん淵えんが広がり、壁かべ際ぎわに螺ら旋せん状じようの通路が設もうけられている。遥はるか上方の壁には無数の光が灯ともり満点の星空を見ているようだった。

　ほうっとため息を漏もらす。あまりに非現実的で幻想的な光景だった。反対側の壁までどれくらいあるだろう。町の一つや二つは余裕で入ってしまいそうな大きさだった。

　彼方かなたに瞬またたく照明が光の帯のように連なっている。夜の湖で対岸の都市を眺ながめているような気分になり、学まなぶはしばし自分がどこにいるか忘ぼう却きやくした。

　かぁんと硬こう質しつな音が頭上から響いてきた。

　慌あわてて意識を引ひき戻もどす。見とれている場合ではない。早く葉は桜ざくらに追いつかなくては。

　足あし下もとに視線を落とすと、鮮血が疎まばらに続いていた。どちらの血だろう。相手は単身〈十じゆう字じ架か〉に乗り込み、何重もの警けい備びを突とつ破ぱして茉まつ莉り花かにたどりつくような人間だ。およそまともな相手ではあるまい。葉桜一人で勝てる保証はなかった。

　また、例のハンターみたいな相手なのか──。

　東とう京きようで遭そう遇ぐうしたアポストリハンターを思い出す。最終的には勝利したものの、卓たく越えつした身体能力で扱あつかわれる銀ぎん装そう備びは紛まごうことなき脅きよう威いだった。気を抜けば一いつ瞬しゆんで命を奪うばわれかねない。早く援護に入って葉桜の危険を減へらしたかった。

「………」

　荒い息をつきながら回廊を走っていく。血の間かん隔かくが狭せばまり打だ撃げき音おんが大きさを増した。

　足を早め十数秒走り続けて、彼は前方に二つの人影を認めた。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを揺ゆらすアポストリとベリーショートのきつい眼まな差ざしをした少女。人影は数メートルの距離を置いて正面から向き合っていた。

　一体どれほどの攻こう防ぼうが繰り返されたのか。刺し客かくの少女はロングコートのあちこちを破やぶれさせ、白い肌に血をにじませていた。ショットガンは中なか程ほどから折れ曲がり鎌かま首くびをもたげた蛇へびのようになっている。足下には踏ふみ潰つぶされてぐしゃぐしゃになったハンドガンが落ちていた。

　対する葉桜も無傷ではない。ブラウスの肩かた口くちが破さけ傷口から白い煙をたなびかせている。頰ほおから流れる血が首くび筋すじを赤く染めていた。

　葉桜はきっと眦まなじりに力を込め、眼前の少女を睨にらみつけた。

「こんなことして何になるのよ！　戦争になればあなた達たちだって大きな被害を受ける。今のまま居きよ留りゆう区くの中と外で住み分けて何がいけないのよ！」

　少女は眉一つ動かさなかった。コートの内側から巨大なブッシュナイフを取り出し顔の前にかざす。肉にく厚あつの刃が周囲の光を受けて鈍く輝いた。

「別に、何がどうなろうと関係ない。私はただ一秒でも長く自分の足で歩いていたいだけ」

「何を──」

　葉桜が問い返すより早く、少女が床を蹴けった。一いつ瞬しゆんで距離を詰め横よこ薙なぎにナイフを払う。葉桜はぎりっと奥歯を嚙かみしめバックステップ、少女の腕が振り切られたのを確認し逆に間ま合あいを詰めた。懐ふところに突入して少女の肩かた口くちに肘ひじを打ち下ろす。だが──

「………!?」

　葉は桜ざくらが喘あえぐような声を漏もらした。振り下ろされた腕は寸前で食い止められていた。少女の華きや奢しやな手が葉桜の肘を鷲わしづかみにしている。ぎりぎりと押し返しながら、少女はナイフを逆さか手てに持ち変えた。がらあきとなった葉桜の脇わき腹ばらに切きっ先さきを突き立てる。

「……っ！」

　葉桜は肘を引き身体からだを反そらした。間かん一いつ髪ぱつ、ナイフの切っ先が彼女の服を横一文字に切きり裂さく。肘を押えながら葉桜は後退し膝ひざを落とした。肩で息をつきながら苦く悶もんに顔を歪ゆがめる。

「葉桜……！」

　叫びながら彼女のもとに走り寄る。葉桜は血走った目で彼を睨にらみつけた。

「下がってて。あの子、普通の人間じゃないわ」

「人間じゃ……ない？」

　学まなぶは目を瞬またたいた。眉まゆ根ねに皺しわを寄せ「じゃあなんだよ」と問いかける。葉桜は首を振った。

「分からない、分からないけどとにかく何かおかしいのよ。何度殴なぐっても効きかないし力でも押し負けてる。学の銃じゆうで太た刀ち打うちできる相手じゃないわ」

「だからって、おまえ一人じゃ──」

「前見て、来るわよ！」

　はっと正面を見た瞬しゆん間かん、ナイフを振り上げる少女の姿が視界一杯に広がった。慌あわてて左手に飛とび退のく。ぶんと空気が切り裂かれ風圧が頰ほおを叩たたいた。葉桜は右手に後退し、丁ちよう度ど二人の間に少女が割り込む格かつ好こうとなる。少女は視線を左右に素す早ばやく走らせ、学に向き直った。こちらの方が始末しやすいと見たのか。姿勢の崩れた葉桜を背につかつかと歩み寄ってくる。

「……っ！」

　壁を背にして立ち上がりながら尻しりポケットの銃を抜く。

　両手で構え三さん連れん射しや、跳はね上あがる銃口を押えつけ少女の顔を狙ねらった。だが少女は顔をかばうこともなく無む造ぞう作さに距離を詰めてくる。銃弾の一発が少女の額ひたいを叩いた。カァンと甲かん高だかい音をたてて弾だん丸がんが跳ね返される。

「な──」

　呆あつ気けにとられた。銃弾を跳ね返す皮ひ膚ふ──まるでアポストリではないか。しかも銀ぎんの弾丸さえ効きかない。正しよう真しん正しよう銘めい、無敵の怪かい物ぶつ。

　ぐわりと大気が震ふるえた。

　袈け裟さ懸がけに振り下ろされた刃を、学は危あやういところででかわす。後あと退じさった拍ひよう子しに靴底が滑った。尻から床に落ち鈍どん痛つうが背骨を突き抜ける。拳けん銃じゆうが手から離れ、固い音を立てて床を転ころがっていった。

　すぐ前に彼を見下ろす虚きよ無む的てきな眼まな差ざし。デスマスクのように作り物めいた顔。

　少女は手の中で器用にナイフの柄えを回転させた。黒光りする先端が学まなぶを睨ねめつける。彼女はアイスピックで氷を割るように、学へナイフを突き立てようとした。

「学！」

　悲鳴のような声が上がる。少女の背後で金色の炎が立ち上った。ブロンドを翻ひるがえして迫るシルエット──葉は桜ざくらだ。そう気づいた瞬間、少女の姿が蜃しん気き楼ろうのように搔かき消える。葉桜が少女の背中に体当たりを喰らわせたのだ。視界の端はしでコートの裾すそがまくれあがり、巻き起こる風が彼の顔を叩いた。

　骨と骨のぶつかりあう鈍い音が周囲に響き渡る。

　少女は葉桜と向き合い再度戦せん闘とうに入っていた。その動きは相変わらず俊しゆん敏びんで欠かけ片らも疲れを感じさせない。対する葉桜は明らかに疲労が目立っていた。銀でつけられた傷が響いているのか、動きに切れがなくなっている。

　長くは保もたない──と思った。葉桜の言うとおりだ。あの少女は人間ではない。どころか生き物であるかさえ疑わしかった。無限の体力を持つ機械を相手にしては、いくらアポストリでも分ぶが悪い。

　学は身体からだを起こしながら正面を見み据すえた。手足に痺しびれがないことを確認し、息を整える。まだ動ける、よし──。

「葉桜！」

　叫びながら走り始める。少女の背中にむかって突とつ進しん。異常を察さつした少女がこちらを見た。ナイフを構えた腕が横よこ薙なぎに払われる。学は地を這はうように腰こしを落とし切きっ先さきをかいくぐった。一気に間ま合あいを詰め少女の腰をつかむ。

「何を──」

　少女が怪け訝げんな声を上げる。確かに、彼女の膂りよ力りよくなら学が組みついたところで動きを止められないだろう。力ちから任まかせに引きはがされるのがオチだ。葉桜に対する援えん護ごとしてはあまりにお粗そ末まつな行為。だがそれは組みついただけなら──の話だ。

「……っらぁああ！」

　腹の底から声を振り絞り走り続ける。両手を少女に絡からめたまま、手すりの向こう──吹き抜けの空間に。
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「な……！」

　もつれあうようにして身体からだが中ちゆう空くうに投げ出される。完全に足が回廊から離れたことを確認して、学は少女に絡めた腕を放はなした。少女の顔に初めて感情らしきものが浮かぶ。彼女はもがくように手を伸ばし彼の手首をつかもうとした。学は強引にその手を振り払い少女を突き飛ばした。

　世界が逆転し、茫ぼう々ぼうたる闇やみが視界を満たす。ああ吸い込まれる。そう思った瞬しゆん間かん、強い衝しよう撃げきと共に落下が止まった。

「あ、あ、あ、あ、あなた、何を考えてるのよ!?」

　葉は桜ざくらの混乱した声が降り注いでくる。学まなぶは肩越しに振り返った。葉桜が手すりから乗り出すようにして彼の足首をつかんでいる。彼女は顔を真っ赤に染め、金魚のように口をぱくぱくさせていた。

「し、信じられない、今度という今度は本当に信じられない。投身自殺なんて。馬ば鹿かでしょ、馬鹿よね。馬鹿に決まってる」

「でも、おまえは気づいてくれた」

　学は口の端はしを持ち上げた。

　一度名前を呼んだだけで彼の意い図とを察してくれた。手すりに近づき、落下する彼をつかまえようとしてくれた。

　葉桜は彼の足をつかんだまま、ぷいとそっぽをむいた。小さな唇がむくれたように尖とがっている。

「さ、最悪の事態を想定しただけよ。まさか本当にやるとは思わなかったけど。ていうか、やらないわよ普通、こんなこと」

　学は苦笑して、小さく息を吐いた。

「いいから早く引っ張り上げてくれ。そろそろ頭に血が上ってきた」

　分かってるわよと言って葉桜が足首を握る手に力を込める。片手を手すりにかけ、ぐいと引き上げようとした時だった。

　唐とう突とつに右腕を引っ張られた。

「………!?」

　驚きよう愕がくを顔にはりつかせて眼下の闇やみを見下ろす。何か黒い物が手首に巻きついていた。革かわ紐ひもで編まれた鞭むちのような形状。幾いく重えにも巻きついたそれは闇の奥底に続いていた。深しん淵えんに白い顔が浮かび上がっている。ベリーショートの髪型、きつく吊つり上あがった眼まな差ざし。彼女の腕からロープが伸びて学まなぶの手に絡からみついている。

「なっ……」

　背せ筋すじに冷たいものが走った。

　慌あわててロープをほどこうとする。だがきつく締まった結び目は容易に弛ゆるまなかった。ロープが手首に食い込み、千ち切ぎれそうな痛みを覚える。学は悲鳴を上げた。鈍い機械音にあわせて少女の身体からだがじりじりと浮き上がってくる。なにかウィンチのようなものでロープを巻き上げているらしかった。

「葉は桜ざくら！　手を離せ！」

　このままではあいつが上ってくる。手すりまで取りつかれたら最後、彼女はロープなど関係無しに回廊へ戻もどってくるだろう。先さき程ほどのような不ふ意い打うちは二度と通用しまい。ここで彼女を追い落とさなければ自分達は殺される。そして茉まつ莉り花かも──

「って、おい！　なに引っ張り上げようとしてるんだよ。離せって言ってるだろ！」

　葉桜は顔を真っ赤にして彼を引き上げている。紅くれないの双そう眸ぼうが苦しげにすがめられた。

「そ、そ、そんなことできるわけないでしょ。学を見殺しになんて──」

「見殺しじゃない！　あいつを食い止めるためにはしょうがないって言ってるんだ！　このままじゃ二人ともやられるぞ。それでもいいのかよ!?」

　返事はない。学はぎりっと歯を食いしばった。なんでこいつはこう融ゆう通ずうが利きかないのか。共きよう棲せい相あい手ての保護義務？　そんなもの今はどうでもいいだろうに。茉莉花が死ねばそもそもの協定さえ吹っ飛びかねない。

「はざく……！」

　叫びかけてふっと気づく。表情を強こわばらせ彼女に訊たずねた。

「葉桜、そのあたりに俺の銃じゆう落ちてないか」

「え……な、なに」

「銃だよ、どっかにあるだろ。周まわりを見てみろ」

　葉桜は混乱した表情で周囲を見渡した。何度か視線を走らせた後、細い眉が持ち上がる。

「あ、あるわ」

「手、届くか」

「無理よ。こんな姿勢で」

「じゃあ足は」

「足ならなんとか」

　学まなぶはすっと息をすいこんだ。

「なら、それを蹴けって俺に渡してくれ。こっちは左手で受け止める。いいか、この自由になってる方の手だ」

　葉は桜ざくらは仰ぎよう天てんした表情になった。

「む、無む茶ちやに決まってるでしょ、そんな！　ただでさえ無理な体勢なのに、そんな曲芸みたいなこと──」

「じゃあこのまま落ちる」

「───!?」

　声にならない唸うなりを上げ、葉桜は床に視線を落とした。上体を手すりから乗り出したまま爪つま先さきを伸ばす。ガチャリと固い金属音がした。額ひたいに玉たまのような汗を浮かべ、彼女は横目で学を見た。

「い、いくわよ」

　恐る恐るといった表情で、葉桜が最後の一蹴りを決める。回廊の端はしから姿を現した物体は、そのままゆらりと支えを失い学の方に落ちてきた。学は片目を細めて左手を伸ばす。失敗すれば二度目はない。銃までの距離と落下スピード、縦たて横よこの位置を確認し掌てのひらを動かす。もう少し左、いや右か。ひりつくような緊張が腕を震ふるわせる。学はぎりっと歯を食いしばり指先に力を込めた。息詰まるような沈黙の後、一杯に広げた掌がグリップを受け止める。ずっしりと重い感触が手首に伝わった。セーフティが外はずれていることを確認、眼がん下かの闇やみに向けて銃じゆうを構える。

　少女の虚うつろな瞳が彼を見上げた。白い面に感情の揺ゆらぎはない。撃うたれたところで一向に構わないといったところか。

　確かに──おまえはそうだろうな。

　学はきゅっと目をすぼめる。

　激痛が腕を駆かけ巡めぐっていた。気を抜けば痛みで意識が遠ざかりそうになる。学は奥歯を食いしばり銃口を動かした。少女に向けて──ではない、手首から伸びたロープを狙って。

　ぴくりと少女の眉が動いたように思えた。学の意い図とに気づいたのか、小振りな唇が開き何かを言おうとする。だが学は構わず銃のトリガーを引いた。

　轟ごう音おん、銀ぎんの弾だん丸がんは過あやまたずロープを引ひき千ち切ぎった。ふっと身体からだが浮き上がる。少女のコートが、髪が風を受けて膨ふくれあがった。

「……ぁ」

　喘あえぐような声を上げて少女は落下し始める。伸ばした手が虚こ空くうをつかみ双そう眸ぼうが大きく見開かれた。学は息を吞のみながら彼女の姿が縮んでいくのを見つめている。落おち際ぎわに一いつ瞬しゆん、開いた唇が何事かをつぶやいた。すがるような眼まな差ざしで、何かを求めるような視線で。




　み──な──せ──さん。




「え……？」

　聞きき間ま違ちがいかと思う。だが訊たずね返かえす間もなく少女は闇やみの中に消えていった。

　何だ、今なんて言った、あいつ。

　学まなぶは混乱した表情で、少女の言葉を繰り返す。みなせ、水み無な瀬せ──？　なぜ彼女が彼の名前を呼ぶのか。いや待て。聞き間違いかもしれない。距離も離れていたし、きちんと聞き取れなかったのかも。

「学！」

　頭上から切せつ迫ぱくした声が降ってくる。我に返った瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな痛みが手首と肩に蘇よみがえった。指先の感覚がない。見れば手首の皮ひ膚ふが裂け、シャツに血が滲にじんでいる。痛みのあまり気を失いそうだった。

「……っ」

　慌あわてて首を振り意識を立て直す。だが限界は葉は桜ざくらにも訪れているようだった。汗で滑ったのか、ずるりと身体からだがずりさがる。葉桜は眦まなじりに力を込め叫んだ。

「お願い、あとちょっとだから耐えて！」

　学は銃じゆうを捨てた。歯を食いしばりながら足首に力を込める。少しでも彼女が引き上げやすいように両足を揃そろえ重心を安定させた。そうしている間にもじりじりと高度が落ち、眼下の闇が近づいてくる。学は葉桜を仰あおぎ見みて大きく息を吸い込んだ。

「頑がん張ばれ……頑張れ、葉桜！」

　葉桜の口から獣けもののような唸うなり声ごえが漏もれる。

　瞬しゆん間かん、強きよう烈れつなＧが意識を揺ゆさぶった。ぐっと重力に逆さからって身体が引っ張り上げられる。あたかもルアーで釣り上げられた魚のように、彼は柵を乗り越えて回廊に着地した。

　しばらくは息をすることもできなかった。冷たい床の感触を胸に感じながら、学はただ吹き抜けの空間を眺ながめていた。

「だ、大丈夫？　学」

　怯おびえた声で葉桜が呼びかけてくる。学はこくりと首を傾かたむけた。血まみれの少女が彼を覗のぞき込こんでいる。傷口から白はく煙えんをたなびかせ、膝ひざを突いた姿勢で傍そばにしゃがみこんでいた。学は苦笑した。

「……おまえこそ、大丈夫なのかよ」

「全然平気よ、決まってるでしょ」

　噓うそだ。

　本当に大丈夫なら、学の体重程度意にも介かいさず引き上げていたはずだ。あれだけ手て間ま取どったのは相当銀ぎんのダメージが深いということだろう。人の心配をしていられる余裕なんてないはずだ。

　ややあって身体からだを起こし周囲を見渡す。辺あたりはひどい状況だった。手すりはねじまがり血けつ痕こんや服の切きれ端はし、折れ曲がった銃じゆう器きが散乱している。学まなぶはふっと視線を止めた。ひしゃげたハンドガンの向こうに黒く小さな物体が見える。あれは──。

「ちょ、ちょっと学、動いて大丈夫なの」

　葉は桜ざくらの制止を振り切り歩いていく。ハンドガンの残ざん骸がいを押おし退のけ、黒い板いた状じようのそれを手に取った。開閉ボタンを押し液晶画面と文字板を認める。やっぱり──携帯端末だ。

　通つう話わ履り歴れきを確認しようとして操作ロックがかかっていることに気づく。学は強こわばった表情のまま端末を胸ポケットにねじ込んだ。

「とにかく戻もどろう、茉まつ莉り花かさんをあのまま放ほうっておくわけにはいかないだろう。──動けるか？」

「え、ええ」

　顔をしかめながら葉桜が立ち上がる。傷口からの白はく煙えんはおさまったものの、血はまだ尽きることなく流れ落ちていた。銀ぎんでつけられた傷は彼女達の回復能力を大おお幅はばに失わせる。学は表情を歪ゆがめた。

「無理しなくてもいいんだぞ。ここで休んでても」

「大丈夫、行くわ。学一人で歩き回っていたら、間ま違ちがいなく不ふ審しん者しやと思われるもの」

　確かに。

　目的がどうあれ、自分が招かれざる客であることに変わりはない。メガフロートからここまで葉桜に導かれるまま抜け道をたどってきた。おかげで他のアポストリと顔を合わさずにすんだが、実際に彼女達と遭そう遇ぐうしたらどうなるのか。考えるだけで背せ筋すじが寒くなる。

　だが葉桜の様よう子すは苦しげで、真っ直ぐ歩けるかどうかも怪あやしかった。

　学はため息を漏もらすと彼女のもとに歩み寄った。脇わきの下したに手を入れ力を込める。

「な……!?」

　葉桜が裏返った声を上げる。構わず学は彼女の左腕を自分の肩に回した。

「ちょ！　ちょっと……何やってるのよ！」

「おまえが歩きにくそうだから、手伝ってやるんだよ」

「い、いいわよ。大丈夫だから」

　弱々しい声で言って頭を振る。白い頰ほおが焼けたように赤く染まっていた。なんだこいつ、やっぱり熱があるんじゃないか。だから無理するなって言ってるのに。

　葉桜は居い心ごこ地ち悪げに身をよじっていたが、やがて大人おとなしくなった。気が抜けたようにすっと体重を預けてくる。背中と脇腹に彼女の体温を感じながら、学は黙々と歩いていく。

　───。

「私達……勝ったのよね」

　しばらく歩いた後、ぽつりと囁ささやくような声が耳元で響いた。学まなぶはうなずいた。

「ああ」

「伯お母ば様も救って、戦争も止められた」

「ああ」

「全部──全部元通りになるのよね」

「……ああ」

　わずかな躊ちゆう躇ちよを滲にじませて学は言った。

　そううまくはいかないだろうと思う。今回の件は〈水すい車しや小ご屋や〉が打った手の一つに過ぎない。既すでに父は亡なく、日本政府内の親しんアポストリ派は駆く逐ちくされている。茉まつ莉り花か一人が生き延びたところで衝しよう突とつの流れは容易に止められまい。だが、それを今の葉は桜ざくらに言うのは躊躇ためらわれた。今は、少なくとも今くらいは気を抜いてもいいはずだ。

「おまえがいたから奴やつを倒せた。茉莉花さんを助けられた。誇っていいぞ、他の連中にはできなかったことだ」

　葉桜は気恥ずかしそうに顎あごを引いた。ぼそりと何事かをつぶやく。学は片方の眉を持ち上げた。

「なんだ？　何か言ったか」

「……が」

「？」

「学が……いたから」

「俺がどうした？」

　葉桜は押し黙っている。学は怪け訝げんな表情で彼女を見み据すえた。なんだと言うのだろう。学はもう一度返事を促うながそうとした。その時だった。

　ぱぁんと甲かん高だかい破は裂れつ音おんが響き渡った。

　学は身体からだを強こわばらせた。聞き覚えのある音、空気を震ふるわす禍まが々まがしい残ざん響きよう。──銃じゆう声せいだった。彼らが向かおうとしている先、茉莉花の部屋から発はつ砲ぽう音が響いてきている。

「う……そ」

　かすれた声が耳元で響いた。

「なんで、なんで、なんで」

　うわごとのようにつぶやいて葉桜が一歩前に出る。強い力で背中を押され学は体勢を崩した。顔を上げると、彼女はもう茉莉花の部屋に向かって走り出していた。

「待て！　おい待て！」

　慌あわてて呼び止める。銃声──、まだ刺し客かくが残っていたのか。先さき程ほどのような怪かい物ぶつがもう一人いたら今の葉桜では対抗しきれない。だが葉桜は気にした様よう子すもなく走り続けている。学はぎりっと歯を食いしばり彼女の後を追った。

　茉まつ莉り花かの部屋まではわずかに十メートル。だが走り続ける間にもう一度銃じゆう声せいが響き渡った。先さき程ほどより大きい。学まなぶの脳のう裏りに、銀ぎんの銃じゆう弾だんを撃うち込こまれる茉莉花の姿が過よぎった。

「くそっ！」

　喉のどの奥から唸うなるような声を上げて部屋の前にたどりつく。呆ぼう然ぜんと立ち尽くす葉は桜ざくらを押おし退のけ、壁の破は口こうから中を覗のぞき込こんだ。

　ベッド脇わきに瘦そう身しんのアポストリが立っていた。軍人と思おぼしき制服姿。細い腕をすっと伸ばし横たわる茉莉花に銃を突きつけている。か細い悲鳴が傍かたわらで響いた。目の前が真っ暗になる。遅かったか。

「こ……の、野郎！」

　激情に突き動かされるまま、足を踏み出した時だった。

　軍ぐん装そうのアポストリがふらりと姿勢を崩した。足をもつれさせ床に倒れ伏す。白い額ひたいに銃じゆう創そうと思しき穴があいていた。

「な……」

　呆あつ気けにとられて立ちすくむ。

　かつりと固い靴音が室内に響き渡った。視線を上げると、部屋の入り口に一人のアポストリが立っていた。

　襟えりを飾る鮮あざやかな緑のスカーフ。斜しやにかぶった黒のベレー帽ぼう。細い身体からだを純白のブラウスと薄うす手でのハーフコートに包んでいる。高い鼻び梁りようと涼しげな目元には見覚えがあった。氷こおり細ざい工くのような美び貌ぼう、ダイヤモンドのように硬こう質しつな笑えみ。

「灯とう籠ろう参さん事じ官かん……」

　葉桜のつぶやきに軍ぐん務む省しよう参事官──〈秋アウトウンノ〉の灯籠はふっと口元を弛ゆるめた。手に持った銃を降ろし細い顎あごを持ち上げる。

「詰めが甘いと言ったはずよ。〈夏エスターテ〉の葉桜」

　鈴の鳴るような声。柔やわらかさと冷気が同居した奇き妙みような声こわ音ね。

「敵を一人と思いこみ護ご衛えい対たい象しようから離れるなど愚ぐの極きわみ。法を犯おかしてまで〈十じゆう字じ架か〉に戻もどってきたのなら、最後まできちんと評ひよう議ぎ長ちようを守りきってほしいものね」

「………」

　灯籠は倒れたアポストリに歩み寄り、ブーツの爪先で側頭部を押した。現れた顔を見て目をすぼめる。

「──恥知らずが」

　侮ぶ蔑べつを含んだ声が桜さくら色いろの唇から漏もれる。しばらくして彼女は銃を懐ふところにしまい学達を見た。

「まぁでも、よくやってくれたと言うべきかしら。あなた方が侵入者を引きつけてくれたおかげでこうして内通者をあぶり出せたんだもの」

「内通者……こいつがか？」

　灯とう籠ろうはうなずいた。

「評ひよう議ぎ長ちようの健けん在ざいを知り慌あわてて手を下くだしに来た──そんなところね。失敗した策さくにこだわり続けるなんて本当無ぶ様ざま極きわまりないけど」

　学まなぶは無言で死体を見下ろしていたが、ややあってぽつりと訊たずねた。

「こいつは──なんでこんなことを」

「亡ぼう命めい受け入れの交換条件よ」

「亡命……？」

　灯籠は鼻を鳴らした。

「戦争になっても自分だけは保護してもらえる。そんな約束を人間達と取とり交かわしていたのよ。さっきこの子の部屋から外との通信文が出てきたわ。馬ば鹿かな子──勝者が敗者との約束を守る保ほ証しようなんてないのに」

　哀あわれむように言って灯籠は死体から離れた。額ひたいにかかった髪を払い学に向き直る。

「とりあえずあなた達たちはここで待たい機きしてなさい。事情はどうあれ〈十じゆう字じ架か〉に不法侵入したのは事実。取り調べは受けてもらうわよ。状況が状況だから、いきなり銃じゆう殺さつはないと思うけれど」

「待てよ」

　コートの裾すそを翻ひるがえして退出しようとする灯籠を、学は呼び止めた。声のトーンを落とし内心の疑ぎ念ねんを口に出す。

「いやに親切だな。あんたにとっちゃ今は絶好の機会だろうに」

「なんのこと？」

「政せい敵てきの評議長は昏こん睡すい。内通者を放ほうっておけば、自分達の手を汚さずに茉まつ莉り花かさんを始し末まつできたはずだ。今だって俺達を犯人にでっちあげれば、人間と〈夏エスターテ〉氏し族ぞくに大きな貸しを作れるんじゃないか？」

　灯籠は微笑した。

「何か裏があるんじゃないかと？」

「………」

　無言で彼女を睨にらみつけていると、軽やかな靴音が耳じ朶だを打った。

　学はぎょっとした。ぬっと白い顔が彼を見上げている。灯籠が一いつ瞬しゆんで彼との距離を詰めていた。息がかかりそうな距離。紅くれないの双そう眸ぼうが細まり、にぃと口の端はしが持ち上がる。

「いいわ──、その誰だれも信用ならないという顔。全すべてを疑ってかかる歪ゆがんだ心」

　瞳の奥に喜き悦えつを浮かべ彼女は囁ささやいた。

「あなたには才能がある。早く私と同じ立場にいらっしゃい。全てを騙だまし、謀はかり、噓うそと真実を、正義と利害をいちどきに扱あつかう世界に」

「………」

　息を吞のんで後あと退じさると灯とう籠ろうも身体からだを引いた。柔和な表情を浮かべたまま肩をすくめる。

「心配しなくても裏はないわ。なぜなら今のあなた達には何の価値もないから。そこで眠ってる茉まつ莉り花か評ひよう議ぎ長ちようも含めてね」

「……どういうことだよ」

「ことここに至っては穏おん健けん派はの意見など何の影響力もない。目的の成せい否ひはどうあれ人間達は明確に牙きばを剝むいた。私達は全すべての敵意に相そう応おうの行動で報むくいる。反対する者はいない。あなた方が何を叫ぼうとね」

　学まなぶは喘あえぐような声を上げた。灯籠の言葉は疑う余よ地ちもなく宣せん戦せん布ふ告こくだった。私達は戦争を選ぶ。あなたにそれを止める力はない。父ちち君ぎみと違い、無力な子供でしかないあなたには──。

　ぐっと拳こぶしを握りしめる。学は眦まなじりに力を込め灯籠を睨にらみつけた。

「俺は諦あきらめないぞ。これ以上の殺し合いなんかさせない。おまえらも壁の外の連中も、まとめて話し合いのテーブルにつかせてやる」

　灯籠は笑った。蕾つぼみが花開くように可か憐れんな笑えみを浮かべ踵きびすを返す。

「そうね、あがく権利は誰だれにでもあるわ」

　諧かい謔ぎやくを含んだ口く調ちようで言って灯籠は部屋を出ていった。学は下唇を嚙かみしめる。傍かたわらの葉は桜ざくらが不安げな表情で彼を見上げた。

「大丈夫だ」

　気がつけばそうつぶやいていた。頰ほおを引き締め灯籠の消えた先を見み据すえる。

　確かに自分は無力だ。権力もなく頼るべき人脈もない。だが不ふ思し議ぎと敗北感はなかった。なんとかなる。少なくとも自分達は最悪の事態を食い止めた。父親に続き茉莉花まで失うという結末を。

　あがき続ける限り希望は消えない。たとえ近い未来に破は滅めつが待ちかまえているとしても、最後の瞬しゆん間かんまで奇き跡せきは起こりえる。ならば自分はあがき続けよう。どんなに無ぶ様ざまだろうと。無意味と嘲あざけられようと。

「………」

　胸ポケットから携帯を取り出す。

　灯籠とはあとでまた話をすることになるだろう。望み通り、権けん謀ぼう術じゆつ数すうの限かぎりを尽くして彼女の動きを阻はばんでみせる。だが彼女と話す前に一つ確認しなければいけないことがあった。

　彼はアドレス帳を開いて宛あて先さきを選択した。コール音の後に相手が出る。

　学は硬かたい声で言った。

「春はる木きさんですか。一つ調べてほしいことがあります」




　　　　＊




　夜が明けた。

　ブラインド越しに淡い陽光が差し込んでくる。最初は窓まど辺べをほのかに色づかせる程度、やがて床を洗う細さざ波なみのように光が広がっていく。斜しや光こうが伸びるのにあわせて執しつ務む室しつ内ないの闇やみが逃げるように縮んでいった。それではじめて、彼は室内の照明が落ちていることに気づいた。

（もう──朝か）

　片目をすぼめながら卓上の携帯電話に視線を落とす。三十分前、回収部隊から撤てつ収しゆうの連絡が入った。鶫つぐみは帰き巣そうせず、警けい戒かい網もう復活につき〈十じゆう字じ架か〉を離れる、と。〈鶫〉は言うまでない、ＶＺヴイー・ジーのことだ。彼女が時間までに回収ポイントに現れなかった。脱出に手間取っているのか、あるいは──

「………」

　迷った後、携帯を取り上げる。

　理性ではかけるべきでないと思う。無用な通信で身元特定のリスクを冒おかすべきでない。だが彼女の言葉──〈十字架〉突入前の会話を思い出す度たび、胸の奥がざわめいた。

　不ふ憫びんな少女だった。子供らしい感情も思い出も知らず、身動きさえできないまま闇やみと静せい寂じやくの中に漂っていた。目が見える。匂いが分かる。雨の冷たさを感じられる。そんな当たり前のことが彼女にとってこの上ない悦よろこびだった。もう一度歩きたい、外の空気を身体からだ全ぜん体たいで感じたい。純粋極きわまりない彼女の思いを自分は利用した。何の躊躇ためらいもなく。善意さえ装よそおって。

　外げ道どうだ。

　水み無な瀬せは口元を笑えみの形に歪ゆがめた。

　自分は間ま違ちがいなく地じ獄ごくに堕おちるだろう。更さらに救いがたいのは、既すでに手を汚しておきながら、さも他ひ人と事ごとのように彼女の身を案じていることだ。なんという偽ぎ善ぜん、恥知らずな行為だろう。本当に彼女を救いたいのなら最初から行かせるべきでなかった。巻き込むべきでなかった。だが、もし時間を戻もどしやり直せるとしても彼はやはり彼女を利用するだろう。だから今彼が感じているものは本当に薄っぺらな、下らない感傷にすぎない。だが──それでも。

　通つう話わ履り歴れきを探さぐり〈彼女〉の番号を選択した。こちらからの連絡は何重にも偽ぎ装そうされ逆ぎやく探たん知ちできないようになっている。最悪、彼女の端末が敵の手に落ちていても危険はないはずだった。

　コール音が数回、相手は出ない。やはり駄だ目めか、ため息に近い声を漏もらし通話を切ろうとしたときだった。がちゃりと音を立て電話がつながる。

「もしもし──」

　低い声で囁ささやく。返事はない。電波が悪いのか。端末を握り直しもう一度呼びかけようとした時だった。

『水み無な瀬せさんですか』

　聞き覚えのある声が響いた。どこか幼さの残る少年の声こわ音ね。水無瀬は息を吞のんだ。電話を切ろうとして、それでは相手の言葉を肯こう定ていするだけだと気づく。携帯を握りしめたまま沈黙していると耳元で微かすかな吐と息いきが聞こえた。

『……おかしいとは思ってたんです。前に電話をかけた時、水無瀬さんは大丈夫だって言いましたよね。でも大丈夫なはずないんです。あの時点で親しんアポストリ派の人間は軒並み更こう迭てつされていた。水無瀬さんだけ例外なはずがない。他の人ならともかく、水無瀬さんはラパーチェ事件で〈敵〉に存在を知られていた。放ほうっておかれるわけがないんです』

「………」

『百歩譲ゆずって〈敵〉の手が水無瀬さんに届いていなくても、周囲であれだけ騒ぎが起きていたら危機感くらい持つはずです。でもあの時の水無瀬さんは冷静すぎました。まるで敵の攻こう撃げきが自分に及およばないことを知ってるみたいに』

　少年は反応をうかがうように言葉を切った。水無瀬はぎゅっと唇を引き結ぶ。

　ややあって、少年は追い打ちをかけるように言った。

『公こう安あん第だい三さん部ぶに水無瀬王おう寺じという人物は存在しない』

　携帯から響く声は判決文を読み上げるように重々しかった。

『少し調べさせてもらいました。公安の他の部署──第一部にも第二部にも水無瀬王寺という人物はいませんでした。最初は偽ぎ名めいかもと思いましたけど、同姓同名の人物が別の組織に存在してました。──防ぼう衛えい省しよう情報本部分析部主しゆ任にん分ぶん析せき官かん、水無瀬王寺一等空くう佐さ』

　水無瀬は低い笑い声を漏もらした。眉み間けんを親指で押え口の端はしを持ち上げる。

「公安の名簿は公開されていないはずだけどな」

　わずかな沈黙があった。荒い息づかいが耳元で響く。ややあって、ぎりっと歯を食いしばる音が聞こえた。

『なんでですか──』

　苦しげな声こわ音ね。何かを懸けん命めいに押えつけているような口調だった。水無瀬は微ほほ笑えんだ。

「なんで──ね。今の君なら分かるんじゃないか？　僕が何者か、どういう思想のもとに動いているか」

『〈水すい車しや小ご屋や〉』

　水無瀬は口笛を吹いた。

「やっぱり知ってたんだ。恐れ入るね、さすがは南みなみ方かた大たい使しの息子だ」

『お、俺が聞きたいのはそういうことじゃないです。もし水無瀬さんが〈水車小屋〉の人間なら、なんでラパーチェ事件の時に俺を助けたんですか。葉は桜ざくらの所に行くのを手伝ってくれたんですか』

　水無瀬は笑った。なんで、なんでか。

「君が危険だと思ったからだよ、──南みなみ方かた学まなぶ君」

『危険……？』

「自覚してないのかな？　君はね、父上と本当によく似ている。君の言葉はアポストリ達を魅み了りようし従わせる。君がその気になれば葉は桜ざくらに命令して、あのラパーチェを自分のものにできたかもしれない。もちろん元の愛らしい少女ではなく、記憶を失った怪かい物ぶつとしてだけどね」

『………』

「僕はアポストリ達にラパーチェという武器を取とり戻もどさせたくなかった。だからもし君がおかしな真ま似ねに出たら、即そく座ざに撃うち殺ころすつもりだったよ。幸いにも君は最後まで葉桜を取り戻すことしか考えてなかったけど」

　自分の言葉がどれだけ彼を傷つけているか、想像しながら水み無な瀬せは言葉を紡つむぐ。ああ確かに、八や幡わた三さん尉いの言うとおりだ。自分は悪趣味だ。

　耳が痛くなるような沈黙の後、少年はぽつりと言った。

『俺たちは──敵なんですね』

　水無瀬はうなずいた。

「そうだね、僕は南方大たい使しの仇かたきでアポストリの天てん敵てきだ。君が彼女達を守ろうとする限り、僕は君の前に立ちはだかり続ける」

　わかりましたと少年は言った。わかりました水無瀬さん、僕はあなたを敵と見なします。今までありがとうございました。さようなら。

「さようなら、ごきげんよう」

　水無瀬は言って、ふっと気づいた。最後に一つ聞きたいことがあった。

「君はなぜ僕を疑ったんだい？　まさか最初の電話だけで気づいたわけじゃないだろう」

　電話向こうの声はわずかに沈黙した後、答えた。

『〈彼女〉があなたの名前を呼びました。最後に、〈十じゆう字じ架か〉の底へ落ちていく前に』

　ぷつりと電話が切れた。

　水無瀬は無言で天井を仰あおいだ。朝陽が室内を明るく染めていく。彼は携帯を手にしたまま、じっと椅い子すに腰掛けていた。




　　　　＊




　三月十五日、朝のニュースです。

　一向に進展がみられない有ゆう楽らく町ちよう議員殺人事件について政府は十四日、緊きん急きゆうの閣かく議ぎを開き〈十字架〉政府に査さ察さつの受け入れを求めることで合意しました。

　本事件については、度たび重かさなる捜そう査さ協きよう力りよく依い頼らいを〈十字架〉政府が黙もく殺さつする形となっており、より強い姿勢で臨のぞむ必要性が指摘されていました。要求が受け入れられない場合、政府は自衛隊による強きよう制せい査さ察さつもありえることを明言しており、居きよ留りゆう区く周辺の緊張が高まっています。なおこの閣議決定に伴ともない、在ざい彦ひこ根ね居留区大たい使し館かんはアポストリ以外の居留区民に避ひ難なん勧かん告こくを出しており、今後数日にわたって米まい原ばら・居留区間の交通は大おお幅はばな混雑が予想されます。──







　エピローグ








二○二[image: えっくす]年三月十五日

居きよ留りゆう区く駅前通り






　駅前は行ゆき交かう人と車でごった返していた。

　キャリーバッグを引いた家族連れが慌あわてた様よう子すで駅に向かっていく。誘ゆう導どうの駅員が数人、メガホンに向かって声を張り上げていた。駅のゲートで種族確認が念ねん入いりに行われているためか、人の列はなかなか動きそうにない。

　不安そうな人々の横を軍の車両が走り抜けていく。オリーブドラブの車体には軍服姿のアポストリが乗り込んでいた。

　そう言えば今け朝さのニュースで、ゲートの警けい備びが居留区警けい察さつから軍に引ひき継つがれたと言っていた。先さき程ほどからやたらに軍車両を見かけるのは、その動きの一いつ環かんか。

「学校──しばらく休校になるって」

　携帯電話を顔から離して葉は桜ざくらが言った。端たん整せいな顔には色濃い不安が滲にじんでいる。学まなぶはこくりとうなずいた。

「千ち紗ささんも長なが浜はまに帰るらしい。本人は残りたがっていたけど、家族が反対したみたいだ」

「………」

　学まなぶは固かたい表情のまま周囲を見渡した。駅前の店はほとんどシャッターを下ろしつつある。一部の生活必需品はともかく、嗜し好こう品ひんの類たぐいは完全に流通が止まっているらしい。店を開けたくても品物がないんだと、家が自営業のクラスメイトが嘆なげいていた。

「戦争みたいね」

　ぽつりと葉は桜ざくらが言った。ニュースだけでは状況が分からない──あるいは大げさに報道されているだけかもと考えていたが、外の状況は予想以上に騒そう然ぜんとしていた。

　街路の装飾は外はずされ、駅前デパートの垂れ幕は巻き上げられている。町は刻こく一いつ刻こくと彼の知る風景から遠ざかりつつあった。あと少しすれば疎そ開かいする人々も消え、居留区はゴーストタウンのようになるだろう。後に残されたのは少数の人間と行き場のないアポストリ達。

「やっぱり──止められないのかしら」

　かすれた声で葉桜が囁ささやく。

　〈十じゆう字じ架か〉での騒動から三日、学達は居留区に戻もどされ他のアポストリと連絡を取れずにいた。不法侵入の件はうやむやになっていたが、代わりに彼らは〈十字架〉政府から完全に黙もく殺さつされていた。何度か灯とう籠ろうに連絡したものの返信はない。後うしろ盾だてのない子供二人に構っている余裕はないということか。意識を取とり戻もどした茉まつ莉り花かも、事実上軟なん禁きん扱あつかいになっているらしかった。

　学は唇を引き結んだ。

　町は戦せん時じ色しよくを強め、父親と茉莉花が作った平和は無む惨ざんに打うち砕くだかれつつある。葉桜が無力感に苛さいなまれるのも当然だろう。だが──

「大丈夫だ」

　学は強い口く調ちようでつぶやいた。眦まなじりを決けつし混こん沌とんとする駅前を見み据すえる。不ふ審しんそうに彼を見上げる葉桜に、彼は不ふ敵てきな笑えみを浮かべてみせた。

「心配するな、手は打ってある」

「手？」

　学は手元の時計に視線を落とす。時刻は午後一時、そろそろ約束の時間だった。

「ああ」

　彼はうなずいた。

「女王様の到着だ」




　　　　＊





同時刻

居きよ留りゆう区く駅えきイミグレーション






　旅券を出した瞬しゆん間かん、初老の審しん査さ官かんは不審げな顔になった。眉まゆ根ねを寄せ固かたい表情でこちらを見上げてくる。

「観光ならもう無理ですよ」

　物もの見み遊ゆ山さんの学生とでも思われたのか。彼女はむっとした表情で、カウンター上の旅券を差し出した。

「観光じゃねーよ。いーから見てみろって。ほら身分証」

　審査官は面めん倒どうくさげに旅券を開き身分証とつき合わせた。しばらく確認した後、細い目が見開かれる。彼はぱちぱちと瞬まばたきして、彼女を見み据すえた。

「防ぼう衛えい省しようの職員？　お嬢さんが？」

　彼女は薄い胸を張り、得とく意いげに顎あごを持ち上げた。

「書いてある通りだよ。防衛省防衛研究所の主しゆ任にん研けん究きゆう官かん。なんならうちの研究室に問い合わせてもいいぜ。あー、でもうちの室長まだ寝てるかなぁ」

　彼女のつぶやきに「主任研究官ねぇ」と首を傾かしげながら、審査官はスタンプを取り上げた。

「……で、来訪の目的は？　何かお仕事ですか」

「仕事っちゃ仕事。まぁでもどっちかと言えば里帰りかな」

「里帰り？」

「出身はこっちなんだ、あたし」

　なるほどとうなずいて審査官はスタンプを押した。色々込こみ入いった事情があると思われたのか、それ以上の質問はなかった。

　彼は旅券を返へん却きやくしながら、心配そうな眼まな差ざしで彼女を見た。

「用が済んだら早く離れた方がいいですよ。噂うわさじゃ明あ日す明後日あさつてにでも駅が閉へい鎖さされるんじゃないかって話です。私も今日きようが最後の勤務ですし」

「うん、わかった。忠告ありがとう」

　礼を言ってカウンターを離れた。荷物を肩にかけ直し駅のコンコースを歩いていく。人の流れは全すべてホームに向かう感じで、彼女一人だけが駅の出口に向かい進んでいた。西口の階段を下り駅前のロータリーに出る。

　久しぶりの彦ひこ根ねは肌寒かった。駅前通りの奥に緑の小山と重厚な天てん守しゆ閣かくが見える。東とう京きように比べると遥はるかに広く澄んだ空だった。

　城じよう郭かくの向こう、青い大気へ溶け込むようにして水晶の柱が屹きつ立りつしている。長い腕を左右に広げた巨大な姿──〈十じゆう字じ架か〉だった。

　彼女は目を細めた。

「四年ぶりか──」

　何かを懐なつかしむように言って周囲を見渡す。

「変ってねーな、居留区ここは」

　すんと鼻をすすり鼻の下を擦こすった。

　彼女──〈秋アウトウンノ〉の星ほし祭まつりはゆっくりとした歩調で歩きだした。駅の近くには彼女を呼びつけた人物、この世でたった一人の兄妹きようだいがいるはずだった。







　あとがき




　お気づきの方もいるかと思いますが、本シリーズは一巻が夏、二巻が秋、三巻が冬の話となっています。最初は各巻、季節に対応した氏し族ぞくのアポストリを出して葉は桜ざくらと恋の鞘さや当あてでもさせようと考えていましたが、気づけば明後日あさつての方向に話が進んでいました。謎なぞの美少女転校生とか幼おさな馴な染じみの眼鏡めがね娘つことか、企画段階では色々それらしいキャラもいたんですが。不ふ思し議ぎです。




　さて本巻は「春」の物語です。

　春と言えば僕には一つ忘れられない思い出があります。

　あれは僕がまだ学生の頃、兵ひよう庫ご県けん姫ひめ路じ市しでのことです。当時、僕は青春十八切符を使い日本一周の貧乏旅行をしていました。どのくらい貧乏かと言えば雪せつ中ちゆうの青あお森もりで路ろ銀ぎんが尽つき、野宿するくらいお金がありませんでした。日々の食事もコンビニ弁当が主。宿は雑ざ魚こ寝ね、金を払って毛布を借りたら翌朝隣の誰だれかに取られていたこともあります。

　健康に悪いという意味では掛かけ値ね無しに最悪の日々だったと思います。そんな生活をしていたせいでしょう。旅行を始めて一ヶ月後、姫路城を彩いろどる桜並木の下でその瞬しゆん間かんは訪れました。

　喉のどの痛み、発熱、咳せきとくしゃみ、体の気け怠だるさ──清すが々すがしい迄までに青い空と満開の桜を仰あおぎながら僕は思いました。やばい、さすがに無む茶ちやしすぎた。

　予定を変更し姫路で一泊しました。なけなしの金を叩はたきホテルを確保、風か邪ぜ薬ぐすりも飲んで早めに就寝しました。ですが翌朝になっても体調は回復しません。どころか両の目までじくじくと痛み始めています。焦あせりました。これはひょっとすると何か妙な病気にかかったんじゃないか？

　慌あわてて病院に行き症状を説明しました。医者はうんうんとうなずき僕の様よう子すを観察すると、こともなげに言いました。

「花粉症ですね」




　以来毎年鼻がむずむずし始めると、僕は姫路の風景を思い出します。春という季節を素す直なおに喜べなくなって十数年、旅行の経験が血肉になっていることを感じながら、あの時不ふ摂せつ生せいしていなかったらあるいは──と今いま更さらながら思わないでもありません。




　以下、謝辞です。

　毎回、的確なアドバイスをいただける編集の湯ゆ浅あさ様、イラストの森もり井いしづき様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。


二〇〇九年三月　夏なつ海み公こう司じ









夏なつ海み公こう司じ

東京都在住。現在、武蔵野台地の際を歩くプロジェクト実施中。北区上中里駅の東、台地の麓に貝塚を見つけ、こんな所まで海が来ていたことに感動。歴史の浪漫に浸りつつ、そしてまた帰り道に迷う。

[image: ]




森もり井いしづき

茄子を食べると夏気分になります。









電撃文庫





葉は桜ざくらが来きた夏なつ４




ノクターン











夏なつ海み公こう司じ








二〇十三年五月九日　配信
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